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I. 沿革と概要

1. 沿革

東京大学生蛮技術研究所は，昭和 24年 5月 31 日公布の国立学校設已法に韮づき，生

産に関する技術的諸問題の科学的総合研究と，研究成果の実用化試験を行なうことを目的

として同日付で千葉県千葉市に設置された．

その後，研究所の東京移転が実現し，昭和 37年度より東京都湛区麻布苛竜土町に本部

および各研究部位塁を変更した．なお，千葉市には，千葉実験場として 101,487m2 (約

30,700坪）が同敷地内に設けられた．

部門数は，設立当初 15部門で，以後昭和 25年度に 10部門， 26年度に 10部門，叶

35部門となり，その後，部門培として， 32年度 1部門， 35年度 1部門， 36年度 2部門，

37年度2部門， 38年度 1部門が認められ，現在 42部門となっている．

本研究所は次表に示すような 5部に分かれ，それぞれの部において表示されたような専＾

門分野を担当している．

所長は，瀬藤象二，兼重災九郎，星合正治，谷 安正，福田武雄，藤高周平に続いて，

昭和 39年 3月 31 日より岡本舜三が就任している．

第 1部（基 礎）—応用数学・応用光学・音特工学・固体材料学・流体物理学・応：

用電子学・放射線工学・材料力学・応用弾性学

第 2 部（搬賊・船船）—機械力学・楓構学・伝熱工学・熱原動楓学・流体槻械学· 化学

槻披学・切削工作学・非切削工作学・ 緒密加工学・ 溶接工学・

伎金および船体構造学・船体運動学

第 3部（電カ・通信） 電気回路学・電力機招学・電力工学・電気制御工学・電子管工

学・通信機器学・超短波工学・応用電子工学・ 超高層観測檬濫

学・超高眉電子工学・ 屯子演罫工学・マイクロ波工学

第4部（化学・ 冶金）—無機工業化学・応用電気化学および光化学・有板工業化学第

ー・有搬工業化学第ニ・有槻工業化学第三・化学工学・熊殷工

業分折学・有被工業分折学・鉄鋼製鈍工学・ 非鉄金属製錬エ

学・金属加工学・金属材料学・放射性同位元素工学

第 5部（土木・

・建築技備学・建築生立学・廷築記巴および

概能学・生咬技術史



2. 研究所の位置・敷地・建物・配置図

A. 東京大学生産技術研究所（麻布庁舎）

a. 位置

東京都港区豚布新竜土町 10番地

国電信誤町駅下車，都電 33番線竜土町下車，西南へ約 100m. 

b. 敷地・建物（面積）・配置図（凸版参照）

敷地総面積 50,695.157 m2(15,335.285坪）

（道路 2,504. 4628m zを含む，ただし物性研と共用）

建物数本館 1棟，別棟 11棟

建物廷而積 28, 534. 7761 m2 (8,631坪，物性研共用分含む）

本館 26,783.4710m? (8,102 v) 

りlj 危東 1, 751. 3051 m2 ( 530 ,,) 

本餡面積 26,783. 4710記のうち，利用面積ぱ 24,403. 2599 m2 で内沢は次表の通り

である（未利用而租 2,380.2111記は未改装部分）．

I地階 (m')I 1階 (m')j 2階 cm')I 3 階（匹〗屋上 (mう I 計 (mう

第 1部 819. 8347 1,880.9917 915. 7024 687. 60331 4,304.1321 

第 2 部 1,990.0826 816. 5289 945. 4545 928. 9256 4,680.9916 

第 3部 390. 0826 998. 3471 899.1735 641. 3223 2,928.9255 

第 4部 515. 7024 1,557.0247 1,553.7190 1,200.0000 

284.2975 I I 

4,826.4461 

第 5 部 1,104.1322 1,047.9338 796. 6492 796. 6942 3,745.4094 

事務部 614. 8760 664. 4628 1,920.6611 433. 0578 3,633.0677 

共通 0 ， 0 

゜ I゚ 
284. 2975 

叶 1s. 434. 71051 6, 965. 2sgo 17. 031. 3597 I 4. 687.60321 284. 2975 ! 24,403.2599 

c. 主な建物とその用途

建物名 I朽 造 I利嘉鷹柏(I所限部 I
'''  

本誼
笠館ニンクリート坦下 1,地上 3階

24, 403. 2599各部

別棟 1 鉄筋平屋建 353. 7190第 1部

,, 2 I if噂贔`クリー 376. 8595第 2部

// 3 鉄骨平家建 142.1487第 3部

178. 5123 第 3部
第 4部

,, 5 I~ 聾麟クリーI178. 5123第 4部

II 6 ブロック平屋建 112. 3966 第 4部
第 5部

185.1239第5部

主な用途

,, 4 

” 7 

所長室，
事務室，

居室

材料実験室

勁力実験棟（自動車，内燃援哭，ガスタービ
ン，水力接枝）

高電圧実験室

暖房実験室，臣酵実験室

RI実験室

高圧化学実験室，サッシ実験室

音孵実験室（無筈室，残筈室，測定室）

II 8 ! 
I 

48. 82641 ,, I送風授室

2
 



東京大学生産技術研究所千葉実験場配置図
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f構造 I
， 鉄筋コンクリー

ト平塁建

10 " 

11 鉄骨造平塁建

建物名 利用面積

~ 所属部 I

49. 5867 II 防火実験室（地下）

99.1735 II 床版試験室

26.4462事務部門術所

主 な 用 途

” 

試作工場は本所の移転に伴い別棟（鉄骨平屋建 9937.2mりを予定してあるが，現在米

軍の接収解除が未済のため千葉市のI日本所（現千葉大学構内）の在来の位置において作業

を行なっている・

d. 水道・電気・ガス・電話

水道は現在都営水道ならびに自家給水を行なっており，使用鼠は月平均 12,000m3であ

る．

と自家用の契約をし第 1変這所 400kVA, 第 2変電所 500

kVA, 屋外変電所 287kVAの設備を有し，各部に送電している．霞力使用旦ぱ月平均

90,000kWHである．

ガスは東京瓦斯株式会社と契約，消費且月平均 20,000m3である．

電話は青山局：こ 36回線加入し，私設交換装置はA型自動交換楓で 500回線の容三をも

ち，物性研究所と共用している．なおそのうち本所は内線 300回線を使用している．

B. 生産技術研究所千葉実験場

a. 位置

千築市弥生町 1香地

国電西千葉釈東口下車，約 30m.

b. 敷地・建物・配置図（凸版参照）

政 地百積 約 101,487m2 (約 30.700坪）

建物数 24糠計 8,928. 451 m2 

c. 主な建物とその用途

下表の通り 21棟である．

三 l栴造
地区1番号 I 

1 I鉄骨，スレート・
1平屋建

2 鉄筋コンクリート

A 

ノ／

,, 

” 
B
 

’’ 

3

4

5

1

2

 

” 

” 
木造・ニ浩違

延 面 積
(mう

476. 0330 

13.1500 

39. 6694 

1,289.2561 

1,024.7933 

主 な 用 途 旧 名 称

樟村研，山田研

爆発実験装四掩蓋

計測室

誤測ロケット・小型テストスタンド

推薬製造室

江上研，観測ロケット，山田研，事務室

岡本・北川研， 山田研， 丸安研， 三木
研，藤高研

試験工培

営新

’’ 

東 10号誼

,, 9 ,, 

3
 



造桔
在

号

所

番
物

因

建

地
延面積
(mう 主 な 用 途

B 3 木造•平屋建 717. 3553 倉庫 京 8号館

” 4 木造・ニ階建 509. 0909 福田（義）研，河添研，野崎研 II 7 II 

’’ 5 木造• 平屋建 191. 7355 菊池研，後蔚研，野崎研 ,, 11 ,, 

C 1 木造・ニ階廷 120. 6615 池辺研，餡研 N 6 N 

’’ 2 木造• 平屋建 353. 7190 館研 " 4 // 

” 
3 峡骨，鉄筋コンク 317. 3553 " 

特殊吹梢実
リート•平厨建 験室

’’ 4 木造• 平屋建 1,213.2231 宿舎 東 5 号舘

D 1 " 641. 3223 平尾研，柴田研 11 13 11 

,, 2 " 360. 3305 平尾研 II 14 II 

" 3 
鉄骨スレート・ 36. 3636 受霞室平尻廷， 

E 1 木造• 平屋建 191. 7355 野崎研，浅原研，井口研 " 12 " 

I/ 2 " 128. 9256 ボンプ室

" I I 3 

ック造• 平 36.000 野綺研 新
,呂,,, 

II 4 " I 
60. 000 N ,, 

I旧名称

C. 生産技術研究所秋田実験場

a. 位 置

秋田県由利郡岩訊町字道川

b. 敷地・建物

放地面屈 10, 148. 7603 m2 

建物数 2棟，計 82.6446m2 

D. 生産技術研究所能代実験場

a. 位置

秋田県能代市大字浅内字下西山

b. 敷地・建物

敷地面積 3,254. 545m2 

建物数 1棟， 290.6033m2 

41 



II. 研究活動の概観

1. 研究計画ならびに方針

わが国における工学と工業とは，その発達径路の関係上，必ずしも相互に密接に連終さ

れていたとはいいがたいこの欠陥iこ竺み，本研究所は，生産に閃する技術的諸問題の科

学的控合研究に重点をおき，研究成果の実用化試験を行なうことによって，工学と工業と

を結びつけ，わが国工業生産技術の水準を高め，ひいては世界文化の進展に寄与しようと

するものであるこのため生産の現均と緊密な連緒を保ち，生蛮技術の実態を知って，適

切な研究計画を立てるとともに，現場から寄らせれる技術的諸問題に対しても，実際的な

解決を図ることを重要な使命としている．

本所の研究員は，それぞれ自己の昌する恵門分野の進歩発達のために研究を進めている

が，研究所としてもある具体的な問題を採り上げたり，あるいは適当と認める外部からの

研究委託を引き受けたりする．これらは問題によって関係のあるいくつかの忠門分野の人

人で，研究班を組織するしくみになっている本所がぽとんど工学全体にわたる恵門分野

を持つため，このような総合研究慇勢をとりうることが容易であり，常務委員会の議を経

て決定するためその槻会が常に楓励的に用意されていることになっている．

基礎研究の成果が打ち出されると，一歩前進して，技術上，経済上の面から工業生産化

への可能性を立証しようとしてこれを別個の研究組緑に移して中間規模の試作または試験

をも行なっている．中間試験研究として行なう研究は，受託研究によって行なわれる場合

と，所内に設けられた特別研究告諮委貝会が，毎年特別にいくつかの研究課題を所内から

申請を受けて決定する方法とがある．後者は，先年より基礎的研究でその発展が十分期待

される研究も同時に採り上げて特別の研究費を注ぎこむようになり，昭和 38年まで1こそ

の件数209を数え，その研究成果は，工業界への寄与の動脈となっている．

本所の受託研究は，本所の自主的計画をさまたげない範囲で行ないまた短期間に結果

を求める目先のことばかりに力を注ぐことにならないよう注意されている． また，受託研

究の研究成果の公表，発明特許の生じた場合の処置等については，国立研究所としての立

場と，委託者機関の利害的立場とが互いに考應されねばならないので，話し合いの上研究

成果の公表を 2カ年以内待つ約束をしたり，発明特許の実施は，委託者に優先的に許諾す

ることができるようにする一方，委託者外の第三者に利用させる余地を失なわないよう取

扱いの方針を定めている．

本所は東京大学大学院の数物系，化学系の教育の一部を担当し，ほとんどの教官が指尊

教官として恵門教育に当たっている．これらは本学の本郷学域において詣義を行なうほか，

本所において研究，実験ならびに演習等の実地教育を行なっている．現在本所教官の指尊

を受ける大学院学生は 38年度は 93名で，課程として修士・博士の 2諜程 5年間がある．

5 



これらのうち一部ぱ，後継者として残り，一部は高級技術者として社会に送り出される・

高級技術者の養成（ま，本所の使命の一つで，大学院制度によるもののほか，文部省の定

める受託研究員，研究生等があって，現場研究機関からの依託によって指導することがで

きるようになっている．その他文部省内地研究員および私学研修員の制度によるものがあ

り，また各研究室には，技術員または技術補佐員として，研究室の実験を助けつつ技術を

修得し，社会に送り出される人もある．

行政祖織は，後章に記す通り，所内に，教授会，教授総会の外，所長の諮問械関として

の常務委員会を設け，また各種の運営委員会を設置し，相当数の教授・助教授がこの委員

に選ばれている．そのほか所外に対しては生産現場と提携し，生産技術の実態を把握して

研究の使命を達成しようとするため，昭和 28年以来財団法人生産技術研究奨励会が設立

され，その評議員として 150余名の学翌経験者，産業界代表技術者に参加を願い，定期会

合は毎年 2回行なっている．また航空研究所とぱ，特1こ四格会譲を持ち，毎年 2回定期的

に会合し，意見の交換を行なっている．

2. 昭和 38年度の研究の現状

研究の形態と特色

基礎研究，実用化研究，総合研究と各個研究について

大学の研究が，研究室を単位とする各個研究の方法で学問の基礎研究を行なうことぱ，

長い歴史に見られるとおりである．戦後は，科学の進歩に伴い一つの問題をいくつかの研

究室が共同して総合研究的に行なうことが多くなったことも周知のとおりである．このよ

うな研究傾向に対し一研究所に各専門分野があって総合研究の態勢をとりうることが容易

である機関は少ない． この点本所には特色があって，たとえば徴分解析機の試作研究：こ，

応用数学と機械工学とが協同し，試験溶鉱炉の効用増加に，高周波加熟やアイソトープ技

術を投入したり，テレメータ用大パラボラ・アンテナの製作に，電子工学と構造力学が専

門を分担したり，レーザの研究に電気と光学との両面から開発を進めたり，ロケット製作

に高張力鋼の研究から始まり，棉造力学と推薬エンジンおよび空気力学の諸分野が合佐し

て作り上げるまで，問題に対して縦貫的にあるいは多而的に研究が行なわれてきているの

である．総合研究態勢の実施には，単1こいろいろな専門分野があるというだけで（まなく，

所内に常務委員会や各種運営委員会があって，これらを結びつける槻構が備わっているこ

とによって，より特色的となる．

実用化研究は，初代所長が特に強調され，本所の設立趣意書にも記されている研究所の

使命の一つで，大学の研究が工業技術として役立つために極めて重要なものの一つであ

る．基礎研究と工業生産との間を満たすものが戦前の多くの大学研究では欠けていたの

で，本所では，これを中間試験研究あるいは中間試作研究という名のもとに設立以来実抱

している． この研究の選定は，所内の委員会で毎年這定し，経常的研究費とは別：こ特別研

究費を支出している．それらの中には， 2年あるいぱ 3年以上継続実施して完成する研究
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もある．

近年は特別研究として，上記の中間的研究以外の研究で，基礎研究が相当進み，その

完成が近く期待される段階にあるものを，同様に毎年送定し，特別の研究費をつぎこんで

達成さ亡ることも行なっている．

また，各研究課題の設定は研究成果進展の背骨をなすものであるから，各研究者は設初

にも述べたように，それぞれ，その着想と開発に努力を傾けて広汎多種な研究をなしつつ

あり，その期待は大きい．

なお，昭和 39年4月 1日から，京京大学に共同利用研究所としての宇宙航空研究所が

設匠されることになるので，この研究所の使命のうち，宇宙科学と宇宙工学とは，本所の

SE研究班，またはロケット観測協議会として実行してきた研究業務を数年計画で移行さ

吐，統合をはかろうとするものであるから，逐次本所の横椙• 毀員などの一部にも変更炉

生じることになる．

A. 中間試験研究• 特別研究

1. 土ダムの地震時挙動の観測ならびに研究

ー Studieson Dynamic Behaviors of an Earthdam during Earthquake一
敦技岡本舜三・教授久侃反三郎・詣師伯野元彦

所外 1名

土ダムが地震時に如何に摂曇りするかを知るため，実在ダムに地虚計をすえ，観測を行な

っている，また土ダムの構成材料の砂に閲して，その動荷重を受けた時の特性について室

内実験を行なっている．

2. 高速材料試験および加工の研究

-Study on the High Speed Test and Working of Materials— 
助教授山田靡昭•助手諭竹千三郎

高速度• 高エネルギの全ガス圧式試験機の試作と，高速度のもとにおける材料の力学的

特性，箇撃強さ，塑性波伝ぼ， 摩擦の速度依存性などに関する実験を目的とした研究で

ある．中間試険として，容鯰 4500kg-m, 最高速度 40m/sのIT型高速試験搬本体を完成

し，性能試除の結果，この種の試験械の設計と閲発に役立つ資料を得た．予伽的な実験と

して，衝撃引張試検およびせん断試験を行ない，今後の試験に備えた．

3. 油圧バルプの研究

ー A Study of Oil-Hydraulic Valves— 
教授石原智男・教授亘理 厚・教授大島康次郎

泊圧回路1こぱその制御あるいは保設のため各祖の油庄バJレプが使用されており，これら

バルプ｛こ芯因する摂動，騒音が大きな問題となっている．これに解決をあたえるために

は，まず油圧バJレプの動特性を解明する必要がある． この目的：こ対して，各種バルプの過
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渡性能試験装置を完成させ，まずボペット・バルプの詳細な性能試験をおこない，振動，

縣音の主因の調査をおこなった．さらに理論的ならびに実験的裏付けのもとに，これら捩

動，駁音の対策を研究中である．

4. 高信頼度固体スイッチング素子に関する研究

-Study on Reliable Solid-State Switching Elements— 
助教授山口楠雄

生産工程などにおけるオートメーションの進歩とともに各1璽制御搬路の模箆の高化が嬰

求されてきており，これを満足するためデイジタル装置を取入れる必要性が増大しつつあ

る． しかし，従来のトランジスタ・スイッチング素子は高温度に弱いものが多く， リレー

回路は速度不足と接点の接触不良の問題がある． これらの問題を解決する索子としてシリ

コン・トランジスタ，ダイオードによる NOR回路を主体としたエレメントの研究を行な

い，高温高湿の環炭下における試験を行ない，苛酷な環燈に耐えるスイッチング素子の開

発を行なっている．

5. エサキ接合の FieldIonization 

-Field Ionization in Esaki Junctionー

請師後川昭雄

超小形電子回路用としても有望なホット・エレクトロン・トランジスタの設計理論開発

の一環として，エサキ接合の内部横椅の解明は大きな寇味がある．さきに接合容旦のバイ

アス特性を詳細に測定し，逆方向バイアス時の異状特性を見出したが， Field Ionization 

の立嬬から理論式を展開してこれを説明し，数値計邸をも経てエサキ接合の電位，電界，

空間電荷分布等内部檄構を明らかにした．さらに検討を進め阿膜トランジスタの伝噂搬穏

解明の方へも発展させる．

6. 脂肪酸より高級アルコールの合成

ー Synthesisof Higher Alcohols— 
教授浅原照三・研究貝山田富司・研究嘱託高木行雄

脂肪酸を原料とする高級ア）レコー）レの合成法として，過酸 (Peracid)を中間過程とする製

法を研究した．すなわち 50-60%退酸化水索を用いて胆肪酸を過酸とし，ベンゼン溶剤中

で，加圧下加熱分解することにより高収率で高級ア）レコー）レの合成に成功した．この際にお

ける反応機構をガスクロマトグラフ，ポーラログラフなどの方法を用いて詳細に検討した．

また合成装置材料の耐食性，反応収率におよぼす影管などについても研究に進めている．

7. 建築部品の軽量不燃化に関する研究

—Studies on the Making Parts of Building Light and Non-Combustible— 
教授星野昌一

建築の高府化に伴って軽饂で耐火性のよい材料・エ法の確立が要請されているので，ス

テンレス，ア）レミ，ホーロー鉄板，恙色鉄板，石綿鉄板などを外装とし．吹付石綿，岩綿
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板，石こう耐火板，珪カル耐火桓，気泡コンクリート，軽旦コンクリートなどを衷打材と

するカーテンウォーJレ，間仕切壁などを設計，試作し，その強度，耐火性能，断熱性，遮

音性，経済性などを比較研究し，また床の軽只化をはかるためデッキプレート，打込みコ

ンクリート床，中空補強コンクリート中空床，気泡コンクリート床などについて，その耐

火性を試験している．

8. 標準貫入試験の合理的な利用法に関する研究

-Studies on Estimation Methods of Nャalueby Standard 

Penetration Testingー

助教授三木五三郎

地盤土の原位置における強さを知る目的で行なう椋準貫入試験結果の判定法について韮

礎的な研究を実施するため，直径 1m, 高さ 2mのモールド内に 5kg/cm2までの上歳荷

重を加えうる原地醤状態百現装置を試作使用した．

組綴：

B. 総合研究

1. 宇宙工学の研究 (SE研究班）（継続）

ー Studiesof the Space Engineeringー

飛しょう体系列主任

空力系教授玉木章夫・椙造系助教授森大吉郎

材料系教授安藤良夫・推進系助教授秋葉銀二郎

テ レ メ系教授野村民也・レーダ系 教 授 斎 藤 成 文

光学系 I 教授丸安條和•光学系JI 助教授植村恒義

制御系教授沢井善三郎・ロクーン系教授平尼 収

刊測系教授高木 昇・システム・オペ系教授糸川英夫

宇宙物理観測系列主任

気温・風系研究員竹屋芳夫（大阪市大敦技）

電離陪系研究員青野雄一郎（電波研次長）

大気光系研究貝古畑正秋（京京天文台敦技）

太陽分光系 研究員 斎蔚 国治（京京天文台助敦授）

地磁気系研究員加藤愛雄（京北大学教授）

気圧系助教授富永五郎（生研）

宇宙線系 研究員 宮崎友喜雄（理化学研究所主任研究貝）

宇宙這波系研究員 前田 憲一（京都大学教技）

他に，ロケット観測協議会 (ROKK), 観測計画委貝会 (KKK) が本所に付置されてい

る．

， 



昭和 38年度は， 37年度tこひきつづき K-SL型， I←9M型および L-2型におる観測

と飛しょう実験， M-出エンジンの地上テスト，小型機による各種飛しょう基礎テストお

よび鹿児島宇宙空間観測所 (KSC) の建設工事等が行なわれた．

1. 観測および飛しょう実験

K-9M型2号機： 38. 5. 20に鹿児島で発射され，高度 341km に達し，加速度，温

度，ひずみなど機体特性の測定，地磁気によるロケットの姿勢の測定，宇宙雑音電波およ

び電波伝播の観測が行なわれた．

L-2型 1号様： 38. 8. 24に発射され，プースタ (L-735) は正常に燃燐したが，メイ

ン (K-420) に点火が行なわれなかったため予定高度に到達したかった．

L-2型2号機： 38. 12. 11に発射され，高度 410kmに達した．放射線，地磁気，電

離翌，雑音電波および電波伝描等の観測器は正常に作励したが，メインロケットの開頭後

一部に異常が認められた．

K-8L型 2号機： 38. 12. 12夕刻発射され，高度 103kmに達した． ナトリウム蒸気

による風の測定を巨的とするものであったが，ナトリウム発光雲が銅測されなかった．

このほか小型ロケット S0-150型2号機 (38. 5. 21)により発射安全装置の試験， RT-

110型 1号機 (38.8. 19)により 2台のレーダ装置の迎けい動作の試験が行なわれ，そ

れぞれ目的を達した．

昭和 38年 3月から 4月にかけて， K-8L型 3号横，および小型ロケット RT-150型2

号猿および PT-135型 1号楓の飛しょう実験が行なわれた．

2. エンジン地上試験

1. K-420改良型エンジン： 38. 8. 9能代実験場で試験され，燃焼は正常で推力，内

圧，ひずみ，温度等総計約 20点の測定が完全に行なわれた．

2. L-735改良型エンジン： 38. 10. 28に試験され，燃焼は正常で，総計約 50点の

測定が完全に行なわれた．

3. M-1400型怜エンジン： 39. 3. 5に試験され燃焼は正常で総計約 70点の測定が

完全に行なわれた．

3. 東京大学鹿児島宇宙空間観測所 (KSC)

KSCの建設工事は，昭和 38年度が第 3年度に当たる（研究施設の項 74ページ参照）．

SEの実験場は以上のほか，能代実験場・秋田実験場および千葉観測ロケット実験場に

より形成されており，特に能代実験場は，仮設テストスタンドにより昭和 37年度から使

用開始された．以上の 3実験場についても同様，本誌「研究施設」の項 74ページに概況

を記した．

SE班には， 28の特別な任務をもった研究委員会が次のようにあって，大学側と製造

会社（則とがこれに参加している. AC (Akita Construction), BA (Balloon), BL (Bio-

logy), CM (Command), CN (Control), C W  (Continuous Wave), EP (Electrical 

Propulsion), GA (Geomagnetic Aspectmeter), GL (Glassfiber Reinforced Plastics), 

IS (Instrumentation), IX (Inexpensive Rocket), KC (Kagoshima Construction), KE 
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(Kagoshima Equipment), LA (Large Antenna), LD (Large Diameter Rocket), LL 

(Large Launcher), LS (Lambda Spherical Rocket), NC (Nozzle Coating), OT (Optical 

Tracking), PA (Parametric Amplifier), RE (Recovery), SA (Satellite), SO (Safety 

Operation), SP (Spin), TC (Trajectory Computer), TV (Television Camera), T'iV 

(Temperature & Wind), UH (Ultra High Tension). 

2. ロクーンに関する研究（継続）

ー Researchon Rockoonー

SE研究班・教授平尾 収・ 助手 岡 本 智

本所が SR研究班の一部門としてロクーン班を設けて研究の中心となったのが昭和 33

年の秋であるが，それ以来昭和 34年から 35年にかけて生研内，埼玉県の本庄市，茨域

県の館野高屈気象台および青森県の六カ所村の尼駿悔岸において合計 8回の総合的な実験

を実施した結果，約 40kgの重鼠のシグマ 4型ロケットを吊るして安全に放球し得るよう

になった．また地上からの焦線による指令によってロケットの発射方向を定めることも可

能となったため， ロケットの落下予想水域も非常に小さく邸定できるようになり，上胃大

気の風向，風速分布による制約が少なくなった. 36年 6月には約 6kg

したシグマ 4型ロクーンロケットで 105kmまでの高度の大気の慨測を実施することがで

b->-
"',~ ・

現在は高性箆大型気球の製作および新しい放球方法の開発にf:½]す

に重点を置き研究を進めている．

3. 放射性同位元素の工業への応用（継続）

-Application of Radioisotopes to Industry— 
名誉教授谷 安正・敦技加慕正夫

” 星合正治・ II 匹高周平

教 授松永正久・ " 森肪義徳

II 古回不,_ 昇・ ” 幅田羨民

II 菊池真一・ II 永井芳男

" 浅原照三・ I/ 一色貞文

II 松下幸燐・ " 雀部高党

’’ 安逹芳夫・ ’’ 山 辺 武 郎

助教校富永五郎・助教授後哀信行

‘’ 河添邦太朗・ II 河村達壁

助 手佐蔚乙丸・研究貝小 林 昌 誤

” 竹内 菰

本年度行なった研究は次の通りである．

1. 海底漂砂追跡に関する実験（継続）（加蔚• 佐藤）

2. 多チャンネル型波高分f屑器に閃する研究（継続）（森脇• 河村）
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3. トリチウムの工業的応用に関する研究（加藤）

4. 小型溶鉱炉への RIの応用（継続）（雀部・加緊）

5. 高分子化合物への RI の応用（継続）（永井• 浅原・後知

6. 水中放射能の直接検出法に関する研究（加藤• 佐顎）

7. 復合物質層によるガンマ線の散乱の挙動に関する研究（毬暁）（加籐）

8. 鉄鉱石の還元反応機構の研究（加蓉• 松下・雀部）

9. イオン交換操作研究への RI の応用（河添• 竹内）

10. RI利用による金属表而処理の研究（浅原・河添）

11. 水中における T 線散乱に関する研究（加藤• 佐諜）

訟放射化トレーサ法ないし，放射化分析法による金属の腐食の研究（加藤・小林）

13. 活性炭吸着法による放射性廃棄物の処理（河添• 竹内）

14. 移動層における固体拉子のフローパタン測定（河添• 竹内）

15. イオン交換膜透過機構の研究（山辺）

16. 感光性樹脂の a,f3線感度の測定（菊池）

17. 環式系物質の放射線効果（永井・後藤）

4. 工作機械主軸の光学的回転精度測定法の研究

-Study on Measuring Method of the Accuracy 

of Rotation of Machine Tool Spindles— 
研究代表者教授竹中規雄・所外 3名

工作機械の主軸，砥石軸などの高速転軸の回転中の軸心の摂れ回り，軸の傾斜などを測

定するための光学的測定装置を研究し目的とする性能のものを設計試作した．さらに，そ

の性能を比較検討するために，電気式回転緒度測定器を製作した．引続き両者の性能比較

を行なう予定である．

5. エクスパンダ加工法の研究（継続）

ー Studieson Tube Expanding Process— 
主任教授鈴木 弘・教授大井光四郎

助教授山田嘉昭・研究員広瀬洋太郎・所外 18名

資材を阪に固定し，かつ気密を保たせるための最適エクスパンダ加工条件を明らかにし

ようとするものであって，エクスパンダ加工に彩評する諸要素（形状・寸法・物性）を広

範囲に変化して実験的研究を行なうとともに，弾塑性問題としての解析的研究を行ない，

ェクスパンダ加工の機構を研究し，さらに作業規準の確立も併せて目的としている．

目的の第一段階を完了して，目下成果の公表のため報告蓄福集の段階に入っている．

6. トルクコンバータ式伸線機の実用化研究（継続）

-Studies on Wire Drawing Machine driven by Hydraulic Torque Converter— 
主任教授鈴木 弘・助教授石原智男・所外 11名

逆張カストレートライン型連続伸線楓の駆動に，交流モータと卜 Jレクコンバータを組み
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合わ迂て使用して，従来の直流モータ駆勁の方式に比べて 'fまるかに価額の安い（半額程

度）高級伸線搬を実現し，さらに本搬を活用して線材の品質向上を計ろうとするものであ

る．

すでに太腺用および中線用計百余台を完成して生産搬として実用中であるが，焼鈍間の

加工度の増大，線の概械的性質の均一性の向上等が明らかに確証され，海外へも輸出され

る段階に達した．

今後はさらに紐線様にこの方式を忠入して，在来の仲栂歳では得られなかった高品質の

線の製造の実現を目標として実用化研究を進める．

7. 大型機械構造物の耐震に関する研究（継続）

-Asseismic Studies of a Big Size Machine Structure and a Pipe Workー

教授亘理 厚・助教授柴田 碧・ 助教授佐藤寿芳

搬桟および茫管類を含む構造物の耐震設計のために，基準地震力の決定，前記物体の捩

動特性の解析，実験を併用した設計法の確立などを目椋とした研究である．在来の設計法

とは異なり，できる限り動的な観点から行なわんとする点に研究の力点がある．

8. 超高圧大電力系統の回路現象に関する基礎的研究

-Research on Circuit Phenomena of the Large Electric Power System of 

the Extra-High-Voltage一

研究代表者教授藤高周平・助教授河村達雄・所外 10名

電力需要の急激な増加に伴って近い将来わが国で 400kV級またはそれ以上の超高圧送

電を実施し，その安定な運用が要望されている． この目的のためにはまずこれらの回路現

象を適確に把握することが・IJf要である．本研究はこの目的に沿うために発足したもので，

系統における理論的考察，発電機の安定度，雷およびサージ，遮断現象とこれに付随する

事故などの各方面の基礎研究を総合的に検討するもので，数回の研究会を開佃して活発な

討論を行なっている． （文部省科学研究費総合研究）

9. 高性能無線テレメータ技術の開発に関する研究

ー Studieson the High Quality Radio Telemetry for Space Researchー

主任教授高木 昇・ 教授 斎慕 成文・敦授野村民也

助教授富永五郎・助教授安田靖彦・所外 17名

宇宙観測の内容が高度化するにつれて，無線テレメータの技術はますます重要なものに

なりつつある．本研究ぱ宇宙空間物理学の関係者と協同で，高度の内容をもった観測の実

施に寄与することを目的としたものである．宇宙物理学の各分野の将来の親測の内容とそ

れに必要な技術的問題を検討するとともに，宇宙線漑測用のバJレス波高分析路，観測用テ

レビジョン装置，符号変調テレメータ装置の開発を進めつつある． （文部省総合研究費）

10. 精製糖工場における計測制御に関する研究

-Researches on Instrumentation and Control of Sugar Factory— 
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教投沢井善三郎・助教授森 政弘

助教授山口楠雄・ 助手梅谷陽二

籾製糖工場の操業自動化を目的として，各種プロセスの作業分析，プロセス特性の顎査

ならびに計測装置，制制御装置の開発研究を行なっている．

11. 非 銀 塩 写 真 材 料 の 研究

-Study on Photographic Materials of Non-Silver Halides— 
主任教技菊池真一・教授藤高周平

II 久保田広・ II 丸安隆和

野崎 弘・助教授梢村恒義

助敦授森 政弘

電子写真・応光性樹脂など非銀塩写真材料の感度表示方法および慇度培加の研究を行な

うもので， この研究に対し，東洋レーヨン KK科学研究助成金が交付された．

12. 高炉装入コークスの粉炭による置換えに関する研究

-Studies 01;-Partial Replacement of Coke by 

Powder Coal Injected into the Hearth— 
教授江上一郎・教投沢井善三郎・教授一色貞文

” 雀部高雄・ II (工学部）研究担当吾妻 潔

，/ (工 学 部 ） 研 究 担 当 椙 山 正 孝 ・教授加慕正夫

教授松下幸燐• 助敦投餡 充

1 t試験沼鉱炉の羽 Dから抑発分 40%の匠青炭および焦煙炭（いずれもー50mesh) 

を吹きこみ，両者のコークス置採率の比紋，前者の置換限度の詞査ならびにこれと置油と

の経済性の比較を行なった． この結果焦煙炭（ま燃屁性が悪いため置挨能力が小さいこと，

痙青炭ぱ置換率約 1.2 (熱補位を行なった場合）で，少なくとも装入コークスの約 35%

まで吹きこみうることを確かめた．

13. 環式化合物の放射線効果（継続）

ー Studieson Radiation Chemistry of Organic Cyclic Compounds— 
教授永井芳男・助教授後蔚信行

環式化合物に Co60 1万キューリー線源で 10行adを照射すると新化合物が得られ，そ

の物性は価値高き性能を示す． この研究は本学理学部の藤原鎮男教授，本学工学部の雨宮

綾夫教授との協同研究であり，それぞれ，合成，物理化学的構造決定，物性探究の百で寄

与する真の総合研究である．従来までの研究成果は注目すべきもので，放射羨化学界に苛

生而を拓く事象をとらえている．

14. 染料の分散度と染色効果に関する基礎ならびに応用研究

-Relation between the Dispersibility of Dyestuff and its Dyeing Property-

主 任 教 授 浅 原 照 三 ・ 所 外 17名
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各種合成繊維の染色に用いられる分散染料の分散状態，あるいは分散度（ま染色物の染色

効果を左右する重要な要因となる．分散浴における染料の分散度，分散状態を光散乱法，

電子スペクト）レ，電気泳動法などによる測定値を手がかりとして研究し，あわせて染料分

散剤の化学椙造と分散能，あるいは染料分子との相互作用を研究した．また染料の分散度

と染色性との関係およびセロファン染色物，ポリエステル系繊維染色物，ポリオレフィン

染色物などにおける染着状態を研究した． （文部省科学研究費総合研究）

15. イオン交換膜の透過性に関する研究（継続）

ー Studyon Permeability of Ion-Exchange Membranes— 
教授山辺武郎・ 助手妹尾 学・所外 2名

昨年度に引き続きイオン交換膜の透過性に対する研究組織をつくり，有槻物溶液の脱

坦，誤度分極現象，金属イオン，錯イオンの透過性を中心として系統的な研究を行なっ

た．主要な成果は次のようである．非解離性および弱解離性有機物溶液の脱塩の最適条件

を見出したこと，濃度分極現象の解析法を確立したこと，鉄，銅などのクエン酸，酒石

酸， EDTA錯塩の透過性に対する実験データを集積したこと，そしてクロム酸のような

粕合イオンの透過挙動を明らかにしたことなどである． （科学試験研究費）

16. 工場生産による建築構成材に関する研究

（特に構成材組立接合部の諸特性について）

-Study on Joints of Building Components for Prefabrication. — 

代表 者教 授勝田高司・教授星野昌ー・助教授池辺 陽

助教授石井聖光・助教授田中 尚 ・ 教 授 加 藤 正 夫

所外 2名

建築生産の工業化に関して，構成材の組立接合の問題は生産技術および性能の立場から

主要な位置をしめる．本研究は構成材接合部の形，材料，機能，サイズなどを各方面の試

験研究を基礎として検討し，標準的な組立接合の方法を確立しようとするものである．

（科学研究綜合研究費）

17. 送風時におけるダクト系統の騒音特性に関する研究

-Research on Air-Flow Noise of Ventilation Duct System— 
教授 勝田高司・助教授石井聖光・研究員後藤 滋

本所の音密実験施設により，建築，船舶などに用いられる各種のダクト系について，送

風時にダクタ内で発生する騒音の発生原因とその防止対策の研究を行なっている．すなわ

ちダクトの形状，風速，それにともなってダクト内で発生する渦，ダクト壁の摂動および

吹出口の形状などと蒻音との関係について検討をしている．
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18. 壁式鉄筋コンクリート構造に関する研究

-The Studies on Reinforced Concrete vVall Constructionー

教授坪井善勝・助教授田中 尚・研究員田治見宏

研究瞑託矢代秀雄・研究嘱託末永保美

特別研究員川股重也•他所外 2 名

住宅公団その他の公営住宅として多数実施されている壁式鉄筋コンクリート構造ぱ，現

在 4階建以下におさえられており，コスト低減の面から高層化の要求が強い． この研究で

は，高層化に伴なう建築構造上の問題を，あらゆる角度より検討し，実施の裏付けを得よ

うとするもので，現在次の各項目について研究を行ないつつある．

1)捩動理論による設計震度の検討

2)弾性応力の解折（壁式ラーメンの応力解析）

3)弾性応力の測定（アクリライト模型および光弾性実験）

4)組合わせ応力による耐力壁単体実験（耐力，剛性の検討）

5)開口および接合部の実験（開口の補強法およびスラプ，壁接合部配筋法の検討）

6)大型構面実験（鉄筋コンクリート具体模型による耐力，剛性の総合的検討）

C. 各個研究

第 1 部

1・1 Polarized (d-p)反応の研究

-Studies on Polarized (d-p) Reactionー

助手佐藤正千代

フランス・サックレー原子力研究所のサイクロトロングループと共同で， polarized(d-p) 

反応の理論的研究を行なっている．特に polarizationと核子のスビン一軌道相互作用の関

連に重点を置いている．

1・2 情報理論光の光学への応用（継続）

—Application of the Information Theory to Optics— 
教授久保田広•助教授小瀬輝次・助手朝倉利光

助手高島松雄•技官鈴木恒子

光学系の結像理論に通信理論を導入すると，光学系は空間周波数の伝送系と考えること

ができる．この新しい観点に立ってレンズの性能の総合的な研究を行なっている．

(i) レスポンス函数にもとづく新しいレンズ設計法の研究 (NewMethod of Lens 

Design by means of Optical Transfer Function) 

従来レンズ性能は解像力で評価されていたが，空間周波数特性（これをレスポンス函数
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という）で評価するのがもっとも適切であることがわかった．この荷しい評価送に立団し

電子計冥授を用いたレンズの設計法の研究を行なっている．

(ii) レスポンス因数計冥法の研究 (Studyon the Calculation cf Optical Transfer 

Function) 

レスポンス西数は開口上の pupil因数のコンボリューションにより決定きれるこの

pupil因数自体がレンズ系のデザインデータの面数である．詞々のデザインデークを入れ

てレスポンス雨数の屏肝的および数筐的計邸法の研究を行っている．

(iii) レスポンス因数測定法の研究 (Studyon the Measurement of Optical Transfer 

Function) 

実際に製作されたレンズのレスポンス因数を実淵lするための濶定泣の国究，測定苔かの試

作研究を行なっている．

1・3 光学系の回折像の研究

ー Studyon the Diffraction Image of Optical System一
教授久保田広・助手朝倉利光・技官鈴木恒子

(i) 光学系の開口が不均ーな位相，要福分布をもつ場合の回折像を祖鐵的：こ研究して

いる．今まで， I.Wiener Apodization問題 TI. 捩幅フィルター， JI[. A podizationの

Marechal収差許容旦への影菩， rv. 不均ーな捩幅分布と球而収差をもつ開口による焦点

近傍の三次元的回折像強度分布などが研究された．以上はインコヒーレント光学系による

開口での振幅分布のみを考えたが，現在は部分的コヒーレントな光源による回折像や不均

ーな位相分布による回折像の研究などが行なわれている．またこれらを opticaldiffracto-

meterによる実験からの研究を進めている．

(ii) 通常の光学系の点光源の像は円形の開口による回折のため， 点とならず Airy

discといわれる拡がった管Hこなる．偏光顕徴鐙はこれとは別の回折像を示すことがわかり，

その異常回折像について研究されてきた．今回はその光源として，正方形，円形，三角形

などの有限なコヒーレントおよびインコヒーレント光源による直交侶交子をもつ偏光翌屯放

鏡での異常回折像を理論と実験から研究している．実験では，光源としてJレビーレーザー

を用いる．次に上の中間である部分的コヒーレント光源の同折像についても考察中である．

1・4 光メーザの研究

ー Studieson Optical Maser― 
教授久保田広・助敦授小瀬 詞 次 ・ 助 手 詞 合 利 光

光メーザの実現により，鋭い単色性したがって著しい可干渉性をもち，かつ高い鍔度を

もつ光が得られるようになった．光メーザを光学的祝点から総合的研究を百なっている．

1. Jレビーレーザの品質と発光状慇

2, ガラスレーザの開発とその性質

3. コヒーレンス理鯰と定只的測定法
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4. 有限なコヒーレント光源による回折像とコヒーレント光1こよる像形成論

5. 種々の光学系の光源としての利用

6. コヒーレント光のための光学系の研究

7. ガスレーザの性質

1・5 システム・エンジニアリング

ー SystemEngineeringー

教授糸川英夫・技官広沢呻夫• 技官林 紀幸

技官桜井洋子・大学院学生長友信人• 松尾 弘 毅

1. 宇宙工学が広汎な工学分野にわたるのみならず工学以外の物理学，生物学，経済学テ

国際法にまで関与する新しい工学であるため，宇宙工学の各分野間を結ぶ特殊な工学とし

てシステムエンジニアリングが生れた． このシステムエンジニアリングは宇宙工学から生

れたがその応用は，経営工学 (IndustrialEngineering), 事務管理 (BusinessEngineering) 

ゃ ORとも密接な関係をもち，新しい工学分野として今後発展を予想されている．

2. システムエンジニアリングの具体例として， 日本における大型固体燃料ロケット計

画のシステムとしての研究が行なわれ， この産物として径 1.4mの Muプースタの計画

と， このプースタを使用するいくつかの宇宙計画が研究されている．

3. システムエンジニアリングの他の応用として，宇宙工学の研究開発に伴う事務的業

務の技術的処理の研究が行なわれ，データセンタ，データ処理の新方法が開発されつつあ

る．

4. システムエンジニアリングの他の応用は宇宙計画の 5年， 10年， 20年スケールで

の長期予想の研究であって，この一つの例として電気推進エンジンの研究が行なわれてい

る．

1・13 ロケットエンジン工学

-Researches on Rocket Motor一

助教授秋葉銃二郎・技官坂井 広•技官北坂秋秀

大 学院学生長友信人・松尾弘毅

1. 高空点火に関する研究只HighAltitude Ignition) 

真空テストスタンドの試作および固体推薬の表面伝火におよぼす諸影告についての実験

を行なった．

2. 高空用ノズルに関する研究 (HighAltitude Nozzle) 

錐形ノズルの効率を二次元流として理論的に求めまた実験を行ない設計上の資料を得た．

3. 制御用ロケットの研究 (ControlRocket) 

姿勢制御用の過酸化水素ロケットを試作し，触媒，燃焼安定などに関する研究を行なった．
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4. 大型固体ロケットの性能計冥法の研究 (PerformanceComputation of Large Rocket 

Motor) 

電子計算授により任意中子形状をもつ固体ロケットの内圧，推力を餃食燃焼を考慮して

計算する方法を確立した．

5. ノズJレ耐熱材料に関する研究 (NozzleHeat-Resisting Material) 

いわゆるアプレーション材料およびグラファイトの近択，改良を小型団体ロケットおよ

び液体ロケットを用いて行なった．

6. 球型ロケット (SphericalRocket) 

300¢ 球型ロケットの試作を行なった．

7. 非化学系ロケット (Non-ChemicalRocket) 

マイクロ波とプラズマの相互干渉の理論的実験的研究および電子にi磨形イオンロケット

の試作を行なった．

1・7 超音波音場に関する研究（継続）

-Study on Ultrasonic Fields— 
助教授烏飼安生

前年度に引き続き，円形ピストン音源，集束音源による音場に関する理論的研究を行な

い，特に本年度に Schochの積分について梢度のよい数値計冥を行なって， Lommelの近

似式の限界を求め，さらに租々の場合の音場分布を作成した．

1・8 超音波の平面板における透過の計卵

-Calculations on Transmission of Ultrasonic Waves through a Plane Plate— 
助 教 授 烏 飼 安 生

種々の材料，種々の厚さの平面阪における超音波の透過率について数値叶邸を行ない，

詳しい図表を作成し，また理論解析との比較を行なった．

1• 9 強力超音波の工業的応用に関する研究（継続）

ー Studieson the Industrial Applications of Intense Ultrasonic Waves— 
助教授烏飼安生・助手藤森聰雄・ほか 2名

前年度に引き続き，強力超音波の工業的応用に関する研究として，溶接棒フラック押出

時における超音波の効果に関する研究，金属凝固時における超音波捩動の効果に関する研

究などを行なった．

1・10 超音波によるレーザ発振の制御に関する研究

ー Studyon the Control of Laser Oscillations by the Action of Ultrasonic Waves— 
助教授烏飼安生・ほか 1名

超音波の光学的屈折作用を利用して，｝レビーレーザの発振を制御する方法について実験
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的品囮研究を行なった． （科学研究費〉

1・11 衝撃旦洞による超音速ならびに極超音速の流れの実験

ー Shock-TunnelExperiments on Super-and Hyper-Sonic Flows— 
教授玉木章夫・助手三石 智・助手永井達成

術撃虞i詞内に趙音遮ならびに栴趙音速の気流を作り，この中に諸喧の物体をおいて，そ

のまわりの流れの埒の密度および圧力分布の測定，物体にはたらく空気力の測定，咬界隠

の測定などを行なっている，

1・12 観測ロケットの空気力学的特性の研究

—Investigation of the Aerodynamic Characteristics of the Sounding Rocket— 
教授玉木章夫・助手三石 智

ロケットの空気力学的特性の理論計鍔および風洞による測定を行なっている．

1・13 希薄気体の力学（継続）

-Rarefied Gas Dynamics— 

教授 玉 木 章 夫 ・ 助 手 三 石 智・助手永井達成

超高隠飛行に対応する希箇空気の流れの性質を低密度超音速凰洞によって研究している．

（一部科学研究費）

1・14 金属の高温酸化の高温X線回折法による研究

ー Studieson the Oxidation of Metals by X-ray Diffraction Method at High 

Temperatures— 
教授一色貞文・助手本間槙—

i乾化物結晶の格予歪を高温 X線回折法で測定した結果，酸化鍔多十状晶の Squeeze型生

長が忍こらないことが判明した． またジルコニウム欧化層の中の擬安定酸化物，正方また

は立方晶 Zr02, の存在と応力挙勁について研究し，単斜晶 Zr02への変態に伴う酸化層

内応力とブレイクアウエイ発生が，一義的に結びつかない複雑な現象であることを確認で

きた．この問題は呪在継続して，ガス吸収，徴塁添加元素の影霧とともに研究している．

なお武作した院化反応測定装置による高温酸化冒内の格子欠陪汽度測定も合わせて進めて

し、る．

1・15 X 関する研究

-Studies on the Xす ayRadiographs— 
教授 一色貞文・ほか 3名

前年度に引き続き披写体散乱線の彩喜を検討し，適正露出線図の作成と，散乱X線の多

い場合の欠陥検出感度を求める目的で軟銅階段くさびを設計試作した．また被写体中の白

色X線の多璽散乱分布の披写体構造による変化を測定し，その近似的数式表示を試みてい

る．
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また経合金鋳物やステンレス銅の溶接部：こ現われる異常像の成因について，結晶位によ

る回折効果，偏析，粒度，応力などの影害を研究している．

1・16 非定常流法による油分子の吸着時間の測定

ー Studieson the Adsorption Time of the Oil Molecules by the Non-Stationary 

Flow Method— 
助教授富永五郎・助手辻 泰

油を用いたポンプを使う超高真系では，系内における油分子の摂舞をしらべることがき

わめて大切である．このような知殿をもとにすれば，使用している泊の飽和蒸気圧以下の

真空空間を液体窒素などのコールドトラップなしにつくることも可能となる． しかしこの

ような泊の挙動を決定する因子である． これら分子の固体表面での物理吸恙の吸着時間に

ついては，従来何らの測定も行なわれていない．われわれはガラス管内での油蒸気の非定

常流のおくれ時間の測定より吸着時間および吸着状態の測定を行なっている．それによる

と，完全に清浄なガラス表面への油分子の吸着はきわめて大きなエネルギで行なわれ，吸

着分子の自由度は相当に制限をうけているなどであり，各種の油類の離脱の活性化エネル’

ギなどの正確な測定も同時に行なわれている．

1・17 分子線法による油分子の吸着の研究

ー Studieson the Adsorption of Oil Molecules by the Molecular Beam Method— 
助 教授 富永五郎・助手辻： 泰

超高真空装置の排気にさいしては，器聖に残っているわずかな有搬物の排気効率が到達

真空度や排気時間を決定する重要な因子である．その対策は器壁の加熱脱ガスであるが，

必要にして十分な加熱条件をきめるに有用な資料はない．この研究は油の分子線を利用し

て固体表面における油分子の吸着状態をしらべ，真空技術に関する基礎資料をうると同時

に，より箇単な分子と固体との組み合せによる吸着現象の研究開発を目的としている．

1・18 金属製超高真空装置に関する研究

ー Studieson the All Metal Ultrahigh Vacuum Apparatus— 
助敦授富永 五 郎 ・ 助 手 鈴 木 買 文

油拡散ポンプを使用した超高真空系でおこる，油の吸滸に関する諸現象の基礎資料を，

別の研究方法によって得ているので，その成果を実際の大型金属製装置に応用し，効果を

しらべるとともに，その真空的諸特性を明らかにし，この種の装匠の設計ならびに運転技術

に関する資料をうることを目的にしている． また残留ガスの分析を真空分析路と thermal

desorptionを併用して調べている．

1・19 高層大気圧および組成の測定法に関する研究

-Measurement of Upper Atmospheric Pressure and its Components— 
助教授富永五郎
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現在本所で開発中の観測用ロケットによって 30km以上 100-200km上空の大気圧お

よびその組成を測定し，主として電離層の観測に寄与することを目的としている．すでに

比較的低空 (30-80km) の範囲の気圧はトランジスタ化した定温度型ビラニ圧力計を開

発し，ロクーンによって高度の測定に使用しうる程度の精度で測定できることをたしかめ

た．大気組成の測定器としては四極電界型質晟フィルタを試作中である．

1・20 構造物の振動に関する研究（継続）

ー Vibrationsof Light Structures— 
助教授森大吉郎

軽構造物の摂動特性について理論と実験の両方面より研究を行なっており，また起摂

器，小型歪計，預動測定装置などの各穂測定器の試作研究を行なっている． また，アナロ

グ計邸機およびデジタル計邸機を用いて，航空役・飛しょう体・塔状構造物などの構造の

摂動と強度の研究を行なっている．

1・21 板材の塑性加工性に関する研究（継続）

-Study on Formability of Sheet Metals— 
助教授山田嘉昭・助手輪竹千三郎

昭和 31年度および昭和 34年度の中間試験研究費によって試作した＂薄板深絞り試験

機”および“高速度型深絞り試験機”を主体として，板材の成形加工性について研究を進

めている．エ具の形状と試験速度，潤滑材の効果などについて，広範囲の実験を実施中で

ある．

1• 22 塑性力学とその応用に関する研究（継続）

ー PlasticityTheory and its Applicationー

助 教 授 山 田 嘉 昭

金属の塑性的な性質を主として力学的な面から観察し，そをの結果を材料試験および塑

性加工の各分野に応用することを目的とした一連の研究である．取り扱っている主な問題

は応力こうばいと破断，塑性異方性，塑性接触論と摩擦などである．

1・23 高速材料試験および加工の研究（継続）

助教授山田嘉昭•助手輪竹千三郎

(A. 中間試験研究•特別研究の項を参照）

1・24 塑性加工における摩擦と潤滑に関する研究

-Friction and Lubrication in Metal Workingー

助教授山田嘉昭•助手輪竹千三郎

塑性加工における摩擦の機構および潤滑剤の効果に関する研究で，二次元の摩擦試験装
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置を用いて，基礎的な実険に着手した段溜である．潤滑剖としてはプラスチックス枝膜お

よびフィルムも試みている．

1・25 耐震工学の研究（継続）

-Earthquake Engineering-

教授岡本舜三

前年度1こ引き続き摂勁工学，特に耐震を目的とする摂励工学を研究している．振動問題

に関しては構造物の震度に関する研究，砂地盤の摂勁時支持力1こ閃する研究を行なってい

る．

1・26 疲れ特性におよぼす腐食とふん囲気の影褥に関する研究（継続）

ー A Study on the Influence of Corrosion and Atmosphere on Fatigue of Metals— 
助教授北川英夫

銅構造物・搬械の疲れ事故がその置かれた環段と重要な閃係を持つことが知られている

ので，この問題を疲れき裂の挙動におよぼすふん囲気の影笞の而から研究している．

昭和 38年度は高周波焼き入れによる腐食疲れ防止効果の研究をした． また機械学会の

分担研究として，全国より集めた多数の腐食疲れ資料を整理して，材質差の影密，速度効

果，寸法効果，切欠き効果などを求めた．

1• 27 疲れき裂に関する研究（継続）

ー Studieson Fatigue Cracks— 
助教授北川英夫

疾れき裂の発生・成長等の挙動を各種の方法によって調べると同時に， これらのき裂の

挙動と材料の力学的諸特性との関係を求めるための研究を行なっている．本年度は疲れき

裂の寸法とき裂材の疲れ限度との関係を求めた．

1・28 ア）レミニウム合金の強度に関する研究（継続）

ー Studieson the Strength of Aluminium Alloys— 
助教授北川英夫

構造用アルミニウム合金材料の強度その他の機械的特性およびその試験法を研究してい

る．昭和 38年度は形材の曲げねじり座屈の実験的研究を行なったほか，溶接学会の依頼

で，軽金属およびその溶接部の疲れ強さの総括整理を行なった．

1・29 疲れ試験方法の研究

ーStudieson the Method of Fatigue Testingー

助教授北川英夫

新しい疲れ試験方法の開発，従来の疲れ試験方法の検討と改良を行なっている．昭和 38
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年度は細い線材専用の小形疲れ試験機を 3種試作した．また材料学会の依頼で，平面曲げ

疲れ試験方法案を作った．これは JISとして公布される（まずである．

1・30 遠心分離様の強度に関する材料力学的研究

-Researches on the Strength of Centrifuges— 

助 教 授 北 川 英 夫

強く腐食を受ける高速の遠心分離機の強度と，かかる楓報用の材料の開発の研究をして

いる．昭和 38年度は有孔板強度，ボールシェルのひずみ，疲れ強さなどの而から研究し

た．

1・31 原子炉圧力容器の強度の研究

-Studies on the Strength of Reactor Pressure Vessels— 
助教授北川英夫

機械学会の分担研究として，原子炉圧力容器の強さを実験的に研究している．昭和 38

年度は 2種の肛角ノズJレ付根の応力分布を調べた．

1・32 鋳鉄の疲れ強さの研究

ー Studieson the Fatigue Strength of Cast Ironー

教授千々岩健児・助教投北川英夫

長年月使用した発電用水車の鋳鉄の疲れ強さを研究した．また，切欠きのある鋳鉄材料

の疲れ強さを研究した．

1・33 抵抗型ひずみ計による衝撃応力の測定法に関する研究

ー A Study on Measurement of Impact Stress by Resistance Type Strain Gauge一

教授大井光四 郎・技官小倉公達

抵抗型ひずみ計は衝撃応力の計測に適していることは広く認められているが，どの程度

まで早い現象にまで追随し得るかは明らかでない．従来欧米では立ち上り時間が 15μs程

度までの結果が得られていた．筆者の方法によってそれを 1.5μs程度まで短縮すること

ができた，

1・34 ノズJレを持つ圧力容器の強さに関する研究

ー A Study on the Strength of Pressure Vessels with Nozzles— 
教授大井光四 郎・技官小倉公達

円筒形のノズルが円筒形の圧力容器に取りつけられているときの応力分布の問題は理論

的には非常に因難な問題である．内圧のみを受ける場合には従来からボイラなどの経験に

より一応の設計砧準ができているが， ノズJレ部に外力が作用する場合に対しては系統的デ

ータはほとんど焦い．このような場合に対し組織的なデータを得る目的で，重筑 ltの銅

製膜型容岱について，各祠の外力および内庄を加えて，応力分布の計測を行ない，応力集
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中の状況などを調べた，

1・37 冒温における金属の璽］的強度特性に閃する

-Research on the Dynamic Properties of Metals at High Temperature一

研究只大和田信・

常氾から的 500℃ まで変化する電気炉の中へ，緑材試険片を固定し，これを高速荷霊

装四（搬沢的）によって引張り，各号合における応力～歪特性を容尺形歪叶とオッシロス

コープなどによって測定する．

荷重迫度は 0-50m/s. 実験実施中． （一部科学研究費ー各侶および総合ーによる）

1・38 地球ロケットの帆道に関する研究

—Research on the Trajectory of Earth Rocket— 
研究貝大和田信

地球ロケットの軌道について，すでにいろいろな計冥を行なってきたが，今回（ま軌道の

修正鼠の計算＿たとえば，ロケットの径路角を測定したところ，予定値とちがっていた

場合に，この誤差を速度の修正で補うとしたら，速度をどう補正すればよいかなど—ーを

高度，径路角，速度，方向角などについて計卵した．

第 2 部

2・1 非線型振動の研究（継続）

-Research on Non-Linear Vibrations— 
教授亘理 厚

檬械摂動系において非線型復原力および非線型減衰力の作用する場合の鯉謡］および実験

的解析を行なっており，主として乾性摩擦の作用する系の摂勤特性，工作機械のびびり扱

勤，回転粕系の自励的ふれ回り迎動などの研究を行なっている．

2・2 吸摂ならびに防振の研究（継続）

ー Researchon Vibration Absorption and Preventionー

教授亘理 厚・助手立石泰三

工場に発生する捩動問題の対策として，吸捩ならび1こ防摂の理諭および実閉委的解析を行

なっている．このため現場における捩動問題の調査診断のほか，対策としての模械の防摂

支持あるいは吸振器，緩衝器などの特性の解析ならびに設計を行なっており，とくに自

動車，水享，工作機械，通信槻器などの振動防止の研究を行なっている．

2• 3 自励車の高速における安定および摂動問題の研究

-Problems of Stability and Vibration of High-Speed Automobiles— 
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教授亘理 J享・助手西山正一

自勁車の高追化にともなって発生する安定性および高次振動の問題の解析を行なってお

り， これに関連して藝音の解折および対策の研究，乗心地向上のため少懸架様構の制御方

法の研究などを行なっている．

2・4 ばねの設計および理論の研究（継続）

-Study on Theory and Design of Springs— 
教投亘理 厚

重ね板ばねやコイルばねの静的特性のほか，板間摩擦，大きな変形，つる巻き角および

有効巻数などの影評を検討し，特にこれらを自動車用サスペンションばねに用いたときの

励的特性を解析して設計資料を求めている． これに関連して自動車の乗心地向上の研究を

行ない，乗心地により影密を与えるばねの設計法ならびに制御槻構の研究を行なっている．

2・5 工作機械の数値制御に関する研究（継続）

-Research of Numerical Control of Machine Tools— 
教授大島康次郎・研究員木村浩哉

ディジタル・アナログ結合方式による工作機自動位置決め用数値制御装置を試作完成

し，その横中ぐり盤への応用を目標として実用化研究を実施している． （受託研究費）

2・6 プロセス計罪機制御に関する研究（継続）

-Research of Process Computer Controlー

教授大島康次郎・研究員窟成 襄

プロセスの特性認知によるアダプティプ制御を記憶装置として磁気ドラム，演邸，制御

回路にダイオード， トランジスタを用いた計邸機によって実現すべく， このような特殊計

冥方式万能自動制御装置を試作中である．

2• 7 サーボ機構要素に関する研究（継続）

—Research of Components of Servomechanism一

教授大島康次 郎・助手荒木献次

1) 圧力制御形サーボ弁の開発研究を実施中で，今後その応用研究を展開すべく準備を進

めている．

2) サーポ機構のサーボモータとして利用できる特殊ステップモータの開発研究を行なっ

ている．

3) 高性能空気圧サーボ機構要素の開発研究を実施すべく準備中である．

4) サーボ機構その他への応用を目的として空気圧論理演算素子の基礎的研究を実施して

¥,, る．

2• 8 人工内臓の自動制御に関する研究

ー Researchof Automatic Control of Artificial Organs— 
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助教授森 政弘・助手梅谷悶二

本学工学部産業檄械科藤井教授，医学部木本外科と共同で研究を行なった．人工内臓の

自動制御1こよって生体内における装置の他朦器もしくは組織との協調的な活動を企図し

て，生体の状態を総合的に把握するために，その情報としての血圧，呼吸，脈拇，体温な

どを連続自動記録装置によって収集した．またこれらの情報によって，休外循環装置の作

用を制御する方向に研究をすすめた．人工心肺装置については，静脈還流鼠の変化とは無

関係に装置の採出置が一定に保たれる方式が望ましいと考え， PEMCO社製 NIH型人工

心肺装置を選訊その自動制御機構の改善を計った．昨年発表した連続自動記録装匠に改

良を加え，息者自動管理装置としてほぼ完成せしめ，臨床例に応用して外科手術後の重症

例の管理に用いている．この装置を人工内股を自動制御するための impulseの発信部とし

て用いるべく努力しているがなお困難な点が多く研究を続けている． （一部総合研究費）

2・9 化学現象の回路索子への応用研究

-Application of Chemical Phenomena to Circuit-Elements— 
助教授森 政弘・助手梅谷開ニ

化学反応過程は分子の水準における一種の情報処理過程と見倣すことができる． したが

って，各種の化学反応のうち回路索子として用いることのできる反応を詳細に調査検討

し，実用化をはかろうとしている．その第一として，酸化還元反応を応用した三極管の試

作を行ない，その他，二，三の化学現象応用の具体的な方法を研究している．

2・10 軟体機械とその制御方法の基礎研究

-Fundamental Research of Mechano-Chemical Systems and its Control Methodー

助教授森 政弘・助手梅谷開ニ

助手妹尼 学（第 4部）

塩涙度， pHなどの変化による高分子電解質ゲルの仲縮効果を利用する，小形強力で応

答速度のはやい機械的操作装置を作るための基礎研究として，高分子電解質ゲルの合成方

法とその伸縮槻構の研究を行なっている． とくにメカノケミカルピストンの特性をほぼ明

らかにすることができた．

2・11 汎用シーケンス自動制御装置の研究

-Development of General Purpose Automatic Sequential Controllerー

助 教 授 森 政弘

シーケンス自動制御装置は，現状では，単能機であって，一品一品異った仕様に応じて

受注生産されているが，近年シーケンス制御の規模が大となるにつれて，その制御装置も

大形化し，このままではシーケンス制御装置の生産性にゆきづまりをきたすおそれが生じ

てきた． これを打開するため，プログラム記憶方式を採用してシーケンス制御装置の汎用

化をはかり，その設計を完了した．
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2・12 指の構造の機詭論的研究

-Research of Mechanical Functions of Human and Animal Fingers— 
助教授森 政弘・大学院学生山下 忠

人間の励作を代行するオートメーション楓構での操作端の基礎的研究としての研究であ

る．指の構造（まこれまでは，屏剖学的，生理学的にしか研究されていないので，現在のと

ころオートメーション操作部の設計基礎データはまったくない．

指の本数，自由度，構造などと，その様能の閲係を定旦的にしらべ，また指の能力図を

剖案してこの間の法則を発見した．

2・13 超高速度写真撮影装置に関する研究（継続）

-Research on Ultra High-Speed Photographic Instruments— 
助教授植村恒義・助手伊慕霙治・技官山本芳孝

超高速度現象の解折研究のため各種の撮彩装置の設計試作研究を行なっているが， ドラ

ム式超高速度カメラとしては先に M-3型， M-4型カメラを完成した．なお回転反射鐙方

式とドラム式を組み合わせたカメラを研究中であるが，モデル的カメラとして撮影速度毎

秒 10万コマ，連続 200コマ， 1コマの露出時間 1μ 秒の性能を有する MLD-1型カメ

ラを完成し，その性能試険を行なったが，原理，構造に誤まりのないことを確認した．さ

らに光学系を改造し，毎秒 24万コマの MLD-2型カメラを完成した．本格的カメラと

して毎秒 50万コマないし 100万コマ以上の性能を有する MLD-3,4型カメラを設計試

作中で， 3型カメラを完成した. 3型カメラは新技術開発事業団で開発テーマに選ばれ，

日本光学工業 KKにより製品化されることになった．

なお毎秒 600万コマ以上の性能を有する超高速度カメラを試作中である．

核融合反応，放電現象等の解折に使用する流しカメラとして SP-1型超高速度流し写真

撮影装置を設計製作した． この装置は 8面体反射鋭を使用し，最高掃引速度毎秒 5,000m

の性能を有する．

また，格子式超高速度撮影装置（毎秒数千コマないし 1億コマの撮影可能），露出時間

1ないし数μ秒の Faraday効果を利用した瞬間写真用電気的シャッタ装置，各種閃光放

電管式瞬間写真装置ならびに各種付属装置の研究を行なっている．

2・14 高速度写真の応用に関する研究（継続）

-Applications of High-Speed Photography for Industries— 

助教授植村恒義•技官山本芳孝

技官田中勝也• ほか 2名

前記の各種高辿度写真装置を単独または数種併用して工業界における租々の高速度現象

を撮彩解折し，その改良研究を行なっている．たとえば，電気雷管の爆発楓構，等爆線の

伝爆楓構，時計の脱進楓構，流体の空胴現象，電話概用電気被器作動機梢，猟銃弾の連勁

解析，材料の破壊搬構，繊進概械の糸の高速連勁，印刷搬桟の追勁機構，各租写真用シャ
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ッタの作的特性，高霞圧用遮祈器の作効特性，避雷塁の股這楓構，ガラスの破浪帳惜，屯

気雷管によるメタンガス着火機愕，その他である．

2・15 材料の衝撃破壊に関する研究（継続）

-Research on Shock Tests of Materials-

助教授組村恒裟•技官山本芳孝· ほか 2名

シャ Jレビー，アイゾット簡撃曲げ試験の破壊殴驚を究明するため瞬間写真，高速度映画

拇影装置を使用し軟鋼，硬鋼，質銅等の金属材料の破壊状況を飢影解析し，その破壊過程

の相違を究明研究している．

また， ~v'.!LD-2 型超高速度カメラを使用し，爆発成形の変形搬構の酵祈研究を行なって

いる．また金属高速切削槻構の解析研究を三菱金属 KIく大井工場と共同研究で行なってい

るが，軟銅，硬鋼，ステンレス鋼，鋳鉄の 4種につき，切削速度 20m, 50 m, 200 m/分

についての切削捩構を各種高速度写真装置ならびに切削抵抗測定装置を用いて，撮彩解折

し，種々の貴重な成果を得た．

2・16 高速飛しょう体の光学的追跡に関する研究（継続）

-Research on Optical Tracking for Sounding Rockets— 
助教授檻村恒義•技官山本芳孝

技官田中勝也• ほか 4名

ロケットなどの高速飛しょう体の遮動特性を各穂光学的追跡装置，高速度カメラ，扇形

画面特殊カメラ， ロケット・ボーン・カメラ等を使用して解析研究する． これらの研究ぱ

観測ロケット研究班の一員として行なっており，昭和 30年度より引き続き， 38年度はカ

ッパ8型， 9型，ラムダ型など 10数機の光学的追跡を行ない，また， ミュー型エンジン

の地上燃焼の光学的測定を行ない，所期の成果をおさめた．

2・17 光学檄器の性能に関する研究（継続）

-Research on Optical Instruments— 

映画用撮影搬，映写様の連動搬構の解析研究，

助教技植村恒設・ ほか 2名

と電気露出計の連勁楓構の研究，

高速度写真用露出計の研究，写真用陰画を直接陽画に反転する投彩装筐の研究，シャッタ

ーの作勁特性の研究などを行なっている，

2・18 高速度写真によるスボーツの運動解折に関する研究（継続）

-Motion Analysis of Sports by High-Speed Photography— 
助敦授植村恒義• ほか 2名

高速度カメラ，繰り返し閃光放電管装匠等を使用して各種スポーツの一流選手のフォー

ムを撮影解折し，個々の差違，特徴を分折し，記録向上を計ることを目的とする．現在ま

でに水泳，ゴ｝レフ等の解折研究を行なった．
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2・19 混合液沸恥の研究

-Boiling of Liquid Mixtures— 
教授橘 藤雄・大学院学生塩冶震太郎

研究生 中島賢一郎

沸騰曲線をとるために特別な工夫をして遷移沸阻領域まで再現性のよいデータがとれる

装置を作り， 2種類の有機物の混合液の沸臆について研究している．

2・20 哨流を受ける而の沸騰を伴う熱伝達

-Boiling Heat Transfer of the Surface attacked by a Liquid Jet一
教授程 藤雄・大学院学生試 世明

高温物休に液体噴流を吹きつけたときの熱伝達の研究の一部として，而上で沸胴を生じ

る場合の研究を行なっている．

2・21 混合物の熟伝尊率の研究

-Thermal Conductivity of Solid Mixtures— 
教授梧 藤雄・大学院学生岩瀬政男

特別の考案をした氾解槽により，種々の形状の固体の混合した混合物の熱伝導率の測定

を行なっている．

2・22 沸胴熱伝達におよぼす伝熱而の振動の影孵

-Boiling Heat Transfer from Vibrating Surfaces— 
教授 桟 藤 雄 ・ 助 教 授 棚 沢一郎・技官内藤正志

伝熱而に摂動を与えることによって，プール沸騰熱伝達にどのような影愕があらわれる

かを研究している．

2・23 小型熱交換謡の研究

ー Developmentof Compact Heat Exchanger一

助教授棚沢一郎

小型の熱交換器，特に回転蓄熱型熱交換器を実際に設計するために必要な各種の基礎計

邸を行なっている．

2・24 高速自動車の研究（継続）

-Research on High-Speed Motor Vehicles— 
自動車研究グループ

教授平尾 収・教授亘理 厚・教授石原智男

自動車の実用速度が向上するにつれて低速度のときには問題にならないかまたはそれほ

ど重要でなかった問題に関連して解決しなければならないことがらがたくさん出てくる．

たとえば機関や動力伝達機構からの振動や騒音の問題，タイヤの不均合力やノイズの問
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題，また舵のすわりや車体の尻捩りの問題等操縦性，安定性に関連することがら，あるい

は走行抵抗の問題，動力性能に関する問題で検討しなければならない問題が多い． これら

の問題を検討するのには高速で走れる試験路や，広いスキッドパンが必要となるが，自動

車試験台を使用して，これらの問題を実験室内にて解明することも可能である．問題によ

っては自動車試験台を用いる方が便利な場合もあるが，また，最終的には走行試験によっ

て裏付けをしなければならないものもある．生研においては昭和 37,38年度の機関研究

費によって，自動車の運動性能研究のための独特の設計の自動車試験台を設備して， これ

によって上記の問題に関する研究を行ない，必要に応じて走行実験を併用し研究，解析を

進めている．

2・25 ディーゼル機関の性能に関する研究（継続）

-Research on Performances of Compression Ignition Engines— 
教授平尾 収・研究嘱託徐 錫洪

ディーゼル機関については大気の状態が出力におよぼす影響は現在でも合理的な結論が

得られておらず，標準状態における性能を求める場合に種々の問題が生ずる．たとえば最

大負荷と排気煙濃度，燃料消費率の関係，またこれにおよぼす大気状態の影菩なども統_

的な立場から議論することも困難な状態である．しかしこれらの問題はシリンダ内の燃焼：

の状態と密接な関係にあるはずのものであるから，この方面から検討を加えていく必要が

ある．ことに副室を有する燃焼室においてはガス流動と関連して燃焼の問題はなお解明し

なければならないものがたくさんある． このような考えから副室付燃焼室内のガス流動を

含めた燃焼の問題の研究を行なっている．

2• 26 自動車用ガソリン機関の研究（継続）

ー Investigationon Petrol Engines for Motor-Vehicles— 
教授平尾 収•技官嵯峨定夫・研究生金 英吉

自動車用ガソリン機関の圧縮比は年々高くなっているが，要求オクタン価を低く保つた

めに燃焼室の型や燃焼室内のガス流動を適当に設計した．いわゆる冷却面を有する燃焼室

が用いられるようになっている．このような燃焼室においては燃焼後期における燃焼速度

が低くなっており，等温燃焼に近い部分も認められ，場合によると， ことに低負荷のとき

に排気にアルデハイド等の不完全撚焼ガスが混じることも多い．このような燃焼室内の他ど

焼の改善と有毒排気ガスの毒性綬和は自動車用機関の重要な問題である．これらの問題を

検討しながら性能向上のための研究を行なっている．

2・27 ラジアルクービン用高膨張比ノズJレの研究

ー HighExpansion Ratio Nozzles for Radial Inflow Turbines— 
教授水町長生・助手遠蔚敏彦・技官鉢微清彦

ラジアルガスタービンに用いられる円周ノズル内の流動状況を明らかにし， ノズJレの縦

横比， ビッチ，＄忍型などが， ノズルからのガス流の偏向角や損失などにおよぼす影菩を明
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らかにするものであって，比較的に低膨張比の場合についてはすでに研究を行ない，その

成果は発表したので，引き続き高膨張比の場合について目下研究中である．

2・28 ターボ過給機の研究

ー A Study on the Radial Flow Turbocharger一

教授水町長生・助手遠藤敏彦•技官鉢嶺清彦

往復型内燃機関に用いられるターボ過給機のタービンは従来軸流タービンが用いられて

おり，最近ラジアルタービンが用いられ始めた．当研究室で今までに得られたラジアルガ

スタービンに関する研究成果を用いてラジアルタービンを使用する高性能ターボ過給機1こ

ついて，その設計方式を確立すべく研究中である．

2• 29 ラジアルタービンの非定常流特性の研究

-Research on the Performance at Non-Steady Flow in Radial Turbines— 
教授水町長生・助手遠藤敏彦・技官鉢嶺清彦

内燃機関の排気ラジアルタービン内におこる非定常流を理論的および実験的に解析し，

排気タービン用のラジアルタービンの設計資料を求めつつある．

2• 30 ラジアルガスタービンの研究

ー A Study on Radial Gas Turbines— 
教授水町長生・助手遠藤敏彦・技官鉢嶺清彦

ラジアルタービンのノズJレおよび動質の流体力学的特性を各種の幾何学的形状の場合に

ついて明らかにするために，実験用ラジアルターピンを試作し，主として実験的に研究中

である．

2• 31 膨張タービンの研究

-Research on the Radial Inflow Type Expansion Turbines— 
教授水町長生・助手遠藤敏彦・技官鉢嶺清彦

寒冷空気発生用および除湿用の膨張タービンにラジアルタービンを用いる場合について

研究中である．

2• 32 高性能卜 Jレクコンバータおよび流体継手の研究（継続）

-Research on Hydraulic Torque Converters and Fluid Couplings— 
教授石原智男・助手古屋七郎

高性能トルクコンバータおよび流体継手の実現をはかるため，流れの回路形状，羽根形

状等を系統的に変化させたものを試作し，その性能試験を行ない，各種の貴重な資料をえ

た．引き続いてより広範囲の試作実験および粟列試験を実施中である．（一部科学研究費）

2• 33 油圧伝動装置の研究（継続）

-Research on Hydrostatic Transmissions— 
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教授石原 智 男 ・ 助 芋 古 屋 七 郎

主動力の伝動に油圧変速槻構を用いるこの可能性を検討するため，差勁型油圧伝動装置

の理論解折を行ない，設計方法を確立した．その結果を実験的に確かめるため，可変吐出

羞のプランジャ・ポンプ，同モータの性能実験ならびにこれと差動歯事模構を継み合わせ

た差動型油圧伝動装置の性能試験を行ない，性能におよぼす諸因子の影苔を明らかにし

た．さらに高性能化をはかるため，プランジャ・ボンプ，同モータの高巴，高速化の基礎

研究，ならびに変速コントローJレの研究をおこなっている．

2・34 斜流ボンプの研究（継続）

-Research on Mixed-Flow Propeller Pumps— 
教授石原智男・研究員井田富夫

斜流ポンプ内の流れの状態や水力損失に関する資料を整え，その合理的な設計法を確立

するために各種の羽根車や案内羽根を試作し，現在実験的に研究をおこなっている．なお

実険と併行して性能に与える各種水力損失係数の彩粋および羽根車出口の流れの状態につ

いて理論的に検討を続けている． （一部科学研究費）

2• 35 研削作用に関する研究（継続）

-Research on the Grinding Action of Grinding Wheels— 
教授竹中規雄・助千手笹谷重康

研削作用の基礎的研究を行なうために，単粒の砥位による研削を行ない，研削の進行：こ

伴なう砥粒の切刃の形状，仕上而の条痕，切屑などの変化する状況を追跡し写真撮影を行

なっている．本年はとくに切込みの徴小な場合の研削作用について解明した．

2・36 切削理論に関する研究（継続）

Research on the Theory of Machiningー

教授竹中規雄・ほか 1名

金属材料の切削楓構を解明する一つの方法として，二次元切削の場合の切削抵抗の 2分

力と切削温度を測定し， これらと金属材料の性質とを関係づける研究を進めてきたが，さ

らに各種の切削剤を用いた場合の切屑と刃物間の見掛の摩擦係数を測定して，その切削機

構における役割について検討を行なった．またエ具摩耗， とくに境界摩耗について実験的

研究を行なっている．

2• 37 切削動力計の研究

ー Studyon Tool Dynamometer一
教授竹中規雄・ほか 1名

バイトによる切削抵抗の 3分力を測定するエ具動力計について，従来発表されている各-

種の形式を比較検討し，比較的簡単で緒度のよい方式を設計，試作した．
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2• 38 心無研削法に関する研究（継続）

ー Researchon Centerless Grindingー

教授小川正義

工作物に生ずる歪円の理論的解析を行ない，かつ工作条件との関連を実験的に求めてい

る．工作物の絶対真円度を記録させる測定機を試作した．なお歪計を用いて工作時のプレ

ードの状況の測定をも行なっており，これから心無研削盤の設計資料も得られることにな

る．

2• 39 ブルドン管圧力計に関する研究（継続）

-Research on Bourdon Tube Pressure Gauge— 
教授小川正義・研究員古川 浩

プルドン管の加工は今日でも単に経験的技術に頼って行なわれており，素材パイプの引

き抜きや熱処理，その後の成形加工などが，ブルドン管の性能にいかに影態するかの基本

研究が欠けている．これを明らかにして，ムラの少ないプルドン管の製法を見出すため，

試作成形ローラーにより，ひずみ硬化とその分布および残温焼能効果を研究している．

2・40 重鍾型標準圧力計に関する実験的研究（継続）

-Experimental Research on Pressure Gauge Testerー

教授小川正義

一般圧力計の検定に用いる標準圧力計の中での圧力の分布状況を実験的に求め，それが

検定の緒度にどんな影響をもつかを研究している．

2・41 金属材料の塑性変形抵抗に関する研究（継続）

ー Studieson the Resistance to Plastic Deformation of Metals— 
教授鈴木 弘• ほか 1名

金属材料の塑性変形抵抗は，加工速度と変形温度の両者の函数である．この現象は定性

的には知られているが，この函数関係の量的内容がまだ明らかでないため，圧延・押出・

引抜• 鍛造などの塑性加工作業の基準を決定する合理的根拠が欠けている．このため落槌

型衝撃試験装置，カム・プラストメータなどの特殊試験機を試作し，一般に広く用いられ

る実用金属材料の変形抵抗について実験的研究を進め，さらに熱間圧延実験も並行して行

ない変形抵抗と圧下ヵ，圧延トルクなどとの関係についても研究を行なっている．

2・42 剪断校り加工の研究

ー Studiesof Shear Spinningー

教授鈴木 弘• ほか 1名

Shear spinningぱ“へら絞り”加工と似た点もあるが，剪断変形によって肉厚を大きく

変えるため，変形内容は根本的に異なるものである．最近その応用は急速に広まっている

が，基礎的な研究はまだほとんどないので，アルミおよび銅について，加工条件が加工力
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と変形過程におよぼす彩唇を研究している．

2・43 金属材料の変形能に関する研究

-A  Study of Deformability of Metals— 
教授鈴木 弘

金属材料の変形能は金属加工の限度を表わす値であり，実際の加工作奨においては変形

抵抗とともに重要な値であるが，研究も少なく全く未知の問題といって差し支えない．こ

のため捩り試験による変形能の推定とともに，変形抵抗，実際の圧延における変形能と関

連をもたせつつ総合的に変形能の実験的研究を行なっている．

2・44 逆張力伸線加工の研究（継続）

ー Studieson Back Pull vVire Drawing Process— 
教授鈴木 弘

試作した生研式逆張力伸線機を使用して，伸線作業条件を広く変化して連続伸線の実験

を行ない，各ダイスの引抜抵抗・全伸線動カ・仕上がり線の機械的性質などを検討して，

逆張力伸線作業方式確立のための基礎的研究を行なっている．銅• 贄銅・燐青銅・硬銅．

ピアノ線・不銹鋼線などに関しては，引抜抵抗が大幅に減少してダイスの寿命・線の板械

的性質などがいちじるしく改善されることが明らかになった．また逆祖刀伸線方式によれ

ば，伸線速度を向上できる可能性があるので，目下超高速伸線作業の研究中である．

2• 45 連続圧延の塑性力学的研究（継続）

ー Studieson Continuous Rollingー

教授鈴木 弘

タンデム圧延搬：こよる連続圧延問題を材料の肉厚と長さの変化を対象とする二次元問題

として取り上げて，各スタンドの圧延条件とモータの動特性とを網み合わせた総合問題と

して一般解を求める．さらにローJレのたわみにもとずく材料の幅方向の肉厚変化をも考慮

に入れて，最適圧延条件を求める方法を確立することを目的としている．

2・46 圧延理論の研究

ー Studiesof Three Dimensional Deformation due to Rollingー

教授鈴木 弘• ほか 1名

在来の圧延理論ぱ二次元問題として解く方法で体系づけられているので，理論的に取り

扱えるのは広幅の板の圧延の場合に限定されている．圧延中の歪と応力との分布を三次元

的に取り扱い，棒材・型材などの圧延の理論的取り扱いを求めようとしている．

2・47 遠心鋳造法の研究（継続）

ー Studieson Centrifugal Castingー

教授千々岩健児

遠心鋳造のさいに起こる諸現象すなわち凝固，湯流れ，跛の発生，応力の発生状況など
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を研究し，鋳造管の品質向上をはかった．

2・48 蓄熱型熟風キュボラの研究（継続）

-An Investigation of the Cupola with Regeneratorー

教授千々岩健児

キュポラ操業のさい炉頂より排出される coガスを利用する特殊蓄熱型熱風キュポラを

試作し研究した．

これは二室に別けた菩熱室に熱風，冷風を交互に通すもので，従来の銅管方式より安価

にしかも小型化でき，半永久的に操業することができる．

2• 49 加工面の変質層に関する研究（継続）

-Studies on Surface Layer of Worked Metals— 
教授松永正久

加工而（ラッピング面・電解研摩面・放電加工面・バレル研摩面・摩耗面など）に生ず

る物理的・化学的変質層を徴小硬度・電子回折・電子顕微鏡．接触電気抵抗などの面より

実験的に検討し仕上機構・摩耗機構などを研究している．さらに加工面のみでなく，その

他の表面処理面についても検討し，上の検査法以外の表面物性値の測定法も研究している．

2・50 極圧添加剤の作用に関する研究（継続）

-Study on Reaction of Extreme Pressure Additives with Metals— 
教授松永正久

極圧添加剤が祠滑泊・エ作油などの極圧作用におよぼす影害を摩捺試験により検討し，

その原因を電子回折法を用いて研究するもので， S,Cl,P, およびその混合物について実験

した．また桓庄添加剤の冷却能の有無，その極圧性との関連をしらべるため，加熱した試

験片を各種の桓庄添加剤を加えた潤滑油に投入し，冷却速度を比較することにより，ある

種の添加剤が冷却肯足をもつことを確かめた．

2・51 表面放出型電子顕徽鏡に関する研究

-Study on Electron Emission Microscope一

教授松永正久

谷安正名巻教授の設計製作した表面放出型電子顕微鏡を高分解能•取り扱い容易なよう

に改造した．それによって金属表面・電子放射体表而および金属研摩面における再結晶過

程の研究を行なうものである．

2・52 バイプレータ研摩に関する研究

-Study on Vibratory Barrel Finishingー

助 手 萩 生 田 善 明

バイプレータ研摩の研摩機構をしらべるため，バレ）レの振動状態マスの移動速度分布，

異なった仕上区域の研摩量およびバレル内の動圧力分布を測定分析した結果，装入量，振
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動数の最適条件はほぼ明らかにされた．されに表面仕上の観点から，振幅の適用とメディ

ァ，コンバウンドの選択について実験を行なっている．

2・53 溶接材料の切欠靱性に関する研究（継続）

-Studies on the Notch Toughness of Materials for Weldingー

教授安藤良夫

低温容器月銅材および Al合金材，原子炉用高張力銅， ロケット用高張力銅，一般用高

張力銅，船月銅材およびそれらの溶接部について切欠靱性の研究を行ない，残留応力，熱

応力が脆性破壊におよぼす影密についても研究した．

（一部日本溶接協会研究費，受託研究費）

2• 54 特殊材料の溶接に関する研究（継続）

-Studies on the Welding of Special Materials— 
教授安藤良夫

Al合金の TIG,MIG溶接， とくに耐食 Al合金の溶接部の気孔の問題を主に取り上げ

て研究を行なっている．黒鉛材料の接合については，日本原子力研究所と協力して鉄系ろ

う材による真空誘郡ろうづけ，抵抗ろうづけ， TIGろうづけ， MIGろうづけの研究を行

ない，応用研究としてロケット部材電極および化学工業用不滲透黒鉛管の祖i強の問題を~

り上げている． （一部日本溶接協会研究費，受託研究費）

2・55 薄板の曲げ，振動，座屈に関する研究

ー Studieson the Structural Mechanics of Thin Elastic Plates— 
助 教 授 川 井 忠 彦

薄板の構造要素としての特性を明確に把握するために，その形状，境界条件ならびに~

重条件が全く任意に与えられた場合の曲げ，摂動ならびに座屈強度をできるだけ正確に求

め得る実用的解析法を Rayleigh-Ritzあるいほ Galerkinの方法を用い確立し， 特に片持

平板の場合については捩動や曲げの実験を行ない，理諭解析法と良好な一致を見ることを

確めた．この方法を用いて設計資料を集積する一方，その非線形問題への拉；張を研究中で

ある．

2• 56 薄肉開断面材の曲げ捩り，振動および座屈に関する研究

ー Studieson the Structural Mcchanics of Thin-Walled Elastic Beams— 
助教授川井忠彦

真匝で断面一様な薄肉開断面材の構造力学的挙動を任意の荷重条件，埃界条件下で求め

る一般的方法を確立し，多くの具体的な問題に応用してすでにいくつかの成果が得られて

いる．そこでさらに空間的に予め曲がりかつ捩れている薄肉梁が任意の外荷重を受ける場

合の基礎方程式とその解法を研究中で，各種スプリングならびにアーチ橋その他への工学

的応用がそのねらいである．
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2・57 溶接構造物の残留応力分布ならびに変形に関する研究

ー Studieson the Deformation and.Residual Stress Distribution of Welded Structures— 
助教授川井忠彦

船舶，橋梁，圧力容器等の溶接構造物においては溶接作業などによって生ずる残留応力

の存在がしばしばその破壊強度や，疲労特性に重大な影響をおよぼすことは周知の通りで

あり，またそれによって生ずる変形の問題も工作法の緒度を直接支配する重要な問題で

ある．そこでまず一，二枚の平板に溶接あるいは熱塑性加工を加えた場合に生ずる残留応

力場や変形の様子を実験的に観察し，一方平板の曲げ理論や“喰い違い理論”による理論

的研究との相関性を調べ，遂次複雑な構造物の場合に入って行く．また一方殻構造におけ

る“喰い違い理論”の展開を試みる．

2• 58 骨組構造の塑性解折なら的こ塑性設計における電子計鉾機の

応用に関する研究

ー Studieson the Application of Electronic Digital Computers to Plastic Analysis 

and Design of Complex Framed Structures— 
助教授川井忠彦

まず平面門形骨組構造について最終荷重計邸ならび：こ持：こその最小重醤設計解を上界定

理によって求める祖繊的方法を考察し，大型の電子計罫爾こよる解析の自動化にほぼ成功

した．そこでさらにこの原理の空間骨組構造への拡張を試みている，

2・59 船舶の耐航性に関する研究

ー Researchon Seaworthyness of Ships— 
教授田宮 真・助教授高橋幸伯

船舶の耐航性に関する基礎研究として，荒天時航走中の船身白について，気象海象などの

外界条件とこれ：こ対する船舶の応答の実船計測および各種計測および解析装置の開発研究

なども行なっている． （日本造船研究協会研究費）

2・60 波浪衝撃強度に関する研究

ーStudiesof the Impulsive Sea'vVave Load on Ship Structures— 
助教授高濡幸伯

高速船における船底衝撃水庄または甲板上の打込み海水による衝撃荷重と， これに対す

る船体構造要素の強度に関する基礎的研究を，水塊落下装置または油圧式衝撃試験装置な

どを用いて行なっている． （一部科研総合研究費）

2・61 高応力繰返し試験

ー LowCycle Fatigue Tests of Ship Structural Steels— 
助教授高橋幸伯・ 助手小畑和彦

弾性限を超えた高応力の繰返しによる，造船用各種銅材の低サイクル疲労試験を行なっ
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ている． （一部科学研究費・一部日本造船研究協会研究費）

2• 62 浸水過渡状態の研究

ー Studieson Transitional Phenomena of Damaged Stability of Ships— 
教授田宮 真・助手渡辺弥幸•技官石井善一

前年に引きつづき初期復原力の小さい場合について研究を継続し，実験の範囲内では横

揺抵抗，横揺周期の大幅な変動のため，浸水途次の傾斜角が静的計算値を上回ることがな

いが，一時的に沈下が増大することを見出した． （一部日本海難防止協会研究費）

2・63 非対称横揺れに関する研究

-Studies on Unsymmetrical Rolling of Ships— 
教授田宮 真 ・ 助 手 渡 辺弥幸・ 技官石井善一

船舶の重心位置が，左右にかたよっている場合，初期復原力が負の場合などにある傾き

のまわりに動揺を行なう．この場合従来の線型理論では予測しえない現象があらわれるこ

とを実験的に見出したので，実験的，理論的に研究継続中である．

2• 64 鉄道車両の高速集電に関する力学面の基礎的研究（継続）

-Basic Study on the Kinetics of Current Collection of Electric Rolling Stocks— 
助教授柴田 碧

新幹線など高速集霞用パンタグラフ架線系の摂動学的研究を行なっている．

2・65 地震時における配管系の振動性状に関する研究（継続）

-Dynamic Behavior of a Pipe'Work under Earthquake Conditions— 
助敦投柴田 碧・助敦授佐慕寿芳・助手重田達也

よび化学工学プラントなどで使用される，大寸法の配管の摂

動特性および地震時における挙勁とその各部応力についての研究を行なっている．

（一部日本機搬学会研究）

第 3 部

3・1 論理数学とその応用の研究（継続）

-Theory and Application of Logical Mathematics— 
教授後藤以紀

自動制御方式や計数型自勁計算機を設計する場合には，与えられた条件に適する動作を

するように電磁型または電子型継電器の回路網を構成する必要があり，これを論理関数方

程式の解を用いて論理計算1こよって求める方式については，情報処理に関する第 1回国際

会議 (1959年 6月パリ）に発表したが，さらに論理式を最も簡単な形に変換する新しい

方法を考案し，これと論理代数方程式の一般解とを用いて，一般接続の多端子開閉回路を

39 



多端子醤形回路に変換する公式の一般解を等いた．また，述語論理方程式の一般解につい

ても研究中である．

3・2 非線型振動の一般解の研究（継続）

-General Solution of Some Non紳LinearDifferential Equationー

教授後藤以紀

非線型微分方程式は厳密に解ける場合は極めて限られている結果， L-C-Rより成る交

流回路における非線型摂動についても，解析的に一般解を求めることは困難であるが， L

の非線型特性を折線型と仮定した場合についてぱ，部分的には厳密に解けるので，これを

接続することにより，計募機を用いて厳密な一般解を求める工夫をした．その結果，概周期

関数で表わされる振動の存在が証明された．それについてはフランス国際計数センター主

催の常徽分方程式，租分方程式，徴積分方程式の数値的取扱いに関するシンポジウム (1960

年 9月ローマ）において発表した．

3・3 交流電化回路における異常電圧と絶緑協調

-Abnormal Voltages and Insulation Co-Ordination in the Electric Circuit of 

A. C. Electrified Railway— 
教 授 藤 高 周平・助手田代文之助

わが国の鉄適ではすでに 20kV交流電化が実施され，東海適新幹線にも交流電化が企

画されている．機関車や電車の交流高電圧回路では，その空間的制限から絶緑設計の合理

化のために，十分な絶緑協調の検討が重要である．一般の電力系統と異なり，レーJレ接地

の単相回路であること，頻繁な開閉と制御の行なわれること，付随的の波形歪の生じ得る

ことなどを考應して，進入する雷電圧や種々の内部異常現象の究明を行なって，避雷器の

合理的適用を検討し，全般的絶緑協調の研究を進めた．なお特に新幹線の絶緑碍子につい

て汚損時の閃絡現象と汚損監視方法について検討を行なっている．

3.4 碍子汚損面の閃絡現象の研究（継続）

-Flash-Over Phenomena on Polluted Insulator Surfaces— 
教 授 藤 高 周平・助手藤田良雄

高電圧設備における外部絶緑の閃絡電圧が表面の汚損1こよって低下することは，超高圧

送電の絶緑設計に対して重要な問題である．特に海に囲まれ，台風時などに強い海風1こさ

らされるわが国では塩害による絶緑低下がはな！まだしい．主として磁器表面に付着した塩

分星を測定する新しい方法として簡易霧箱による漏洩電流測定を試みた．均一汚損1こ対し

ては付着塩分量と簡単な上記の漏洩電流測定結果が対応を示すことを明らかにした．その

結果従来の付着塩分皇を水洗して塩分饂をもとめる方法で累積値をもとめ得ない欠点に打

勝てることを明らかにした．

3• 5 超高圧送電線の雷害に関する研究

ー Researchon the Lightning Damages in Extra-High-Voltage Lines— 
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教授蒜高周平・助教授河村達雄・助手田代文之助

超高圧線路はわが国の電力系統の根幹であって，その事故が影菩する範囲は大きい．従

来からかかる送電系統の絶緑協調に関する諸問題，落雷による雷電圧の進入と伝播，発変

電所の避雷器，鉄塔のアース等について検討を進めている．本年度は超高圧鉄塔での落雷

現象を把握する目的で下記の実測を行なったが雷撃の発生は見られなかった．

期間：昭和 38年 7月-s月

場所：栃木県電力中央研究所塩原 600kV試駿送電線

測定器： (1) ; レープを使用する鉄塔雷電流岐度測定用クリドノグラフ

(2) 鉄塔雷電流積罫記録計番

(3) 鉄塔突針雷電流測定用高速度ブラウン管オシログラフ

3・6 雷放電カウンタの研究

-Research on the Lightning Flash Counter一

教授藤高周平・助教授河村達雄

送電線における耐雷設計の韮本的資料を得る目的で英国 ERA提案による雷放電カウン

タを利用した測定を各国で行ない．従来の気象統計による資料の再検討を行なうことが国

際送電系統会議 (CIGR)で提案されている．わが国：こおける測定の基礎資料を得る目的

で東京大学生産技術研究所千葉実験場など関東地方に 5カ所に上記カウンタを設置し，そ

の結果と気象統計との比較検討を行なった． これらの成果は CIGREStudy Committee 

No. 8の WorkingGroupに報告された．

3・7 電力系統における接地に関する研究

-Research on the Grounding in the Electric Power System一
教授蔚高周平・助教授河村達雄•技官難波克明

電力系統における絶緑協調を合理的に行なうためにはまずその接地抵抗についての検討

を進めることが必要である．このためパルスを利用して送電線鉄塔の塔脚接地抵抗を測定

するための装置の開発をはかった．これは架空地線を有する鉄塔の単独接地抵抗値を測定

できるなど多くの利点があり，系統の耐田設計に有利に利用できる．

3・8 急峻波頭インパJレス発生ならびに観測装置の試作研究

-Research on the Generating and Measuring Device for Impulse Voltages 

of Extremely Steep Wavefront一

助教授河村達雄•技官北条準一

lOOkV程度の波高値を持ち波頭長が 10-sないし 10-9秒の急峻波頭インパルスの発

生，測定の研究を行なっている．高圧の不活性ガス中における放電を利用して急峻波を発

生させるため約 100気圧中での気中放電を利用する装置を試作，高気圧中における火花放

電の実験を行なった．さらにこのように急峻電圧波形観測に必要な抵抗分圧招，プラウン

管オシログラフの試作も進めた．
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3• 9 急峻波頭インパルス測定用高能力高速度プラウン管

オシログラフの研究

-Special High-Speed Cathode-Ray Tube Oscillograph for Impulse Voltages 

with Steep Wavefront— 
助教授河村達雄

10-sないし 10-9秒程度の波頭長を持つ急峻波頭インパJレス電圧を観測するため，藤高

教授開発による高速度ブラウン管による瞬時現象試験装置の速度向上のための研究を行な

った．このために特に高速度掃引が可能なプラウン管を用い，かつこの場合に問題となる

掃引回路，同期方式などにつき基礎的研究を進め，これらの検討事項を基として高速度プ

ラウン管オシログラフを試作してマ応の成果をおさめたが，一層の性能向上の研究を進め

てし、る．

3• 10 各種波頭サージによる超高圧絶緑物の閃絡現象に関する研究

-Research on the Breakdown Phenomena of Extra-High-Voltage Insulators 

by Surges with Various vVavefronts— 
助教授河村達雄

超高圧系統において1ま系統内；こ発生する急峻波頭サージ，開閲サージ等に対処して合理

的な絶緑設計を施す必要があり，このためには実系統におけるサージの調査，これらサー

ジによる超高圧絶緑物の閃絡現象を明らかにする必要がある．この目的で急峻波頸サージ

による絶縁物の閃絡特性，開閉サージによる棒間隙の閃絡特性などをもとめ，さらにその

湿度持性をもとめ， 50%閃絡電王の湿度補正：こ対する有意性の検討を行なった．

（科学研究費）

3・11 高速度パJレス応用回路の研究

-Research on the Applications of the High Speed Pulse Circuit— 
助敦授河村達雄

高速度パJレス回路の特性改善ならびに応用回路の研究を行なっている．本年度はトラン

ジスタミリマイクロ秒パルス特性測定装置，インダクタンス負荷のパJレス特性改善に関す

る研究等を行なった．

3・12 張力制御こ関する研究（継続）

-Research on Tension Control-

教授沢井善三郎・助手稲葉 博

従来は電動巻取様1こついて張力制御の研究を行なってきたが，本年度は同じく張力制御

に関連して，線や帯の送出側ロー）レの速度制御を，制動用直流発電様の制御によって行な

う方式につき研究し，その実用性をたしかめた．

3・13 多容量系のカスケード制御に関する研究（継続）

-Cascade Control of Multi-Capacity Systemー
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教授沢井善三郎・大学院学生川瀬太郎

前年度現車試験を行なった客車暖房用制御装置につき，さらに模型による実験を行ない，

その性能を検討した．またこれに関連して，建築物冷暖房特性を電気的アナログ回路によ

ってモデル化することを行ない，これにより冷暖房に関する新しい研究方法を提案した．

（科学研究費）

3・14 シリコン制御整流器の応用に関する研究（継続）

ー Researchon Application of Silicon Controlled Rectifiers— 
教授沢井善三郎・助手稲葉 簡

前年度の電動機制御に引続き，本年度は交流サーボ増幅器，ならびに 3相交流電源から

単相低周波を作る抵抗溶接機用周波数変換装置に対する SCRの応用について研究および

試作を行ない， 新しい考案を加えることにより， いずれも実用の見込みをえるにいたっ

た．

3・15 予測修正制御による工程の自動管理方式に関する研究

ー Studyon Automatic Production Control System by means 

of Predicting-Correcting Control Method-

助教授山口楠雄・教授沢井善三郎

連続およびバッチの多数の装置が全体として一つの生産工程を構成し，その中に材料お

よび信号の流れの交さくしたJレープが存在するような生産システムを自動的に最適運転す

るための管理または制御方式の研究• 開発を行なっている．これはプロセスの既知のパタ

ンを用いた予測修正制御法を中心として tablelook-upなど従来あまり行なわれなかった

手法を用いるものである．これにより緒製糖工程をモデルとして，比較的小形の計邸様で

工程の制御を行なう経済的な自動生産管理システムの開発を研究中である．

3・16 工程管理用ディジタル電子計算機に関する蕊礎研究

ー Studyon Digital Electronic Computer for Automatic Production Control— 
助教授山口楠雄

各種の生産工程の管理を機械化するため on-lineの自動管理を行なう計邸機の開発を目

的として，高信頼度・低価格のプログラム内蔵形 on-line 計邸機の設計を行ない一応の~

果を得たが，さらに工程自動管理用計算機に要求せられる諸元はいかにあるべきかを検•

討し，より有効な機拭開発の基礎研究を行ないつつある．同時に， on-line情報処理のた

めのソフトウェアの研究および計算機を有効に使用するためのビラミッド形オートメーシ

ョン・システムの構成について研究を行なっている．

3・17 光学的方法を利用するテレビジョン映像の信号対雑音比の

改善に関する研究

ー Studieson the Improvement of the Signal to Noise Ratio of Television 
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Image by means of Optical Techniques— 
教授野村民也・大学院学生橘 誠

本所の観測ロケットにもテレビジョン装置を搭載する計画が進んでいるが，送信電力の

制約などで映像の信号対雑音比は不十分な場合も少くないと考えられる．本研究は昭和

37, 38年度文部省科学研究費の補助によって実施しているもので，劣弱な信号対雑音比

の映像を光学的な手法を併用して改善しようとするものである．現在改善効果，明瞭度に

対する影善などを検討しつつある． （科学研究費）

3• 18 アナログ電子計罫楓の研究（継続）

-Studies on the Electronic Analogue Computer一

教授野村民也

昭和 27• 30両年度の特別研究により実用規模の繰返し型を完成し，設計基準や誤差の

問題を解明し，その後，各社で実用機を製品化する端緒を開いた．昭和 32・36年度には

中規模の低速度型コンピュータを設置し，その性能向上の研究を進めるとともに，ロケッ

トの設計その他実用的な問題の解析を行なっている．

3• 19 ディジタ Jレ技術を応用した非線形演卵要素の関発に関する研究（継続）

ー Studieson the Application of Digital Techniques for the Development 

of Precise Nonlinear Analogue Computing Elements— 
教授野村民也•技官鈴木康夫•技官横山茂士

アナログ電子計冥機用の非線形演算要素としては，現在サーボ式その他が実用になって

•いるが，安定度や応答速度の両立した決定的な方式がまだ実現されていない．本研究はデ

ィジタル技術を応用し，信頼性の高い掛罪器や関数発生器を実現しようとするもので，そ

の基本となる A-D変換装置や数値式ボテンショメータの性質などについて吟味と実験的

研究を進めつつある．

3• 20 観測ロケットの飛しょう性能計罫（継続）

ー TrajectoryComputation of Sounding Rocket— 
教授野村民也・教授渡辺 勝・助教授秋葉銃二郎（第 1部）

観測ロケットの設計に際し，適正な staging計画を行ない．また，実験データとの照合

を行なうことによって，計算の基礎資料を確立することを目的としている．現在は本所の

アナログ電子計算機 OKITAC, 5090, 徴分解析機などを利用して，実際の計邸を行なっ

ており，また，ロケット関係の各種計冥に関する吟味を行なっている．

3• 21 徴分解折機の性能向上に関する研究（継続）

ー Improvementof the Performance of Differential Analyser一

教授渡辺 勝・助手渡部弘之

徴分解析機の応用が進むに伴い，その梢度の向上や自動化による使い易さが望まれる．

44 



本年度ぱ積分槻などの初期条件導入の自動化についての研究を行ない，ディジタル方式に

よる自動設定装置を試作した．数値の設定は機械的なカウンタによって行ない， これを光

電的にパJレス化して， トランジスタを素子とする可逆カウンタに尊入し，サーボ機構を動

作させるのである．

3・22 二変数函数装置の試作

-Function Generator for Two Independent Variables— 
教授渡辺 勝 ・ 助 手 渡 部 弘 之

徴分解析機の応用に際して二変数の函数を作る必要がしぼしば起き， これを自動化する

ことが望ましく思われた．たまたま国産の郡電性の紙が利用できるようになったので， こ

れに二変数函数のバターンを郡電塗料で描き，これに電庄を与えて函数形に応じた分布を

発生する． ピックアップにより検出される遺位と別にボテンショメータにより導入される

可変電圧を比紋し，追従させる方式のものを試作した．

徴分解折機の応用として塑性工学， トランジスタ工学，船舶工学などの計邸を各研究室

の依頼で実施した．またそれに関連して，任意の函数の微分もかなりの緒度で実施できる

ことがたしかめられた．

3・23 電子計算機のプログラミング

-Programming of Electronic Digital Computerー

教授渡辺 勝・助手渡部弘之

助手藤田長子・技官岡本通子

電子計冥機が普及するためには，プログラミングのシステムが整備されていることが不

可欠の条件である．このため数学的なサプ）レーチンおよび運営のためのサービス）レーチン

の開発に努めた．

(1) 磁気テープ用入力）レーチン (AnInput Routine for using Magnetic Tape System) 

磁気テープは大容量の記憶ができ，読出し，書込みの信頼性が高く，かつ速度が早い利

点がある． この特徴を生かすため，常用サプ）レーチンを磁気テープに格納して必要なとき

迅速かつ簡便に読み出せるような入力）レーチンを開発した．この入力）レーチンは紙テープ

からの読みこみと併用でき，きわめて便利に使用されている．

(2) 出力絹臭）レーチン (AnOutput Editing Routine, OUTPUT EDITOR) 

計算の表題や数値の印刷形式を自由に指定でき，またページごとの絹集機能をもたせた

もので，数表作成などに重宝である．

(3) 曲線図示用プロッタ (CurvePlotter) 

計算機の出す答えをグラフの形でラインプリンタに打ち出し，計邸結果の表示，解析に

利用するもの．

数学的な）レーチンとしては，

(4) 常微分方程式のための）レンゲ・クッタ・マーソンの方法 (Runge-Kutta-Merson's

Method) 
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常微分方程式を解く標準の方法として）レンゲ・クッタ法がある． これに積分区間を誤差

に応じて制御する，マーソンの手法を適用し，改良を加えたもの．

(5) チェビシェフ近似 (ChebyshevApproximation) 

任意の関数を計彿機で算出するには，チェピシェフ近似が速度も早く，緒度もよいそ

のチェビシェフ近似の展開係数を舘出する）レーチンを作り， 2, 3の応用例につき検討し

た．

3・24 電子言廿寵機の応用

ー Applicationof Electronic Digital Computer一

教授渡辺 勝・助手渡部弘之

助 手 藤 田 長子・技官岡本通子

(1) ロケットの軌道計舘 (TrajectoryComputation) 

質点としての軌道計舘はすでにJレーチン仕事として実施されているが，今回これにピッ

チング運動をとりいれて，発射後または二段以下の点火時の安定性を調べた．

(2) 高速気流の計舘 (SupersonicGas Flow) 

ロケットエンジンのノズ）レ内のガス流，その他の高速気流を対象に，双曲型偏微分方程

式の特性曲線による解法の研究を進めている．

(3) 前記 3• 23項のマーソンの方法をエンジンの燃焼計雛や弛張型の自励振動系に適用

して成功した．

3・25 パJレス回路とその測定への応用に関する研究

ー PulseCircuits and their Application to Measurements— 
教授森脇義 雄・助教授高羽禎雄

技官久保卓蔵•技官嶽沢惟徳

多チャネル波高分析器の計数率の増大，計数損の減少につき引きつづき研究試作を行な

い，パJレス分配式 200チャネル波高分析器の性能改善，数本の遅延線路を記憶装置とする

ことにより不感時間を数分の一に短縮する方式の実用化を進めている．また変換時間の短

ぃ A-D変換器，非帰零方式による高密度遅延線記憶装置， トンネルダイオードを使用し

た高速度論理回路等の研究も進行中である． （一部科学試験研究費）

3・26 開閉回路網の合成に関する研究

ー Studieson Synthesis of Switching Circuits— 
教授森脇義雄

与えられた開閉特性を有する接点回路網を最小接点数で実現する最も経済的な接続を求

めるのに位相幾何学を応用することにより，従来経験に頼って行なわれていた設計法に代

わって，直接最小接点数の回路を求めることができるようになった．この計舘を電子計算

機で行なうためプログラムの作成，計罫の簡略化，順序回路への拡張について引き続き研

究している．
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3• 27 光電陰栢を用いたレーザ用検波増幅管に関する研究（継続）

-Photo Cathode Tuhes for Laser Detection and Amplificationー

教授斎藤成文

レーザによる高度の通信装置の開発のために，光電陰極をもった進行波管を開発し， こ

れによってレーザ光の検波および増幅をおこなう．陰極材料としては，銀セシウム (S-1)

およびマルチアルカリ (S-20)をもちいた．ヘリックスなどは， Sバンドにおけるものと

同様である．ガス・レーザの光を， KDPをもちいた変調器により変閥した光を受信する

ことができた．

3・28 レーザ電磁光学系素子の研究（継続）

-Research on Laser Opto・Electric Elements— 
教授斎藤成文・助教授黒川兼行

レーザ光を電磁波として用いるさいに必要となる回路索子の研究を行なうことを目的と

している．本年はマイクロ波回転型可変減衰器の原理を応用したレーザ光可変減衰器を試

作した. 3個のグラム・トムソンプリズムよりなり，その中央のものが回転可能で，その

角度 0に対して這力減衰謡は cos40に比例する．試作したものは実測値がこの理論値と

極めてよく一致し，約 40dbの可変範囲がある．

また，鉛ガラス1こよるファラデー回転索子によって，光のアイソレータ，サーキュレー

タを試作した．

3・29 ミリ波測定に関する研究（継続）

-Research on Measuring Techniques at mm Wave Regionー

教授斉藤 成 文 ・ 助 教 授 黒 川 兼 行

昨年に引き続き 34Gc帯と 50Gc帯におけるミリ波多重姿態伝送回路の姿態解析指の

研究および同周波数瞥における高いQの測定器の研究を行なっている．前者に対しては従

来 60点の測定個所を 100点に増大し，解析緒度を培大せしめる改良装置を試作し，同時

に特殊な姿態減衰器を開発した．またQ測定器に関しては，短絡板の移動とともに変化す

るQ値を自動的に記録することにより不要姿態の影菩を除いた真のQを測定する方式を開

発した．また超伝尊を利用した伝送線路の試験も行なっている．

（一部文部省科学試験研究費）

3・30 低雑音増幅に関する基礎的研究

-Low Noise Amplification and its Characterizationー

助教授浜崎襄二

増幅器の雑音の特性を表わす孤の定義，測定法，その解釈などの考察を行ないマイクロ

波増幅器の質を改善するための基礎的理論の発展につとめている．
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3・31 うず電流による金属の非破壊検査に関する研究

-Research on Non-Destructive Testing of Various Metals by Eddy Current— 
教授高木 昇・助手関口 盟・技官市川初男

アルミ・ステンレスおよび鋼材の細管を対象1こうず電流による電磁的非破壊検査装置，

とくに被検査材の電磁変化（欠陥による）を検出する方式および装置の試作につき実険を

行なっている．核燃料の被覆管について欠陥に対する情報解析のため実験中である．

3・32 観測ロケット用テレメータ装置（継続）

-Telemetry Systems for Sounding Rockets— 

教授 高木 昇・教授斎藤成文 ・教授野村民也

助教授安田靖彦 ・技官横山茂士

FM-FM方式による 225Mc/s, 10 chおよび 298.1 Mc/s, 15 chの両装置が実用に供

されている．送信機の出力は約 lWで，全トランジスタ化が進められている．通達能力

は 2,000km以上である．

現在，さらに高性箆化を目的とした PCM-PAMハイブリッド方式のテレメータ装置の

開発も行なっており，信号帯域 500c/s, 15 chの実験的装置の試作を進めている．

通達距離の飛躍的増大を目的とした直径 18mの大パラボラ反射鐙をもつテレメータ受

信空中線も完成した．これには， FM叫FM方式， 14chの受信記録装置が付属しており，

数万 kmにおよぶテレメータの伝送が確保できる．

3・33 観測ロケット用レーダ装置（継続）

-Radar Tracking Systems for Sounding Rockets— 
教授高木 昇・教授斎藤成文・教授野村民也

助教授浜崎襄ニ・助手長谷部望•助手亀尾要逍

助手関口 豊

直径 2mのパラボラ反射鏡をもつ自動追跡レーダ装置と，直径4mのパラボラ反射鏡

をもつ自動追跡レーダ装置の 2系統のレーダ装置が実用に供されている．使用周波数は

1, 680Mc/sで，両者は同一目標の標定も， また， 別々の目標の標定にも，いずれにも使

用することが可能である．標定能力は， トランスボンダをを用いる場合，前者が 500km,

後者が 1,500kmであり，後者は， 1次レーダとしても使用可能のほか，偏波の切替，自

動航跡冥定などの特長を具えている．

3・34 観測ロケット用 DOVAP装置（継続）

-DOVAP System of Sounding Rocket— 
教授高木 昇・教授斎藤成文・教授野村民也

ロケットの運動に伴なう相対速度をドップラ効果によって測定し，その唸り周波数の積

分によって測距もできる電波原定方式であって，柩めて高精度の測定を期待することがで

きる．現在ぱロケットにトランスポンダを搭戟する 2-way方式で，周波数は地上対ロケ
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ットが 39.95 Mc/s, ロケット対地上が 79.9 Mc/sである・

3・35 亡ケット用コマンド装置（継続）

-Radio Command System for Sounding Rocket— 
教授高木 昇・教授斉藤成文・敦授叩村民旦

地上よりの電波1こよってロケットに装愁した械謡の制御を行なうもので， ロクーンで

は，所定高度において所定の方向にロケットを発射する目的に使用して仔成績を収めた．

また，地上発射ロケットの発射の安全性向上の目的から， ラムダ型以降は 2段目以下の点

火系を制御している．

3・36 ノぐラメトリック

-Research on Parametric Amplifiers— 
教授斎藤成文•助教授浜崎襄ニ・技官赤尾宗一

すでに観測ロケット追尾用レーダに用いられている 1,680Mc帯パラメトリック

の改良型として，パラメトリック・ダイオードを液体空素により冷却する方式を研究し

た．市販のダイオードの低温度特性を検討するとと心に，

なった．試作の結果，増幅周波数瞥岐幅 80Mc, 余剌雑音温度 60°Kを得た．

3・37 ロケット搭載アンテナの実験（継続）

ー Studyof Rocket Borne Antenna— 
助教授浜崎襄ニ・助手長谷部望・助手市川 満

カッパ 8, 9型とラムダ型ロケットの搭戟アンテナの実験的開発を行ない，良好な指向

性を有しかつロケットの形状に適した形状のアンテナを求めた．また，テレメータ用大型

パラボラ・アンテナの周波数共用のための一次幅射系を開発中である．

3・38 波暗 （継続）

-Electromagnetic Darkroom一
教授高木 昇• 助手長谷部望

市販のマイクロウェープ吸収体を用いて 4-lOGcに使用できる霞波暗室を設計し，壁

面の反射係数の定只測定を行ない，この壁而に工夫を加えて反射係数を減少させ，あわ迂

て使い良い暗室とすることができた．また，暗宝の良好度を測定する方法について，現在

研究を進めている．

3・39 ロケットアンテナ

-Rocket Borne Antenna一

教授高木 昇・且IJ 手長谷部望・助手市川 満

ロケットの進歩大型化：こともない，それぞれ特殊な目的で使用される搭裁アンテナをそ

の都度目的に合致した特注のものを開発しなければならない．昭和 39年4月飛しょうの

ラムダ 3型に搭事附するレーダアンテナを設計実用化した．また搭戦テレピ送信用のアンテ
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ナを開発中である．

3・40 円偏波放射器に関する研究

-Research on Circularly Polarized Radiatorー

教授高木 昇・助手長谷部望

VHF, UHF瞥の電磁放射体の研究を主体とし，自動追尾レーダの円偏波放射器につい

ての研究を行ない，これを鹿児島宇宙空間観測所のロケット自動追尾レーダに実用化した．

また金属平面に直交したスロットを切り，励振方法を適当にすることにより円偏波放射器・

とする研究を行ないその設計手順を得た．

3・41 トランジスタの表面現象の研究（継続）

ー SurfaceProperties of Semiconductor Materials in Junction Transistors— 
教授安達芳夫•技官市川勝男

接合トランジスタの表面状態の変化がトランジスタの特性にどんな影密をおよぼすかを

調べるために，雰囲気を真空• 水蒸気・メチ｝レアルコールおよびエチ｝レア）レコール蒸気と

変化して，エミッタ浮動電位，ベース域チャネル伝忠度およびその slowstatesによる過

渡現象などを測定した．

3・42 トランジスタの超高周波特性（継続）

—UHF/VHF Characteristics of Various Transistors— 
教授安達芳夫・講師後川昭雄

研究嘱託真鍋幸夫•技官市川勝男

メサ型，プレーナ型， エピタキシア）レ型など各種高周波トランジスタにつき， transfer-

function and immittance bridge を用いて高周波四端子常数を測定し， 等価回路などに

ついて考察を行なっている．また寄生素子の影尊を知るために各租のトランジスタヘッダ

の等価回路定数を決定するとともに，電子計邸椀の入カプログラムを作製して，寄生索子

の除去計邸の簡便化をはかった．

3・43 接合トランジスタおよび接合ダイオードのパルス特性（継続）

-Pulse Response of Junction Transistors and Diodes— 
教授安達芳夫

キャリヤ拡散形・ドリフト形，同軸円柱面接合形，同心球面接合形に適用できるトラン

ジスタの一般的なスイッチ時間（立上り時間，少数キャリヤ蓄積時間，減衰時間）の理論

式を郡出し，実験と比較した．また Ebers-Mollの理論式および Beaufoy-Sparkesの理論

式と比較検討した．またこの研究に関連して裏関数に拡張誤差関数を含むラプラス変換表

の作成も続行中である． （一部科学研究費）

3• 44 超小型電子回路の基礎研究

ー BasicConsiderations on Solid-State Integrated Circuits— 
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教授高木 昇・教授安達芳夫・謡師後川昭雄

わが国の超小型霞子回路の開発に寄与するため文献調査を行なってきているが，最近は

とくに半尊体固体回路に着目して寄生索子の彩密， isolationなどを中心：こその特性を測

定し，基礎的考察を進めつつ設計改善のための指針を得べく努力している．

3・45 加接合のアドミタンス変調（継続）

ー AdmittanceModulation Effects in Forward Biased Junctionー

講師後川昭雄

pn接合の欲小交流アドミタンスは順方向バイアス霞流の増大に伴なって容旦の臣大を

径て誘導性にまで転換するので，高注入水準における倣小交流特性を解折して比紋した．

その結果とくに周波数が低い場合箇単で粕度のよい近似解を得，本現象の特長である誘尊

性出現の本質を明らかにしたが，さらに pn接合の大注入問題， トランジスタの等価回路

問題に発展さ辻つつある．

3・46 拡散ベース・トランジスタのエミッタ接合容最（継続）

-Emitter Junction Capacitance of Di恥 sed-BaseTransistors— 
諧師後川昭雄

さきに Erfc形不純物分布から出発してドリフト・トランジスタのエミッタ障壁容鼠を

表わす実用的な理論式を開発し，エミッタ容鼠と逆方向電圧との関係から断面を調べるこ

となくベース内最大不純物密度，注入率に関係する I', エミッタ合金の深さなど設計に

必要な諸定数を冥定しうる方法を考案したが，さらに新形の高周波・巖出カトランジスタ

への適用を検討中である．

3・47 エレクトロ・メカニカルフィルタおよびジャイレータ（紺蒻涜）

-Electromechanical Filters and Gyrators— 
教授尾上守夫

3個の圧電および磁わい変換子を組み合せる新しい型のジャイレータを考案した．その

特長は逆方向伝送の阻止が全周波数にわたって可能なアイソレータを実現できることにあ

る．また，その通過瞥域幅の拡大をはかった．

3・48 超音波遅延回路の研究（継続）

- Study on Ultrasonic Delay Lines— 
教授尾上守夫

超音波遅延線路の伝送理論を展開している．板および丸枠内を伝ぼんする超音波の特性

を明らかにした．またセラミック変換子を使用する高性能な遅延回路について研究を行な

っている． （一部機閃研究費）

3• 49 霞気概械振動子の研究（継続）

ー Studyon Electromechanical Vibrators← 
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教授尾上守夫

副共摂を考慮．｛こいれた水晶振励子の等価回路をみちびいた． また副共摂の温度特性の合

理的な倹出法を考案し，その実用化をはかりつつある．

3・50 板波にこる超音波探傷法の研究（継続）

―Ultrasonic Flaw Detection by Guided'vVaves— 
教 授 尾 上 守夫・助手山田拇章

ラム波その他の特祖な波を使った超音波探但法を開発中である．伝播姿態の多重発生を

少なくした探触子を開発した，

3・51 コンクリートの超音波探偽に関する研究

—Ultrasonic Flaw Detection of Concrete一

教授尾上守夫・助手山田博章

コンクリートの汲哀定数の周波数特性を各租の伝描姿態について測定し↑こまた指向性

を向上さ吐る探偽子iこついて検討している．

3・52 高安定水晶発振器の研究

-Study on High Stable Crystal Oscillators— 
教授尾上守夫

エサキ・ダイオードを使用した低電力，高安定水晶発捩器の研究を行なっている，

3・53 圧電セラミック振動子の研究

-Study on Piezoelectric Ceramic Vibrators— 
教授尾上守夫

最近，電気槻授結合の非‘常に大きいセラミック材料が出現した．このような材料でつく

った捩動子の捩動は，鈍弾性体の摂動といちじるしく異るのでその実体を明らかにしつつ
.,_~ 
COG-

第 4 部

4・1 イオン交換膜による脱イオンの研究（継続）

-On Deionization using Ion-Exchange Membranes— 
教授山辺武郎・助手妹尾 学・技官高井信治

イオン交換膜の工業的利用のための砧礎データを得るために，非解離性（グリセリン，

ブドウ梢）および弱解離性（酢酸，シュウ酸）有機物溶液からの食塩の除去について検討

した．グリセリン，プドウ糖溶液の脱塩は容易に行なわれ，糖損失は 4%程度であった．

弱解離物性有搬物溶液の脱塩は pHに大きく支配され，酢酸の場合は pH3以下を必要と

し，シュウ酸の場合は pH1でも困難であった．
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4•2 イオン交換紙電気泳動法の研究（継続）

—On the Ion-Exchange Paper Electrophoresis— 
教授山辺武郎・助手妹尾 学・技官高井信治

前年度に引き続きカルシウム，マグネシウム，銅の EDTA錯塩のイオン交換紙上の電

気泳動挙動を測定した. pH6以上でこれら金属イオンは錯陰イオンを形成し正極：こ向か

って移行する．陰イオン交換紙ではこの pH符囲で陰イオンとしての挙動がみ見られる

が， l湯イオン交換紙では陰イオンと同時に陽イオンとしての移動も見られる．

4・3 イオン交換膜電解透析における濃度分極現象の研究

—On Concentration Polarization in Ion-Exchange Membrane Electrodialysis— 
教授山辺武郎・助手妹尾 学

イオン交換膜電解透析における濃度分枢現象はその工業的応用において重要な課題であ

る．たれに対しまず限界電流密度を実験的に決定する 3つの方法を提出比較し，観測され

た涙度分極が理論的予想に一致すること，中性授乱現象とは区別されること，溶液粘度の

影態を受けること，限界電流密度は流速が増加すると減少することを明らかにした．

4・4 イオン交換膜における異常電導現象の研究

—On Anomalous Conduction in Ion-Exchange Membranes— 
助手妹尾 学

イオン交換膜電解質溶液系では一見異常な電導現象が観測される．この問題に対し一連

の系統的研究を行ない，複合膜における整流現役に対し p-n ダイオードの~合と類似の電

郡機構を想定して解析を行ない，また発捩現象に対しては膜ー液界面の拡散府が重要な寄

与をすることなどを明らかにした．

4・4 ガラスの研究（継続）

ー Studieson Glass— 
助教授今岡 稔・技官山崎敏子

珪酸塩硼酸塩，燐酸塩弗化物その他のガラスについて，総合的にガラス形成の条件

とガラスの諸性質との閃係を調べ，光学用その他のガラスの改良，新領域開拓の基礎とす

るものである．

4・6 現像の活性化エネルギーに関する研究

ー ActivationEnergy of Photographic Development— 
教授菊池真一

ハロゲン化銀乳剤の現像の活性化エネルギーは乳剤の種類，現像液の種類［を総合した現

像の容易さの標示となっていて，多くの研究がある．この研究はカプリおよび現像の抑制

剤が活性化エネルギーを変化するか否かを闘べることを目的としている．
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4.7 非銀塩写真材料の感度測定に関する研究

ー Sensitometryof Non-Silver Salt Photographic Materials— 
教授菊池真一・助手吉永忠司・助手坂田俊文

従来使用された銀塩にかわって各種非銀塩写真が使用されるようになった．酸化亜鉛を

中心とする電子写真の研究を行ない酸化亜鉛，現像粉末（トナー），摩擦剤（キャリヤー）

などの電子写真の画像に対する彩菩を調べた．また感光性樹脂1こついてはその感光度の表

示法および T線に対する特性を調べた・

4・8 ハロゲン化銀の光起電力に関する研究（継続）

-Study on the Photovoltaic Effect of Silver Halides— 
教授菊池真一・研究員浜野裕司•技官佐々木政子

塩化銀，臭化銀の徴細結晶に光を当てたさい，起電力を生じるハロゲン銀結晶を水溶液

として懸濁し，これに白金極を入れて甘求電池と組み合わせて， この光起電力をはかるこ

とができるこの方法を写真用ゼラチンの臭素受容能の測定に用いている．

4• 9 感光性樹脂に関する研究

-Study on Photo-Sensitive Resins— 
教授菊池真一・助手吉永忠司

PVAの桂皮酸エステル， PVAジアゾ化合物などの感光性樹脂の製造，性能向上，感

度測定について研究している．またその感度を増加する一方法としてァ線照射を行なった．

4• 10 ジアゾ化合物の光分解のボーラログラフ 1こよる分析

-The Polarographic Analysis of the Photo-Decomposition of Diazo Compounds— 
教授菊池真一・研究員本多健一

ジアゾ化合物は陽画感光紙，製版用写真材料などに用いられるが，その光分解過程をボ

ーラログラフにて追跡する． これによってジアゾ化合物の定饂分析が可能なることを知っ

た．

4・11 低照度高感度写真材料の研究

ー Studyof Photographic Materials-Very Sensitive to Low Intensity Light— 
教授菊池真ー・助手吉永忠司

天文学に使用する低照度にて高感度なる写真材料の研究を東京天文台大沢教授・斎藤助

教授，東大工学部向坊教授，富士写真フィ Jレム株式会社研究所長鈴木太郎，同所員中沢義

行氏などと協同研究を行ない本所においては，このような低照度に適する感度測定器を試

作した． （科学試験研究費）

4・12 酸化チタンの物性並びにその応用に関する研究

ー SemiconductiveProperties and Applications of Titanium Dioxide— 
教授野崎 弘
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酸化チタンを電子写真用感光材として用いる研究をなした．従来酸化亜鉛がこの方面の

用途に供せられているが，これよりも酸化チタンが感光材としてまた画像形成体としてす

ぐれた物性を保有している．たとえば同一条件では解像力とか写真濃度が後者が優れて恰

る．ただし酸化チタンと組合さって感度を高めるための増感色索とか樹脂について決定的

なものが見出されていないのでこれらについて研究をなした．

4・13 結晶の気相成長に関する研究

-Crystal Growth from Vapor Phase— 
教投野崎 弘

気相から析出して得られる結晶1こは他に見られぬ性質が付与されることがある． これは

結晶の気相成長が組成および分子の排列からくる高次構造について他の方法では達せられ

ないような特異性を与えうることを推定せしめる．メタンやエタンの熱分解でダイヤモン

ドが気相成長さえ可能であることが報ぜられている．本研究は四塩化チタンを原料として

Ti02を気相生成ならびに成長を行なわしめた． これによって得られた粉体にすぐれた顔

料的性質を得ようとするものである．

4・14 アスファルトエマ｝レジョンの可逆性固結化に関する研究

-Reversible Solidification of Asphalt Emulsionー

教技野崎 弘

道路材としてのアスファルトエマルジョンの改質改良を研究した．安定度が大であり，

しかも使用時に分解速度の大なるエマルジョンが望まれる．カチオンエマJレジョンは衝撃

iこよって固まることがあるのでこれも解決すべき問題である．アスファルトエマJレジョン

は水が 45%-4, 含み輸送に不便であるので，これを粉末化することが望まれる．可逆性固

結化とはこのことである．

4・15 金属表面における有機物の電気化学的特性に関する研究

ー Studyon the Electrochemical Charactor of Organic Compounds on the Metal 

Surface一

助手（特別研究員）藤代光雄

有機化合物はしばしば金属表面に対し独特の作用を示すものである．特に軍解研摩およ

び鍍金には添加剤として用いられ，光沢性，均一性，密着性等を培すといわえしている． こ

のような有概化合物の金属表面に対する作用について特：こ野崎研究室で,Jg拓したステンレヽ

ス銅の電解研摩液iこついて作用効果を追求するとともに有機化合物の有する栂這との関係

：こついて研究するものである．

4• 16 テロメリゼーションに関する研究

—Studies on Telomerizationー

教授浅原照三・研究嘱託平野二郎・研究嘱丘靡木行虚
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アミンまたはアミンと金屈塩が四塩化炭素と反応してトリクロルメチルラジカルを生成

することを利用して， これを開始剤とするエチレンと四塩化炭素のテロメリゼーションを

戸なわせ，テロマーの組成と収鼠におよぽすアミンの構造，金属塩の種類の効呆を研究し

ている．また，一連の有機ヨード化合物を合成し，これらとエチレンのテロメリゼーショ

ンについても検討を行なっている．

4・17 ジエン化合物のイオンテロメリゼーション

-The Ionic Telomerization of Diene Compounds— 
教授浅原照三・大学院学生木瀬秀夫

イソプレンやプタジエンなどのジェン化合物はある種の酸触媒で重合し高分子物質を与

えるが，重合を適当な連鎖移動剤（テローゲン）の存在下で行ない低重合物（テロマー）を

得る反応1こついて，主に二，三鼠体を得ることを目的として研究を行なっている．触媒に

水索酸およびJレイス酸を，テローゲンにハロゲン化アルキルを用いている．生成するテロ

マーの分子旦および構造に彩密を与える因子として触媒濃度および種類，テローゲンの種

類，モノマー（ククソーゲン）とテローゲンの濃度比，反応時間，反応温度等の効果につ

いて検討してし、る．

4・18 立体規則性をもった低重合体に関する研究

ー Studieson the Stereoregular Oligomers— 
教授浅原照三・大学院学生田中貞良

ピニJレ系単鼠体のテロメリゼーションによって得られる低重合体について研究してい

る．タクソーゲンとしてアクリロニトリルを用い，低重合体を得る目的で種々のテローゲ

ンヘの連鎖移動定数を検討し，またそのとき生成するテロマーの立体的構造についても?iJf

究している．

4・19 脂肪族ポリエステルの研究

ー Studieson Aliphatic Polyesterー

教授浅原照三・大学院学生片山志富

1. ボリグリコリドの研究 (Studieson Polyglycolide) 

グリコール酸，モノクロル酢酸およびモノクロル酢酸ナトリウムから，それぞれポリグ

リコリドを生成し，反応速度，物性，構造などについて新しい知見を得た．生成物は紡糸

性，冷延伸性を持つポリマーである．

2. ポリグリコー）レ・ラクチドの研究 (Studieson Polyglycol-lactide) 

乳酸の単独重合の反応速度，乳酸とグリコール酸の共重合物の物性，構造などについて

研究した．生成ボリマーは，構造（こしたがって，繊維，樹脂，接着剤としての特質をもっ

ている．

3. ポリー(J-プロピオラクトンの研究 (Studieson Poly-(J-propiolactone) 
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(3ープロビオラクトンから，酌，アルカリ，金属塩，フリデルクラフツ謡媒によって，ボ

リー(3-プロビオラクトンを生成した．結晶性ポリマーは繊維として，無定形ポリマーは接

着剤としての特質をもっている．触媒，反応条件と生成ポリマーの物性，栢造の関係が明

らかにされた．

4. rーブチロラクトンの開環重合の研究 (Studieson Ring-Opening Polymerization of 

, r-Bu ty lolactone) 
(3ープロピオラクトンその他のラクトンと共重合することにより，また特殊触媒および反

応条件のもとに，ァープチロラクトンの開環重合に成功した．生成物にはケトエノル互変異

性体が存在することがわかった．現在，物性，構造の検討をしている．

5. aーオキシイソ酪酸の重縮合の研究 (Studieson Condensation Polymerization of a-

Oxy-isobutylicacid) 

単独および他のオキシ酸との共直縮合を行なって，その反応速度，物應構造の検討を

行なっている．

4・20 脂肪族過酸化物とハロゲンの反応

ー Reactionbetween Aliphatic Peroxides and Halogens— 
教授浅原照三・大学院学生雑賀 大弐・研究帳託梱場逸志

脂肪朕過酸化物を不活性気体中で加熱すると容易にアルキルラジカルを生成する． これ

を利用して，脂肪酸から過酸化物を合成し， これらの過酸化物とハロゲンまたはハロゲン

化物を反応させて原料脂肪酸より炭素数が一つ少ないハロゲン化アルキルを収率よく合成

する研究の一環として，ジオクタノクルパーオキサイドと四臭化炭索の反応を行ない 80%

の好収率でじ臭化ヘプチルを得た. 1-臭化ヘプチルの収率におよぼすパーオキサイドと四

臭化炭素のモル比，反応温度，溶媒の種類，溶液涙度などの彩喜，反応生成物および反応：

様構について検討している．

4・21 ガスクロマトグラフィーによる炭化水素類ならびに脂肪酸誘尊体の

研究

-Gaschromatography of Hydrocarbons and Fatty Acid Derivatives— 
教授浅原照三・研究員山田窪司

天然油脂の脂防酸組成の決定，油脂を原料とする脂肪酸誘導体の分離，定鼠に関する研：

究を行なっているまた酸化エチレン，酸化プロピレンについてもその不純物の定凰法を

確立し，反応性と不純物との関係をガスクロマトグラフにより検討している．

4・22 シクロプロパン誘導体の反応性

-Reactivity of Cyclopropane Derivatives— 
教授浅原照三

シクロプロパン環は炭素原子価角からみて，沢常に張力のかかった平面構造をとってい

るので，炭索—炭素二重結合の不胞和性に対応する反応性が期待される． まず C=C二重：
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結合にカルベンを使用させてシクロプロパン環を形成する直接法を， 1-ヘキセン，シクロ

ヘキセン， 1-オクテン，スチレンおよびその他のオレフィン化合物について検討し，さら

にこれらのシクロプロパン誘苓（本の反応性を研究している．

4・23 金属表面処理に関する研究

ー Studieson Metal Finishingー

教授浅原照三

サビ止め油剤性能判定試験に適した数鼠化，計測化，統計化の新しい測度をいくつか考

案し， これをサビの発生およびサビ止めのメカニズムと結びつけて性能試験：こ採択し，同

時にそれらの試験法の標準化ならびにデータ処理に推測統計論的手法を用い，結果の再現

性，判定の信頼性をはかっている．また界面活性剤の併用により，薄鉄板の這解研摩の迅

速化についても研究を進めている．なお樹脂銅板：こ関する研究を遮め，化成被膜層が樹脂

の結晶状態におよぼす影聰を研究した．

4・24 染料・顔料の合成に関する研究（継続）

ー Studieson Synthesis of Dyestuffs— 
教授永井芳男・助教授後藤儒行・助手西 久夫

研究員 君島 二郎 ・研 究員 安倍 義人

スレン (Indanthrene)染料は最堅牢な染将として貿易の自由化， EEC対策に対しても

極めて重要である．さきにわれわれはスレン・プリウ RSの世界公認収率を 10%上回る

画期的な成果をあげてきたが，また別に世界最高の顔料銘柄であるキナクリドン系化合物

の新合成を開発して甜目すべき成果を得つつある．また，ポリプロピレン用染料の研究と

しては耐光堅牢度 8 級を有し tーアルキ Jレ—Pージスアゾベンゼン類を見出したが， これは斯

界における画期的な事がらであり，難染色性といわれるポリオレフィン系の染色機構へも

大きな鍵を与えている． この外に， BTXの利用研究などを進めつつある．

4・25 高分子合成に関する研究（継続）

-Studies on Synthesis of Polymers— 

教授永井芳男・助教授後藤信行

助 手 中 島 利 誠・研究員佐藤久男

ポリスチレン系ならびにポリカルバゾールエステル系その他の高分子を合成している．

前者ではアントラキノン系高分子を，後者ではカルバゾール系エステルがある．また，ボ

リメタアクリル酸メチルのカルボキシル化，メタクロレンの重合とその感光注樹脂への応

用研究を行なっているが，これは新型の優秀なものとなろう．なお，合成木綿の研究はユ

ニークなアイディアの下に進めつつある．

4・26 低分子放射線化学の研究（継続）

ー Studieson Radiation Chemistry of Lower Molecular Compounds— 
58 



教授永井 芳男・助教授後蔚倍行

染料の放射線効果については，まだ世界的に研究が極めて少ない. Co60 1万キューリー

線源を用い諸種染料について実験を行ない赤外線吸収スペクトル，核磁気共鳴吸収，常磁

性共鳴吸収，染色試験，堅牢度試験などにより効果を求めつつある．現在までに莉物質の

生成，新合成法の開発の外に，染料の改質，染料凝集力の変化などの結果がもたらされて

し、る．

4・27 キナクリドン誘郡体の合成に関する研究（継続）

ー Synthesesof Quinacridone and its Derivatives— 
教授永井芳 男 ・ 助 教 授 後 藤 侶 行

世界最高の顔料銘柄であるキナクリドンの mesoージクロル訪尊体（赤色）の新合成法，

すなわち，ベンゾキノンとアニリン誘導体より高収率，比較的簡便な装置で合成すること

を発明し， DuPont法に対抗しつつある. mesoージクロル・キナクリドンのジメチ｝レー，

ジクロ）レー誘尊体もつくられた．また，塩索の代りに水索を置き換えたキナクリドン自身

も高収率，低価格で作られつつある， （一部科学試験研究費）

4• 28 糊料のレオロジ一

-Rheology of the Paste一

助教授中村亦夫・助手黒岩城雄

糊料にはセ｝レローズ誘尊体，デンプン誘郡体，ア）レギン酸，水溶性合成高分子物質など

があるが， これらの多くは分子鎖中に多数の水酸韮や酸根を含むため極めて水索結合を生

じやすく，会合しやすいこれが高枯度を与える大きな原因となり，またいろいろのレオ

ロジ一的性質を示す．

こうした糊蒋の構造としレオロジ一の関係を追求するために，回転数を任邸に変換し得

るよう改良したB型枯度計，ストマー型枯度計，電愁捩動型レオメータ，および同心回転

捩動型レオメータなどを購入または試作ナることにより，水溶性高分子物質の性質を徹底

的に試験中である．

4・29 特種糊料の製造研究

-Production of the Special Paste一

助教授中村亦夫・研究嘱託渡辺鋼市郎

水溶性の糊料は洗剤，洗濯仕上剤，石油井戸の泥水用，捺染および食品用などと広い用

途があり，その用途用途に応じてその要求するレオロジ一的性質ばおのおの異なってい

る．カルボキシ・メチルセルローズ (CMC)は廉価でしかも腐敗せず，焦毒性であるなど

極めて良い糊料ではあるが，しかし捺染などに使用するとアルギン酸にくらべて，はなぱ

だしく劣る点がある．さて CMCのような繊椎素誘尊体をとってみると，その原料の重合

度，その郡入基の最および種類によって著しくその性質を異にするので，まずこの点につ

いて統計的に研究を進め，用途に応じた特種糊料の作製研究を行なっている．
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4・30 酵化酵素による逆重合

-Studies on the Back Polymerization by Saccharifying Amylase一

助教授中村亦夫・助手黒因域堆

グルコースが糖化酵索によって少糖類に逆重合する事実は明白であるが， この逆重合作

用がデンプンを酵素酋化するさいにどの程度製品の糖化度に影密するかの研究である．

40%のグルコース液，同談度のデキストリン液およびその混合液を同じ条件で糖化酵

素を糖化し，その試料の成分変化をペーパークロマト，マンスロンによる比色分祈法およ

び D-Glucose四Cによる分析法により比較検討したものであるが，アイソトープ法は逆重

合麿の分析1こ威力がある．

デキストリン液は糖化酵索の最も強力である初期においてはグルコース凰の不足のため

に，純グルコース液の場合ほど逆重合は進まないけれども，随化が進み，グ）レコース竺が

増加すれば，糖化と並行して逆重合が進むために，梢化度はある限度を越すことができな

いことなどを明確とした．

4・31 連続溶剤回収に関する研究（継続）

-Studies on the Continuous Solvent Recovery— 

教授福田義民・助教授河添邦太朗

有楓溶剤を使用する工業において，工程の廃気中に含まれる有機剤の回収が活性炭を充

埃した吸着塔を使用して行なわれている．それに対する新しい装置として活性炭の移動層

による連続的な溶剤回収装置を試作し，脱済用水蒸気の所要闘，溶剤回収率などの点につ

いて検討している．

4・32 多孔性物質ならび1こ粉体の徽細構造に関する研究（継続）

-On the Structure and Properties of Porous Materials and Fine Particles— 
教授福田義民・助教授河添邦 太 朗 ・ 助 手 池 田 意 治

水銀ポロシメータによる不滲透質炭索材料，吸爵剤，カーボンプラックビード，触媒担

体，粉体充填層などの細孔々径分布の測定，測定結果の poremodelによる解祈，空気透

過法および応吸着法による比表面積測定などを行なっている．

4・33 炉内のフローパタンに関する研究（継続）

ー Studieson the Flow Pattern in a Furnace一

教授福田義民・助教授河摩部太朗

各種のヒ゜トー管：こよる炉内における流速分布の測定，圧力分布の測定，ア）レミニウム粉

末による直接観寮などを行なっている．

4・34 反応工学に関する究研

ー Studieson the Chemical Reaction Engineering-

教授福田羨民・助教授河添邦太朗
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固体熱分解の基礎研究として，熱天秤を用いて，窒索気流中で炭酸石灰の熟分解を行な

った．粒径，粒子層の形状，ガス流速，温度などの条件を変えて，分解辺支：こ対する分解

反応速度， 1立子内あるいは粒子）罰における伝熱，物質移動などの影害を明らかにした．

4・35 85Krの吸着分離法に関する研究

ー Separationof 85Kr by Adsorptionー

教授山本 筵

ssKrを同伴する気体から分離する研究で，各種活性炭を使用して，常温加圧下，低温

加圧下における吹着性能ならびにそれらの条件の下における固定府吸滸厄の採作条件につ

いて研究している．

4・36 傾斜管抽出装置に関する研究

-Studies on the Inclined Pipe Type Extractorー

教授山本 冥

各種管径および形状の傾斜管抽出塔の操作条件と抽出性能との関係を研究し，主として

スケーJレ・アップの資料を検討している． （藤永田エンジニャリングKK受互研究費）

4・37 ガス分離用拡散隔膜の研究

-Studies on the Gaseous Di恥 sionBarrier一

教授山本 冥・研究員池田憲治

いろいろな方法によって各種隔膜を試作し，水銀ポロシメータによって孔筏およびその

分布を測定して，ガス分離用に適した膜の製造法を追求している． （一部科学試験研究費）

4・38 キレート試薬による工業分析法の研究

-Studies on Technical Analysis by using Chelating Agents— 
助教授武藤義ー・助手和田芳裕

各種のキレート試菜を工業分析に応用する方法について検討し，特にベンゾイ Jレヒドロ

キシJレアミン (BPA)を用いてバナジウム．誤ベリリウムなどの定誓を行なう条件につ

いて研究し，ベリリウム合金中のベリリウムの工業分析法を確立した．またグリオキザJレ

ヒドロキシルアニJレ(GHA)を利用してカルシウムを定鼠する方法について検討し，工業

塩の分折に応用して良好な成果を得た．

4・39 クーロメトリーの研究

-Studies on Coulometry by Controlled Potential Electrolysis— 
助敦授武藤汲一

定電位電解法による電解電流を測定して行なうクーロメトリーについて監礎研究を行な

った．特に稲々の電解液中における金，銀，白金，バラジウム

用いた場合について測定し，パラジウムの水素吸着による影唇は特に詳しく検討した．そ

の結果にもとずいてパラジウム合金中のパラジウム，金および銀のクーロメトリーを行な
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い良好な結果を得た．

4• 40 イオン交換反応におけるアルギン酸塩の選択的挙動

-On Selective Behavior of Ion Exchange Reaction of Alginate一

教授高橋武雄•元助手桜井 裕

前年度において重金属イオンの単一溶液中におけるアルギン酸塩類のイオン交換反応を

検討したが，本年度は多数の金属イオンの混合溶液中におけるイオン交投反応をポーラロ

グラフ分析法を用いて検討し，アルギン酸塩の著しい逗択的イオン交換性を明かにし，そ

の選択性の原因を考察し，カルボキシル基と水酸基とによって金属イオンがキレート化さ

れることに基くものと推論した．

4• 41 交流ボーラログラフィーの研究

-Study on A. C. Polarography— 
教授高橋武雄・助手白井ひで子

金属の定塁および定性分析に交流ポーラログラフ法が盛んに用いられるようになった

が，その作用電極として滴下水銀桓の代りに懸吊型水銀滴電極を用いる方法について研究

した．この方法では金属イオンの電解も溶出も 1滴の水銀滴で行なうため極めて徽畠の金

屈イオンに対しても c10-6--1M程度）分折ができることを明らかにすることができた．

4• 42 連続ポーラログラフ分折法の研究

-Study on Continuous Polarographic Analysis— 
教授高橋武雄・元助手桜井 裕

水中溶存酸素およびガス中酸素のポーラログラフ分析法はかなり以前から研究されてき

たが，試料を亜鉛アマルガム塔にとおし酸素によって溶出する亜鉛イオンの還元波高を連

続記録することによって連続分析する方法を研究し，その最適操作条件を決定して工業的

応用の可能性を明らかにした． （一部総合研究分担）

4・43 有機過酸化物のボーラログラフによる分析

-Polarography of Organic Peroxides— 
助教授早野茂夫

有楓過酸化物は水銀滴下電極で容易に還元されるが，そのポーラログラフ的性質は過酸

化物の構造によって異なっている．種々の過酸化物たとえばジラウロイルパーオキシド，

過ラウリン酸，過酸化ベンゾイルおよびジアルキルバーオキシドなどについて検討してい

る．

4• 44 粉炭のコークス置換率に関する研究

-Study on the Coke-Equivalent of Powder Coal— 
助教授館 充•助手中根千富

技官金 鉄裕・技官鈴木吉哉
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嵩炉の羽口から吹込まれる燃料のコークス置袂率を求める理誌式を誘導し， これによる

計算置換率を実絞値と比紋して，熱補阻の効果，銑鉄組成の変動の影壽などを明らかに

し，さらに大型炉における重油と粉炭とのコークス置換能力の異同を鰐べた．

4・45 鉄鉱石の這元に関する研究

-Studies on the Reduction of Iron Ore一

教授雀部高雄•技官江本房利

鉄絋石の近元は，遠元混度 500℃ 以上のところに，温度の上昇とと心に還元速度が還

くなる異常点があり， 700℃ 付迂でとくに還元速度がおそいこ

を研究した．

4・46 製鉄技術の開発方向についての研究

ー Technologicaland Economical Studies on Future Development of the Iron 

and Steel Making Technology-

教授雀部高雄•技官中沢設人

世界の製鉄用エネルギー源に変化が認められる現在，日本の製鉄技術は国際競争上，

日本の資源的立場から，どのような方向に向って開発することが必要であるかが問題で

ある．経済と生産技術との両側而の閃連で製鉄技術の開発方向を研究した．

4・47 高炉の燃焼帯に関する研究

-Studies on the Combustion Zone of Blast Furnace一
助教授館 充・助手中根千富

技官金 鉄裕•技官鈴木吉哉

送風温度の変化による燃焼帯の大きさ，ガス分布などの変化，揮発性の SiOの生成状

況などを胴べるため，送風を 1,000℃まで加熱しうる装置を作り，角型燃焼炉による実験

を継統した．またガラス製の常温モデルにおける燃焼帯の大きさと，燃焼炉におけるそれ

との関係を検討した．

4・48 高炉内における鉄鉱石の．；；；；；元速度に関する研究

ー Studyon the Reduction Velocity of Iron Ore in the Blast Furnace— 
教授雀部高雄・ 助教授館 充

助 手 中 根 千富・研究嘱託出崎友也

鉄絃石が高炉内を降下する時に遭遇する温度ならびにガス組成の空間的，時間的変化

を，時間的な変化としてのみ再現するような装置を試作し，この変化速度を変えた時の還

元率の変化から，ガス還元の速度，ならびに許容降下速度を推定する実験を行なった．

（一部科学試験研究費）

4・49 酸化物ならびに炭化物特殊陽極による溶融塩電解製錬

-Fused Salt Electrolysis by Special Oxide and Carbide Anode一
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教授江上一郎・講師明石和夫

助手大島忠男•技官鈴木鉄也

金属酸化物と炭素質あるいは金属炭化物から成る特殊陽極を用いて溶融ハライド溶を電

解し，生成するハロゲンを直接陽極に反応さ迂，陽極に含まれる金属をハライドとして回

収するかあるいは溶に溶解させ，同時に陰極で目的とする金属を採取する方法につき基礎

的研究を行なっている．ハロゲンを生成させずに陽極的に金属を溶解させることもでき

る．すでにマグネシウム電解浴についての研究ぱ完了し他金属への応用を検討中である．

4• 50 ボロン製錬に関する研究

-Study on Extractive Metallurgy of Boronー

教授江上一郎・講師明石和夫

助手大島忠男•技官鈴木鉄也

ボロンの溶融塩電解に関する基礎的研究として，代表的組成のボロン電解溶につき諸物

性を測定し，浴中でのイオン穂，電解機構などに関する知見を得，新しいボロン電解浴の

開発を進めるとともに，工業化への基礎固めを行なっている．また精密な測定機器により

電解過程を解析する方法を考究中である．

4・51 ボロン化合物の製造に関する研究

ー Studyon Production of Borides— 
教授江上一郎・講師明石和夫

硼酸1こ固体チッ化剤，アンモニアなどを作用させ，チッ化ボロンを安価に多皇に製造す

る方法を検討し成鍔を得た．チッ化ボロンの焼結体は超硬耐熱材あるいは誘電体としてす

ぐれた特性を持ち，製錬方法が確立すれば3-5化合物半導体になる．このほか塩化ボロン

を原料とする高純度のものを製造する方法を検討中で，チタン・ジルコニウムなどのホウ

化物の特性にも注目し，溶融塩電解を応用した製造法を研究している．

4• 52 鉄粉の抵抗焼結（継続）

-Resistance Sintering of Iron Powder一

助教 授 原 善 四 郎 ・ 研 究 員 坂 井徹郎・技官板橋正推

鉄粉の瞬間抵抗焼結の機構を解明するため，粉末位度配合，圧粉速度，通電シーケンス

などの要因の焼結体密度および密度分布に及ぼす影響を検討した．

4・53 抵抗焼結法の連続化に関する研究

ー Studyon Successive Resistance Sinteringー

助教授 原善 四郎 ・研 究員 坂井徹郎・技官板橋正錘

抵抗焼結法によって長尺連続体を成型する可能性を検討するため，両端開放型によって

多段継続焼結を試み，通電量と得られた焼結体内の密度分布および機械的強度の関係を検

討した．
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4• 54 銅粉の直接折出の研究

ー Studyon Precipitation of Copper Powderー

助教授原 善四郎・技官校橋正雄

銅塩水溶液の有楓還元剤による還元において折出する銅粉について，針状結晶銅扮が得

られる条件を追求するため，水溶液に対する各種添加物質の効果を検討した．

4・55 祈出硬化性銅合金の研究（継続）

ー Studieson Precipitation Hardening Cu Alloys— 
助教授西川緒ー・助手長田和雄・技官小林繁美

Cu-Cr系の初期時効を透過電子顕徽鐙による直接観察， 硬度測定， X

線および電子回折などによって研究を行なっている．また Cu-Co系についても同椋な研

究を行たっている． （一部文部省科学研究費）

4・56 ア）レミージ）レコニウム合金の再結晶特性に関する研究

ー Studieson Recrystallization Behavior of Al・Zr Alloy-

助教授西川桁ー・助手長田和雄

Zr 0. 05-0. 5重鼠の箆囲で，地金純度を 3種に変えた線材および板材につきその再結

晶特性を研究している．透過電顕による加工→回復→再結晶に伴う転位のセル構造の変化

と Zrの分布の関係，電気抵抗変化，硬度変化， X線による繊維度の変化の様子などを研

究している．

4• 57 メッキした鋼材の水素脆性に関する研究

ー Studieson Hydrogen Embrittlement of Electroplated Steels— 
助教授西川緒ー・技官小林繁美

主としてバネ材料のメッキによる水素脆性の測定法に関する研究を進めている．桓細ヒ°

アノ線の捻回試験，薄板バネの低速押曲げ試験，棒材の切欠引張試験を続行あるいは計両

中である．合わせてアルカリ電解液による水索富化試料についても基礎的実験を進めてい

る． （一部特別研究費）

4• 58 放射化トレーサ法および放射化分析による金属の阿食の研究

ー Studyon Corrosion of Metal Alloys Using Radioactivation Tracer and Analysis— 
教授加藤 正夫・研究員小林昌敏・研究瞑托島 宏

金属の腐食様構を RI利用によって解明する研究であり，一般のトレーサ利用によって

試料を標識する方法をさけて，試料を放射化し ((n,r) (d, n)などの反応で生ずる多菫原

識成分を 400チャネル波高分析器によって追跡するものである．今年度は，放射化した試

料の腐食実験槽を試作し，これを用いて Al-Cu,Al-Mn, Al-Siなどの Al合金の初期腐

食の実験を (n,r)反応を利用して行ない．含有元素の溶出速度を測定した．
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4・59 スカンジウムー46放射性ガラスによる漂砂の追跡実験

ー TracerTechnique of Littoral Drift Using Sc-46 Radioactive Glass Sand 

教 授 加 藤 正夫・助手佐藤乙丸

JRR-1を用いて 10kg余の放射性スカンジウムガラス砂を製造し，北海道釧路港外の

海底漂砂の追跡実験を行ない，かつ福島県海岸における漂砂実験の準備を行なった．また

中空円錐形の海底放射性砂検出用アダプターの改良を行ない，より効率よく一次ガンマ線

を検出しうることを確かめた． このアダプターは福島県海岸の漂砂実険に使用する予定で

ある．

4・60 水中における散乱ガンマ線の直接検出

ー DirectDetection of Scattered r Ray Dispersed in ¥Vater一
教授加藤正夫・助手生藤乙丸

トレーサ実験のさいのガンマ線放射体を効率よく圃接検出する方式を研究するために行

なっている基礎実験の一つである．今年度は 203Hg,19sAu, e•cu, ssRb, ssznなどの点線

源を作り， 1. SmゆX2mの水槽内において 2"ゆX2"の NaIシンチレータを用い， 線源

とシンチレータとの間の距離を変えて散乱ガンマ線のスペクトルを求め，この結果からこ

れらの RIを水中に均ーに分散した場合の総合的なガンマ線スペクトルを求める方法を検

討し，実験結果とほぼ一致することを確かめた．

4・61 アルミニウムおよびその合金の腐食に関する研究

-Study on Corrosion of Aluminium Alloys— 
教授加藤正夫・研究嘱託島 宏

アルミニウム合金が水（各種溶液を含めて）との環境の下に用いられる場合が非常に多

ぃ．各種タンク・配管・建築構造物・車両・船舶などがそれである． しかもただの静水の

下でなく流動水の下において用いられることが多く，このときの腐食は静水時と異なる複

雑な挙動を示す．そこでアルミニウム合金の各種流動水に対する腐食楓構を明らか1こし，

流動水の下における了Jレミニウム合金の利用を確実にすることを目的として，本年度は，

各種硫酸塩塩化物を添加した溶液で動水腐食試験を行ない，多くの顕著な結果が得られ

た．

4• 62 二重標識放射性トレーサによる河川流量と拡散の測定

-Measurement of River Discharge and Diffusion Phenomena using Double 

Radio tracerー

教授加藤正夫・助手佐藤乙丸

河川水の追跡に用いられる短半減期 RI24Na, 82Brの河水中における損失を調べるた

め，北海道空知川において 3H 水 33 キュリーを z•Na, s2Br各 40数 meと併用したニ

重標識追跡実験を 3区間に分けて行ない，いずれの区間においても 2'Na,s2Br の損失が

ほとんどないことを確かめた．また同時に横方向の拡散を調べるため，同一観測地点の左
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岸中央右岸の 3カ所で採水して検討を行なったほか，

った． トリチウム水を標準追跡子として用い

験はわが国では初めてである．

4• 63 RI利用によるイオン交換操作の研究

ー Studieson Ion Exchange Operation by the Utilization of Radioisotopes— 
助敦授河添 邦 太 朗 ・ 助 手 竹 内 罪

22Na, 2':Naを含む NaCl水溶液を Na型陽イオン交換樹胆罰に通して同位体交役を行

なわ迂，流出液の放射能強度の変化を液汲型 GM管によって測定して， 液tえ膜物質移勁

係数，位内拡散係数などを求めた．

4・64 Spouted-Bed の RI利用による研究

-Studies on the Spouted-Bed Type Chemical Reactor by means of Radioisotopes— 
助敦授河添邦太朗・助手竹内 索

Spouted-Bed型装筐では位子は循后追珀し，中央部を上昇，周壁部を下降するが，反応

装巴として使用する場合，袖方向ならびに水平方向の紐子の混合を明らかにする必要があ

る. 2,N a, 203Hgなど：こよる標談泣子を使用し， i農度分布測定によりこれらの点について

検討中である．

4・65 に関する研究

-Sstudies on the Continuous Countercurrent Adsorber— 
助敦授河添邦太朗・研究員汲井宗一

溶液の精製などにおける位状吹着剤，とくに位状活性炭の使用は最近著しく培加してい

る． この場合吸着剤の移勁四あるいは流勁眉iこよる連続向流吸沿が効呆的である．移勁屈

による追続向流吸着装置を試作し，饉液の脱色を行ない， HTUについて目下検討中であ

る．また RI原讃位子：こより位子の混合について測定した．

第 5 部

5・1 原位置土の性質の試験法

-Method of Test for In-Situs Soils— 
助敦投三木五三郎

原位饂土の性質を各祠のサウンディング方法その他で試除する方法を比紋研究してお

り，本年度ほとくに標準貫入試険法につき，新たに製作した原地盤状態再現モールドを用

いて基本的な研究を実桓した．

5・2 工学的土性図作製に関する基本的研究

-Fundamental Study on preparing Engineering Soil Maps— 
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助教授三木五三郎

工学的土性図の作業地域として京葉工業地帯と江戸川流域を選び，洪積台地およびチュ

ウ積低地とその下に伏在する洪積層の土について，地盤土としての工学的な性質を多角的

に調査し，これらの結果を工学的土性図として表記する方法について研究を進めた．

（一部科学研究費）

5・3 安定処理土に関する研究

ー Studyon Soil Stabilizationー

助教授三木五三郎

安定処理土に悶する研究として，本年度はとくに表面活性剤を用いた軟弱シルトの土質

改良法と，［尉東火山灰土のトラフィカビリティー改善法につき，それぞれ実験的研究を行

なった． （一部受託研究費）

5.4 交通流の観測方法と結果の解析に関する研究

-Methods of Observing Traffic Flow and Analysis of the Results— 
主任研究者教授星埜 和• ほか 4名

逆路，街路および交差点における交通流を親測してその結果を解析する方法について，

主として一定時間間悶で 35ミリ・モータ・ドライプ・カメラを用いて択影したフィルム

から解析する方注について研究した．祝田橋，田村町 1丁目，虎の門など都内主要交差点

および名神高速道路で調査し，わが国の交通流特性を明らかにした．

5・5 よる交通制御の砧礎的研究

-Fundamental Study on Traffic Control by Electronic Devices— 

教授星埜 和・ 助手金子 翌

都市交辺および高速道路交通の渋滞を防ぎ円滑な流れを促進するため電子的手段1こよる

として，実態調査と交通流理詮の研究を行なった． （紀合研究）

5・6 特殊アスファ Jレトの研究

-Special Asphaltic Materials for Pavement— 
教授星埜 和・助手榎本歳勝

舗装ならびに水路の防水を目的としたゴム混入アスファルトおよびセメント混入アスフ

ァルト乳材の力学的性質ならびに防水性につき研究した．

5・7 吊橋の振動に関する研究

ー Studieson Vibration of Suspension Bridges— 
教授久保慶三郎

昨年度までは主として吊橋の耐震性を研究し，現在も模型吊橋の地震時応答を実測中で

あるが，吊橋の鉛直面内の曲げ振動について解析を行なっている．ケープルの形を懸垂線
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にすると，逆対称振動が起こり易いので，逆対称の場合にもケープルに張力が付加される

方法を考え，この場合の振動について研究中である． （一部科学試験研究）

5・8 土木構造物の耐震性に関する研究

ー Studieson Aseismicity of Civil Engineering Structures— 
教授久保戻三郎

杭基礎のある土木構造物の耐震性について，杭に地震的土圧のかかる場合とかからない

場合とについて，解析し，地震的土圧のかかる場合は非常に強度上弱点のあることを指摘

した．またこれを実験的にたしかめるために，摂動箱を製作し，実験中である．また， 2 

つの減衰係数の異なるダッシュポットをもつ 2質点系の外力として，数穏の地震記録を用

い， この場合のレスボンスについて研究した．

5・9 河床変動の特性に関する研究

-Study on Significant Features of Stream-Bed Evolutionー

助敦授井口昌平

改修区間の河川のように，河床が可動な河川では，流れと河床物質との間の相互作用の

結果，河床の形が砂れきたいの発達によって特徴づけられることに注目して，その相互作

用を明らかにすることを目的としてこの研究が行なわれている．そのために実験室内の直

線開水路の中に砂を敷き，流れによって砂れきたいを発生させ，その流れの水理要索と河

床形状とを求め，それによって上記の相互作用の解明につとめる．

（一部総合研究聾，試験研究賛）

5• 10 東京港の防波堤に関する研究

-Experimental Study on the Proposed Layout of Breakwaters of the Port 

of Tokyoー

助教授井口昌平・助手臼井茂信

東京港の拡張計画にともなって，提案されている防波堤の配匠を波に対する遮唆効果の

点から検討するために，縮尺 1:150の水理模型によって研究を行なう．これまでにその

実験装置の一部を製作した． （東京都受託研究費）

5・11 実体写真測鼠を利用した精密測定

-Application of the Stereophotogrammetry for Precise Three-Dimensional 

Measurement— 
教授丸安隆和・助手大島太市

実体写真測鼠の方法を用いて梢密な三次元的測定を行なう方法を開発し，

の線図化，構造物の偏位塁測定などに広く応用することを研究している．

5• 12 解析航空写真測最の工学への利用

ー Developmentof Application Analytical Photogrammetry to Engineering Purposes— 
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教授丸安隆和・助手中村英夫

地図を用いることなく，抗空写真と電子計罫搬との祖合せ：こよって，解肝的に道路その

他の計画，設計を行ない，また道路交通流などの研究を行なっている．

5• 13 航空写真による積雪調査

-Snow Survey by Photogrammetric Technique一

教授丸安隆和・助手大島太 市 ・ 助 手 中 村 英 夫

抗空写真を用いて，雪崩れの研究，および積雪饂測定を行なっている． これは水力発電

用の包蒙水力として重要な意味を持っている．

5・14 高炉セメントを用いたコンクリートの研究（継続）

-Experimental Studies on Portland Blast-Furnace Slag Cement Concrete一

教授丸安隆和・助教授小体一薗

高炉セメントを用いたコンクリートの性質およびその使用方法についての研究を行なっ

てし、る．

5・15 高張力異形鉄筋に関する研究（継続）

-Studies on High-Strengh Reinforcing Bars— 
教授丸安隆和・助教授小林一哺

高張力異形鉄筋を用いた鉄筋コンクリート部材における鉄筋継手に関ずる研究を行なっ

ている．

5・16 軽量骨材を用いたコンクリートに関する研究

ー Studieson Lightweight Aggregate Concretes— 
教授丸安隆和 ・助教授小林一薗

誼量骨材を用いたコンクリートの諸特性， とく：こ容積変化および耐熟性：こついて研究を

進めている．

5・17 構造物の弾塑性安定に関する研究

ー Studyon Theory of Stability in the Elastic-Plastic Structures— 
助教授田中 尚

まず，簡単なモデルを用いて，構造物の解の唯一性の条件と安定条件を導き，単一柱，

平面板の弾塑性安定問題の基礎を確立した．

次iこ，平面阪の弾塑性状態における安定条件式を噂き，完全に平らな平面板が塑性域：こ

まで加力された場合，安定であるための板厚板幅比を二三の境界条件のもと 1こ求め，プラ

スチックヒンジにおけるウェブ幅， フランジ幅の制哀（こついて研究した．

5• 18 曲面構造理論に関する研究

ー TheoreticalStudies on Shell Structures— 
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敦投坪Jt 翌勝・助手（特別研究員）川股璽也・助手名須川良平

曲百板（シェル）椙造の弾性理論に関し，次の各項の研究を行なっている．

1) 信平球殻四肴とその応用

偏平球殻理論について，従来見落とされていた点や不足な部分を補って完全なものに

し，応力および変位に関する公式の形にまとめ，また各種荷直および温度変化に対する待

解を求めた．結果は生産技術研究所報告第 14巻第 1号に発表された．

2) 球殻の高次応力

荷重を円周方向：こ展開した場合， n=2以上の荷直1こ対する応力および変形は，球殻iこ

おける未知の分野である．緑荷重および方布荷璽の高次項について解析を進めている．

3) 円筒殻の近似解法

Dishingerの紡密諄法を基に変位法：こよる近似詳法を誘導し， Zernaの応力閲数法；こよ

る近似解法との閃係を求め例題による比較検討を行なった．

4) 円錐殻の弾性解折

軸非対称円謡殻は，従来変位函数法により昇祈されているが， ここではその略冥化，さ

らに応力函数法：こよる酵折法を研究している．また，解折例を通して，応力および変位が

円筒殻からどのように変わっているか比紋検討している．

5) H.P. (Hyperbolic Paraboloid Shell) の弾性解析

(i) 祠々の度界条件に対する凸げ応力をフーリェ解祈によって緒密に求めた．

(ii) 坪井ー角野の韮礎方程式と，ベ・ゼ・ウラソフ方程式の解を比較吟味している．

5・19 曲而椙造の実験的研究

ー ExperimentalStudies of Shell Structures— 
教授坪井 苫勝・助手名須川良平

1) 複合 H.P.曲団構造

4穂頌の H.P.曲百を祖み合わせた面構造物が風王，地虚力を受けた場合の変形，応力

を求め，特に応力の集中する曲面の境界に捻ける特性を調べた． これにより炭界における

複雑な応力および変形状態をつかみ理論式を誘尊する手助けとした．

2) 鞍型推勁殻の破壊性状

ガウスの曲率が負である正方形プランの推砂殻：こ対し，周辺の支持条件曲率の変化を与

えた数種のモルタ Jレ試験体を作製し，曲面の弾性域での変形，破壊性状および破壊耐力を

検討し，その特性を把握し，実設計の資料を得ている．

5・20 吊り屋恨構造に関する研究

-A  Study on Suspension Structures— 
教授坪井善勝・研究り属託川口 術

東京オリンピックにおいて，水泳，柔道が行なわれる国立塁内総合競技場の設計にさい

し，世界的：こも苛しい架構形式である吊り屋恨百の応力，変位，動的特性等について，主
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として実験的な解析を行ない，吊り屋根構造を設計する上での，いくつかの指針を得た．

5• 21 高層大スパン架構の構造計画的研究

-The Structural Design and Research for a Large-Spanned High Buildingー

教授坪井善勝・研究員田治見宏

高層の巨大架構（普通ビルの 2-3階分にわたる梁せいと， 30m程度の大スパンをも

つ新しいビル架構形式，かつ 70m程度の高さ）についての構造計画的研究．弾性応力解

析，アクリライト模型および光弾性実験による応力測定，摂動解析による耐震計酉等によ

り，基礎資料を得，実施設計とその裏付けを行なっている．

5・22 鉄筋および PS コンクリート構造に関する研究

-Experimental Studies on Reinfored and Pre-Stressed Concrete Structure一

教授坪井善膀・研究瞑託矢代秀雄 ・研究嘱託末永保美

鉄筋コンクリート椙造物に使われる高強度異形棒鋼のふしの高さと間隔とがコンクリー

トとの付着応力にどのように関係するか， また各種異形枠銅1こよる曲げ挙動などを調べ，

ふしの形状を決める賢料を得た．

PSコンクリートについては PC鋼棒のコンクリートとの付賄の影密および銅棒のプレ

ストレスの有熊，大小の彩菩などを考應し，仙げに対する亀哭の性状，残留変形などを究

明し， PS構造材の RCに対する韮礎的な資料を得た．

5・23 空中超音波による建築音愕の実験的研究

-Experimental Study on Architectural Acoustics by Scale Model— 
助教授石井聖光・技官平野輿彦

プラスチック膜を預動膜とする空中超音波用マイクロホン，スビーカを利用して 1/10-

1/20の 3次元模型による建築音唇の模型実験を行ない，ェコーの研究，拡散体の寸法と

その効果に閃する研究，その他室内苛孵全般についての研究を行なっている．

5・24 吸音・遮音材料に関する研究（継続）

ー Studyon Sound Absorbing Materials and Noise Insulating Materials— 
助教授石井聖光

オーディトリアム（測場・映両館・講堂・公会堂• 音楽堂など），事務室，工場などで

用いられる各稲吸音材料の吸音率，吸音力の測定およびガラス窓，壁材料などの透過損失

を測定し，かつこれらを理論的に解明することに努めている．

5• 25 室内音臀設計に関する研究

—Acoustical Design of Room-

助教授石井聖光・技官平野興彦

教室・購堂・公会堂• 音楽堂など各種のオーディトリアムについて，残苔時間，伝送特

性，パーセンテージディスターバンスなどの各種物理測定の結果と音声明瞭度，音の豊か
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さ，余韻，分離性などの調査結果との対応を間べ，室の形状，天井，壁而などの形，仕上

げ材料などをいかにすればよい音需効果のものができるかを研究している．

5・26 建築音署の測定槻器に関する研究

-Measuring Instruments in Achitectural Acoustics— 
助教授石井聖光・技官平野呉彦・技官朝生周二

昭和 27年に発表したプラウン管直視型残翌計をはじめ，緊音計，磨音分析摺などの改

良の研究を続け，騒音計，分析器などについてほ ISO,IECの規格と国産測定器との関

係，チュープ法による吸音率測定器の研究などを行なっている．

また模型実験に用いる空中超音波用マイクロホン，スビーカの開発にも力をいれ，昨年

度試作した摂勁膜の肛径 6mm, 500 c/s-100 kcを対象にしたマイクロホン (UCM-3型）

の改良を行ない，また球状焦指向性コンデンサスビーカの研究を続け，校型実験に利用し

てその実用性を検討した．

5・27 サッシおよび外壁の気密• 水密

-Air-Water-Tight of Sashes and Wall Panels— 
教授肪田高司・助手寺沢達二

サッシおよびカーテンウォールの構成材1こつき，気密• 水密性能と風庄変動との閃係を

明らかにするための基礎実験を行なっている．

5・28 空気調和用吹出口の応用に関する研究

-Application of Air Diffusers for Air Conditioning of Buildings— 
教授肪田高司・助手寺沢逹ニ・研究員石川英敏

ディフューザ，小型空気閏和楓などの気流および緊音特性を求め，高眉ビルディング窓

側ゾーンの空気分布など設計上の賭問題を考究する． （一部受託研究）

5• 29 軽金属およびプラスチック材の建築への応用（継続）

Application Research of Light Metals and Plastic Building Materials— 
教授星野昌一

軽合金およびプラスチック材の建築への応用は，ようやく軌適にのってきたが，まだ適

切な工法が採られていない場合が多く，各種材質，用途に応じた椋準仕様の研究を行ない

これら新材料の進むべき途を指尊している．

5・30 軽鼠不燃構造の実用化試作（継続）

ー ApplicationTest of Light Non-Combustible Constructionー

教授星野昌ー・助手田村 直

銅板折曲材を枠とするパネル構造により，住宅，事務所，車庫，アパート，病院，船室

などを試作し，その居住性， 温湿度， 耐候性， 経済性， 防火性などの研究を重ねてきた

が，公営住宅，公庫住宅などの不燃化の線に沿い，経済的に実用化する設計を進め，試作
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をつづけている. 38年度は特；こ怪凰パネルの実用化研究を建設省の沿ll助金を得てとりま

とめ怪旦化の実効ある工法を試作試験した．

5・31 建築材料の防火増強に関する研究（継続）

-A  Study to Increase Fire Protection of Various Building Materials— 
教 授 星 野 昌ー・助手田村 直

各歯の新材料に対して一定の火災条件の烙および幅射を加えて，その必要防火処理方

法，枝覆厚，取付方法，下地および哀而断熱材等のエ法を明らかにし，基準法改正に伴う

穂々の難燃材料，工法の可否の判定を下すべき資料をつくっている．

38年度は特に石腎製品，石綿製品の防火性能の向上について試験研究を行なった．

5・32 都市再開発についての研究（継続）

-Study on the Reconstruction of Cities— 
教授高山英草

本年度における当研究室の主な研究課題は，昨年と同様1こ都市再開発に関する研究に重

点がおかれた． しかしながら，前年同様東京都心における市街地構成と交通尺の関係の詞

査，分折が行なわ汎る一方，地方都市開発計画およびそれに関係する基礎計両の作成もい

くつか研究課題として取りあげられるなど，最近の都市建設活勁の活況と相応するかのよ

うに研究分野も多種多様になってきた．

具体的な例をあげれば，住宅都市の計画として，名古屋近郊高蔵寺ニュータウン・北九

州市若松地区住宅都市建設計画が取り上げられ，また広域都市計画の方法論的研究とし

て，富山・射水の地域計画が進行中である．そのほか山形• 吉祥寺の駅前広場およびそれ

に関係する市街地改造計画の提案が行なわれた．

5・33 住居設計悲礎理論（継続）

-Fundamental Theory for House Designー

助敦授池辺 陽

従来の日本の住居は生活様式，生産方法その他の面に欠陥があり，その解決は重要な課

題である，この研究はその一部として．住居デザインの理論化を目標として進められてい

るものである．方法として資料分析，実験，実験住宅の設計実施などを併用し，現在まで

1こ祖紋理論をほぼ終了し，現在動的組織，スペースユニット化を主として行なっている．

これによって住居の優良度の測定が可能となると思う．

5・34 建築標準化の研究（継続）

-A  Modular System in the Architectural Designー

助教授池辺 陽

建業の工業化の進展ぱ建築各部品の襟準化を必要としている・ 標準化の前提条件ともい

うべきモデュール（基準尺度）：こついて理論および実験研究を行なってきたが，現在む,,=
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zn十z<n-1)p+z<n-2>q+2記 a>r(pqrは0または 1)によってあらわされる数列を完成した．

このモデュールは建築部材断百より，部屋の大きさ，建築プロックから都市計画にまで適

用されるものである．

5・35 居住環境の設計方法

ー DesignMethod of Human Environments— 
助教授池辺 閂

居住環埃をシステムエンジニャリング的に把握し，工学的生産組織による環境造成を行

なうことを巨的として行なう研究であり，現在人口 10万を基本単位とする環境について

検討し，モデル設計を行なっている．この研究に関迎して建築の工業生産の定闊的計両を

進めている．

5・36 建築部品の工業化に関する実験研究（継続）

ー Researchfor Prefabricated Building Components— 
助教授池辺 開・助手岩井一幸

廷築を部品化し，そのおのおのを工業化することは現在必然的な曾り向である． これに対

してあらかじめモデュールを利用し，部品化を行ない各部品の性能，費用などをチェック

することにより，建築部品工業化の前提条件を設定するものであり，現在主として壁，建

具などの部分についてその実験を進めている．今後構造体にも実験を進める予定である．

なお，本年度には木材を主材料とするもの，および金属を主材料とするものの 2前につい

て試作設計を行ない，現実への適用について検討を行なっている．なお金属材料を主とす

る建築について宇宙観測研究所への実施を対象として各種試験，材料，試作を行なった．

5・37 建築の発達の技術史的研究（継続）

—Historical Development of Architecture from the Technical Point of View一
教授関野 克・助教授村松貞次郎

建築も一般技術と同様に原始手工業の段階から現代の機械生度の段階への発展をたどっ

てきた． この過程を技術史的に分析し，建築技術の本質と発達の法則を明らかにすること

は，芸術的であると同時に実用的な建築生産技術を全体的に把握するためには不可欠のも

のである．従来の建築史は例外なく芸術史であって，現代の建築技術者の要求にほとんど

無力であった．本研究は建築技術者に対して有用かつ積極的な示唆を与えるような建築史

の体系を新しく作りあげることを目的としているものである．

5• 38 日本近代化建築成立過程の技術史的研究（継続）

—Historical Development of Japanese Modern Architectures from the Technical 

Point of View― 
助教授村松貞次郎

諮末・維新初期において導入された西欧建築技術の摂取の過程と，明治時代における発
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展の事l滑とを，工場建築その他において検討し，木造建築技術の近代化の実清・煉瓦造建

築の技法の実際，鉄骨や鉄筋コンクリート建築技術導入に伴う二三の問題点などを研究し

た．その成果は「生産技術研究所報告」第 10巻第 7号として刊行され，さらに具体的事

例の調査研究および資料の収集を行なっている．

5• 39 わが国における工場建築の技術史的研究（継続）

-Historical and Technological Study on Japanese Factories— 
助教授村松貞次郎

器末• 明治初期：こ導入された西欧の近代産業技術の実態は，建築的にはそれらの工場建

築に具現している．その設立の事情および建築的機能からして，わが国の工場建築には，

他の官公署や商店建築などと違った発展の筋道があった．それはきわめて合理的，機能的

な設計および建築手法を持つものが多い．本研究は日本工場建築のこのような性質に注目

して，その機能的伝統を明らかにし，今日の建築生産に役立てようとするものである．

5• 40 都市計画ならびに都市設計に関する史的研究（継続）

-Historical Development of Town Planning and Urban Designー

助手伊藤鄭爾

わが国ならびに外国における都市計画と都市設計の展開過程を明らかにし，現代におけ

る都市開発の中における問題を究明しようとするものである．都市的規模における保持地

区関係の調査の実施ならびに史料を収集する形で研究中である．
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D. 受託研究

本所の受託研究は，昭和 24年度から開始し， 38年度：こおいては次のような数字を示

している．

受理件数 14件

歳入額 1,215万円

委託者は主として工業生産に関係ある事菜薇関と官公庁などの研究搬関である. 38年

度中に受理した分につき，題目などを挙げれば次の通りである．

番号！ 立;x. 託 題 目 I 主任研究者

1 高炉セメントコンクリートに関する研究 丸安隆和

2 ステンレス鋼の電解研磨に関する研究 野綺 弘

3 銀座線赤坂見付虎の門間亀裂発生認道構築の強度に関する調査研究 岡本舜三

4 銅合金の変形抵抗の研究 鈴木 弘

5 自動車の性能向上の研究 平尾 収

6 レーザ光の光学機械への応用の可能性についての研究 久保田 広

7 油脂の迅速分析法 浅原照三

8 非分散超音波遅延回路の研究 尾上守夫， 連続式吸着技術の研究 河添邦太朗

10 東京港大沖防波堤の水理模型実験による遮蔽効果の調査研究 井口昌平

11 線状吹出口の応用に関する研究 勝田高司

12 自勁車の性能向上の研究 平尾 収

13 建築グリッドに適応する空気調和方式に関する実験的研究 勝田高司

14 福島地点海岸の漂砂現象の調査研究 加藤正夫

そふぷ今令令令ふ令ふ ぶ と

77 



3. 主要な研究施設

A. 特殊研究施設

1. 微分解析機

-Mechanical Differential Analyserー

この機械は純楓械的計邸方式による大型自動計舘搬で，その主な用途（ま常徴分方程式を

解くことにある．いわゆるアナログ計邸機の一種であるが電子管式のものに比べて，計算

速度は劣るが，籾度・倍頼度が高く，動作中，解の進行の有様が目に見えるなどの特長を

もっている．

本機は旧航研における試作 1号機の経験をもとにして性能（梢度・容旦），使い易さなど

に研究を重ね，新たに設計，製作されたもので，現在積分搬 8台，入力卓 3, 出力卓 1,

加窟概 9, 連結装置，配電盤などから成り，また速度の遠隔制御装置が付属している．

本機の準備時間は 1日程度，解ぱ 1本につき 15分程度，梢度ぱ 0.1-1%位，各種の

非線型捩動，自動制御系，原子・分子の波動函数， ロケットの性能計算などに応用され所

内の有力な手段となり，また外部の委託にも応じてきた．

2. 観測ロケットの実験施設

-Facilities for the Experiments of Sounding Rockets— 
観測ロケットに関係する実験施股として（ま，麻布庁舎は別として，実験揚がつぎの 4ヵ

所となっている．

(1) 鹿児島宇宙空間観測所（観測ロケットの飛しょう実験）

(2) 能代実験場（ロケット・エンジンの地上燃焼試験）

(3) 秋田実験場（大型機体試験を予定）

(4) 観測ロケット千薬実験場（環境試験，小型エンジン試験）

1. 東京大学鹿児島宇宙空間観測所（略称 KSC)

Kagoshima Space Center, University of Tokyo 

鹿児島県肝付郡内之浦町字長坪にある．東径 140° 線の親測地であって緯度が 31°15'N

であるが，地磁気緯度はほぼ 20°Nに相当するので，低緯度点の地球物理学的罰測が行な

える. • 

内之浦町は大隅半島の一角を占め，全町の 70%余は国有林野で占められている. KSC 

用地も林野庁から借用するところでその面積は約 18haあり，その他に県，町からの借地

が若千ある．地区は 3カ所に分在し，長坪，宮原，戸崎の 3地区によって観測所を形成す

る．長坪地区に大部分の施設が集まり，発射点，テレメータ点，管制室，研究室が，また宮

原地区にレーダ点が設営されている. 38年度までに行なったエ亭は，整地・道路・電カ・

水の工事と長坪地区の建物 579坪（コントローJレ・センタ 100坪，テレメータ・センタ 70
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坪，電波センタ 50坪，ロケット・センタ 132坪，計器センタ 80坪，工作センタ 40坪，

光学観測室 14坪，器材格納庫 60坪，ロケット格納庫 33坪）， 宮原地区のレーダセン

タ 44坪，合計 623坪である．また設備として発射管制装筐， 18m¢ トラッキングテレメ

ータ装置， 4m¢ レーダ装置， L型用ランチャ，局線電話 5回線（内之消局 151-155番）

と場内電話交換設備などが設備されている．各台地は悔岸に而した高地で，椋高 200-320

m にあり，発射点がほぼ椋高 270mにある．

鹿児島市からの距離 100km余り，鹿屋市を経て内之浦町に至る途中，高山町からの県

道約 23kmは，建設省ならびに鹿児島県庁1こより適路・栂が改良された．

2. 東京大学能代実験場（略称 NTC)

Noshiro Testing Center, University of Tokyo 

能代実験場は，能代市浜浅内海岸にあり，昭和 37年 10月，秋田実験均の地上燃焼試

験施股を保安の関係から独立させ新設した実験場で，地上燃焼実験が大型化するため，保

安距離のある広い海岸を選んだ．土地は県知事の管理する国有地で，秋田実験場から北方

約 60kmにある．秋田にあったエンジン・ベッドを移し，計測室・管制室などは仮設で

37年 10月， L型のテストが行なわれた．昭和 38年度には K-420改良型， L-735改良

型および M-1400型泊エンジンの燃焼試験が行なわれ，また建設の第 1次計画として計

測室・管理室が新股された．

3. 東京大学秋田ロケット実験場（略称 ARR)

Akita Rocket Range, University of Tokyo 

昭和 37年 5月までロケット飛しょう場として使用したが，同年同月のロケット地上事

故の反省から，今後はもっぱら機体開発センタとして使用することになった．現有建物

は，管制室・計測兼工作室・機体絹立室でこれらは機体の強度・術撃などのテストのため

に使用する． ここにあった飛しょう用の諸設備は 37年度中に KSCへ移設し，エンジン

・ベットは NTCへ移設した．またセンタを離れた地域にあった光学硯測点仮設物は撒去

した．

秋田実験場は昭和 30年 8月，現在位置より 700m南方の海浜地に初めて設営され，

ペンシJレ・ベビーの初期開発のロケット飛しょう試験が行なわれ，昭和 31年，現在位置

に移動し，昭和 32-33年の IGYには， K-6型を多数打ちあげ国際的に名声をはせた．

しかし時代の移りかわりとともに， ロケット飛しょうは太平洋側に移り，推薬燃焼を伴う

実験は能代にゆずり，機体専門の開発センタとなった次第である．

4. 観測ロケット千葉実験場（略称 CTC)

Chiba Rocket Testing Center, University of Tokyo 

千葉実験場は，生産技術研究所各研究室の総合的施設として設けられた場所で，その 1

部にロケット関係の実験施設を設けた．すなわち， NTCで行なわれる以前の推薬・エン

ジンの基礎的開発，小型エンジン・テストを行ない，また， ロケットの搭戟機器・電子工

学関係の環境テストを行なう. 38 年度は，計測室・推薬製造室• 小型テストスタンドな
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どを新設し研究を進めている．

ふ電子顕微鏡室

-Laboratory for Electron Microscopy— 

本所における電子顕徴鏡は JEM5Y型が設置されたので一段とその威力を増した．こ

の型の電子顕微鏡は分解能 sA, 直接倍率 soo-200,000倍（写真引伸 1,000,000倍）の

性能を有する世界最高級のものであり，アタッチメントも完備した．その外に昭和 35,36 

年度にわたる科学試験研究費によって表面放出型金相電子顕微鏡を新製した． これらの電

子顕徴鐙は広く所内外の要求に応じて微粉体または化学反応生成物，金属祖織，金属表

而，薄膜，写真材料，電気材料，潤滑機構などの研究に利用されている．

4. 放射性同位元素実験室

-Radioisotope Laboratory— 

本所の共同利用施設として，設置以来 10余年を経過した千葉実験場 RI実験室 (92.4 

記）および r線ラジオグラフィー室 (13.2mりのほか，放射性同位元素実験室 (179.7 

記）が麻布庁舎敷地内に新営された．新営実験室は事務室・汚染検査室・測定室・ 暗室・

低レベル放射化学実験室•高レベル放射化学実験室・化学実験室•物理実験室・ r 線ラジ

オグラフィー室・貯蔵室・機械室 (2階）とからなり，フード 4基グロープボックス 1基を

とりつけて化学操作が安全に行なえるほか， ビニール製カーテン壁によって局部的に仕切

り，その内部で摩耗実験その他汚染の拡がりやすい実験ができるよう工夫してある．測定

器としてほ，シンチレーションカウンタ 1台，ウェル型シンチレーションカウンタ 1台・

GMカウンタ 3台・レートメータレコーダ2台の一般的なものおよびマルチ 400チャネJレ

波高分析器・シングルチャネル波高分析器・ 2冗および 4冗計数ヘッド・低バックグラン

ド放射能測定器・ 捩動容量型電離箱・ローリッツェン検電器も使用できる状態にある．サ

ーベイメータとしては GM管式のもの 3台・シンチレーション式のもの 1台・電離箱式

のもの 1台がありレントゲンメータも 3台備えてある．このほか防護用品として遠隔操作

把手 3本遠隔操作ヒ°ペッター 1台をはじめとして含鉛ゴム手袋・防護眼鐙・しゃへい用プ

ロックなど備えてある．

5. 材料実験室

-Material Testing Laboratory— 
材料実険室は千葉から麻布庁舎へ移転して 2年目を迎え，た新営鉄骨構造の建物があて

られ，その面積は 355m2である．主な設備は容量 300kg, 2 t, 5 t, 10 t, 20 t, 100 tの

万能試険機のほか，ねじり，衝撃，硬さ，圧力計試験機などで，移転のさいの据付け調整

のほかに，各種の整備を完了した．設備は本所の共通施設の一つとして，所内各部の研究

に活発に利用されており，特別な試験として，長柱の座屈試険，圧力容器の試険，高速度

の加工試険なども行なわれている．設備の更新・近代化および計測装置の充実ぱ今後の課

題であり，いろいろな計画が進められている．
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6. 微小部 X線分析装置

-Electron Probe X-Ray Microanalyzer— 
この装置は直匡 1ミクロン程度の電子ビームを試料に照射し，発生した特性X線を分光

して，顕倣筑網緑の各紋小部分について定性ならびに定屎分折を行なうことを主目的とし

たものである．分光器は桔晶格子を利用する分散型と波高分析器を利用する非分散型の 2

種を具え，前者ぱ 12Mg以上の諸元索，後者は 6C,1N捻よび aOの分行を行なうことが

できる．また試料が吸収した電子鼠を測定することが可徒で， X線分折の補助手段として

用いる．さらにプラウン管によるスキャンニング装置を具えており，特定元索の分布状況

を顕紋笠穏繕と対比して殴察することもできる．

7. 高速度写真撮影装置

-High-Speed Photographic Instruments— 

主要な装置として（ま 16mm Fastax高速度カメラ（米国 Wollensak Optical Co. 製，回

転プリズム式，最高拠影速度毎秒 7,000コマ，付屈レンズ7種）， 16mm日立高速度カメ

ラ（日立工搬製，最高毎秒 1万コマ）， MLD-2型カメラ（最高毎秒 24万コマ）， MLD-1

型超高速度映両犯影装置（只高毎秒 10万コマ， 200コマ連綬， 1コマの露出時間 0.1 /_/, 

秒）， SP-1型超高速度流し写真択影装置（恥高婦引連度毎秒 5,000m, 8阿体反射鷲を使

用し，現象との同期を必要としない），格子式超高速度写真飢影装置（毎秒数 10万-1億

コマの捉影可能，焙発現象， 1illj撃破殷現象などの研究に使用），

高速度シャッタ装筐 (Faraday苅果利用， 露出時間 1-5マイクロ秒），各租閃光放霞管

（閃光継綬時間 1, 10, 100, 200, 1, 000マイクロ秒の数1璽類）があ

る．またこれらの装置用各祖照明設闊解析用装区など完罰し，普団程度の高速度現菜か

ら超高速度の現象に至るまで犯影解折が可育ビである． これらの装置は，本所写真委員会な

らびに第 2部筐村研究室により管理翌営されており，所外からの委託研究1こも応じられる

ようになっている．

8. コンシューマプル・アルゴンアーク溶接機 (MIG

-Consumable Argon-Arc'Welderー

本装置はアルミニウム，チタン，ステンレス，軟銅など各種金屈の溶接が可能で，アJレ

ゴン雰囲気中で溶接心線自身からアークを発生して，溶接を行なう．溶接概の電源特性ぱ

従来普通に使用されてきた垂下特性のほかに，定霞庄特性を有していて，自動制御特性が

良い．溶接頭ぱ厚板用のプッシュタイプと薄板用のプJレ・タイプの両者が付属しており，

広笥囲の板厚に対して半自動および自動溶接が可能である．主な付属装置としては，溶接

心線送給装置，電子管制御装置，ガス制御装置，溶接頭支持装置， トラベラなどがあり，

苛らたに小形，プル・タイプ装置を追加した．

9. 風路付水槽

ー ShipModel Basin With wind Tunnel— 
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本水槽は長さ 20.84m, 幅 1.80m, 深さ 1.35mの極めて小型の鋼板製水槽であるが，

一端に新方式の造波装置を有し，周期 0.6 sec以上の波を発生することができ，他端には

効率のよい消波装置を備えている．この水槽上部に高さ 1.10m, 幅 2.40m の風路が設

けられ， 2台の送風様により最高8m/secの風速がえられる．波と風速との紅合わせをか

えることにより，種々の海而状態における船の横安定性を知ることができる．また若干の

付帯設備をおぎなうことによって，縦安定性，海水打込現羨等船体運動学上宣要な問題の

実験研究にも大いに役立つものである．本設備は， 38年度特別研究費によって設置され

たものである．

10. アナログ電子計算機

-Electronic Analogue Computer一

繰返し型と低速度型があるが，現在主として後者が使われている．加冥稜分替 10, 加

算係数器 8, 符号変換器 8, 掛窮器 3, 正弦余弦変換器 1, 関数発生器 3, 特殊非線形演

邸摺 7, ポテンションメータ 42などから成り，単体としての確度 0.1%以上で，現在の

技術では最高性能の装置である．アナログ電子計鍔搬の技術的開発研究用に使うととらに

ロケットの軌道計冥や自動制御系の解析など，所内外の依頼計算も行なっている，

11. 電子ビーム雑音測定装置

-Measuring Apparatus of Electron Beam Noise一

組立式の高真空容器中に磁界で集束された電子ビームを形成し，個有姥音を表わす諸盟

を測定する装置であり，斎藤教授が MITのエレクトロニックス研究所で試作したものの

改良型である．本装置には組立式の高真空容器，付属真空ポンプ系，電桓および集束磁界

装飼，雑音抽出用可動空胴共振器，および高感度のラジオメータが含まれていて，種々の

陰躯材料，電極構造によっていかに個有雑音を低減可能であるかを籾密に測定することが

できる．

12. マイクロ波の施設

-Measuring Apparatus of Microwave and Millimeter-vVave一

4000 Mc, 7000 Mc, 9000 Mc, 24000 Mc, 34000 Mc, 50000 Mc帯の測定装置を完成，

各周波数帯忠用の空胴共振器，定在波測定器，減衰器，クライストロン発振吾，電源なら

びにプラウン管指示装置が用意され，矩形尊波管の減衰定数，高周波ケープルの波長短縮

率および減衰定数，固体誘電体の特性が測定できるようになっている．また 50-2000Mc

の信号発生器，アドミタンスメータ，同軸定圧波測定器，掃引発捩器などをそろえ，この

周波数帯の測定も可能である．

13. レーザ装置

-Laser Apparatus— 

通常のひかりとことなった，コヒーレントであるという特質をもったレーザ光線を発生
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させる装置である． これには，みじかい時間だが大出力のパJレスを発生さ辻ることのでき

るJレビー等の固体レーザ装置および連続波で発捩するガス・レーザ装置のふたつがある．

これによって，レーザの通信応用その他の研究を行なう．

14. 試験高炉および付帯設備

-Testing Blast Furnace and Accessories— 

製銃技術ご謁する実際的諸問題を研究するためのもので，次の各設備から成る．炉本体

および付良金物（内容種約 0.5m汽全鉄皮式，二重鐘式炉頂装置および原料混合用旋回

ホッパー）；送風系浣(;レーツ式送哀搬ー2段で 1.2 kg/cm叫 10Nm3/min); 熱風炉（役熱

式）および送風電熟搬 (40kW), 付阿配管；装入系統（スキップ控揚， コンベアー横送

炉頂装璧怜よび庄力平笥系統ととも：こ連門自祖i璽怯）；ガス系統（除匹器，圧力調節および

平苅弁）；原料過程設罰（破砕槻および摂勁節）；付属諸計罪．なおこの炉は低庄でも高庄

（炉J頁尼 0.5 kg/cmりでも操業できる．

15. 150 kV高周波誘導電気炉

-High Frequency Electric Induction Furnace— 
溶急溶銅などの処理1こ閃する研究のため設置したもので，高周波発こ恨を有し，周波

数は 1000サイクルである．銃決の場合1こくま 100kgを 35分で溶解することができ．出

力を自由に加減できるので汽度調節も自由である．

16. 大型高性能真空焼鈍炉

ー LargeSize High-Performance Vacuum Annealing Furnace一

この炉は文部省からの別途予算の完付iこよって設俯されたものであって，

備の 1つとして各敦官iこよって共通に利用されるものであなその性飽および特徴は下記

の近りである．

最高使用温度は 1400℃，真空度は最高 10-5mmHg.炉内有効内容積は 25cm¢X 30 cm, 

も可能.Cu-Cr合金やタンタルの焼なま

しを真空で行なった．タンタルは 1400℃ の最高使用温度で行なったが，試料表面にモリ

プデンの合金化が現れた．モリプデン製試料入れの表而にできていた酸化モリプデンが蒸

発して試料回こ蒸着したものであるが，この問題などに対する対策など考慮中である．

17. 土の三軸圧縮試験

-Triaxial Compression Machine for Testing Soils— 

橋梁や建築物の基礎地盤の耐力とか，土ダムや法而の安定などを調査し，合珪拍勺な設計

計算を行なうに当たって，基本となる土の強さや変形を測定するため，三軸試験が用いら

れる．三軸試験概は土の円柱状供試体の周辺に液圧を加え，かつ軸方向の圧力を加えて変

形破壊の経過を測定するもので，これから粘着力，摩擦角のより正しい値を求め，容萩変

化，間隙圧の影詈を調べることができるので最も優れた土の強度試験法とされ，土の破壊
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理論を立てるため必要なデータを得るのにも役立つ．

本所備え付けの概械は

(1) 供試体の径 7cm,高さ 20cm

(2) 供試体の径 3.5cm, 高さ 8cm

(3) 供試体の径 7cm, 高さ 17.5 cmと径 5cm, 高さ 12.5 cmの兼用型

の3種で， (2)は総璽絨約 60kg, 小型可搬式で現場測定に便利である．なお体積変化の・

厳密な測定ができるような 2重壁の圧縮室をもつ三軸試験検を試作した．

18. 土およびアスファルト混合物の三軸圧縮試験機

-Triaxial Compression Machines for Testing Soils and Bituminous Mixtures— 

土の圧縮，変形，破壊の経過を試験し，体積変化と間隙圧の影害を調べるため数種の三

軸圧縮試験檄を試作し実用化した．また舗装用アスファルト混合物の三軸圧結試験搬ぱ混

合物の粘着力と摩索角を測定し，舗装設計および施工の基準値を求める研究に使用されて

しヽる．

19. 定温室の設備

-Constant Temperature Room-

定温室は本宝と前宝の 2室からなり，その広さは本室が 27.9 m2, 前室が 7.5m2であ

る．温度は一10℃ から +30℃ までの範囲において土1℃ の箱度で，湿度は 80%以上

に調節することができる．

この定温室設備を用いて，長期荷重の下における土およびアスファルト混合物の変形，

流動および破壊に関する諸現象を中心とした研究が行なわれる．

20. 写真測量精密図化機 AutographA 7 
ー StereoplottingInstrument of Photogrammetry Autograph A 7ー

実体写真を用いて測定する方法は非常に広い利用範囲をもっている． しかし，この場合

高緒度の結果を得ようとすれば，カメラの性箆，撮影の諸元，図化機の検能などが重要な

要素となる．

本所は地上写真測鼠用カメラとして Zeiss製 C_]IBおよび Wild製 P20を，図化役

として Wild製 AutographA 7を備え，地図作製ばかりでなく各種の三次元測定に利用

している. A7は現在実体写真図化機としては最高の梢度を有する心ので，これに座摂印

字装置，テープ穿孔械，断面図作成装置などが付属している．

さらに新しく小型図化機および実休カメラも備え，近距離物体の測定，図化に供してい

る．

21. 床 版 試 験 機

-Slab Testerー

この試験楓は橋の床組，舗装版および建築構造物などの強さの実験を行なう目的で設置
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されたものである．従来の試験楓では平面的な拡がりをもっている供試体の強度試験は不

可能であったが，本試験機では 5.5mx10mの床版の試験が可能になり， しかも試験検

の最大荷重が 1台で lOOtであるので， 2台の床版試験機で 200tまでの荷重：を構造物に

作用させることができる．このため従来弾性範囲，微小変位でしかわからなかった床阪な

どの強度が破壊付近まで究明できるようになった．また荷重を任意の位置でかけるので，

捩り，曲げをうける時の構造物の強度，変形の研究が可能になった．

22. 多目的音響実験室

-Multi-Purpose Acoustic Laboratory— 

この実験室ぱ 2つの残尊室，無愕室，無音送風装置，測定室からなっている．無苦室ぱ

璧床，天井ともすべて吸音用クサビが取り付けてあり，音鰐機摺の較王，模型実験など

に用いられる．残響室の 1つは建槃材料の吸音率測定用のもので 25cm厚のコンクリート

壁に囲まれ，内部は総タイル張りで室容精は約 200m汽 500c/sで約 16秒の残愕時間を

持っている．もう一つの残愕室は無音送風装置からダクトを経てこの残惚室に送直したと

き，ダクト内，吹出口などのダクト系で発生する緊音を測定する室で空気の給排気孔を有

している．送風機は 600X600mm角ダクトに 20m/sの風速を出せる能力を持ち，送風

楔の音を SOdB消音する消音器が取り付けてある．

23. 防火試験室

ー TestingFurnace of Fire Protectionー

各種建築構造材料の防火性能を試験する設俯で屋内および屋外の椋準火災温度に加熱し

うろ都市ガスおよび重油火焙放射装置と送風僅設を有し，内外壁，屋根，天井，および床

の防火試験および難燃試験が可能で，実際の火災に近い状態で試験できるのが特色である．

24. 室内空気分布実験室

—Air Conditioning Lab。ratory—

本実験室は，約 5.5 mX7. 8mX2. 7mの測定室， 5.5 m X 1. 4 m X 2. 7 m の冷却加熟室

および機械室よりなる．測定室および冷却加熱室ほ屋外の影愕を少なくするため，外壁か

ら隔離して二重間仕切によって構成されているまた，測定室と冷却加熱室の間は，各種

の外壁に相当した材料に取換えられる．測定室ぱ室温 20-27℃，冷却加熱室は暖房実験

時ー5°c, 冷房実験時 40-50℃に保たれるよう，プロワ・コイ Jレおよび電熱コイルを備

え，サーモスタットにより制御される．楓械室には，これらの冷暖房連転のできる能力の

5 IP・ヒートボンプ・ユニットおよび送風機，循環水ボンプ，電熱ボイラなどが設置さ

れ，給気温度を一定に保つ制御装置を有している．この実験室を使用して，空気吹出口の

特性，室内気流分布および屋外負荷の室内への伝播問題などについて実験研究を行なって

しヽる．
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25. 気密水密および風圧強度試験装置

ー PressureChamber for Testing Strength and Air-Water-Tight 

of Building Elements— 
実物大サッシ，カーテン・ウォール部品などをとりつけうる (2.5X3. 0 mり圧力室iこ，

加庄および送風装置，スプレー装置，空気流星測定装置を付属せしめたもので，圧力は最

大 400kg/記程度である．流蜃測定は，一般にヒ° トー管および熱線風速計を用いるが，

とくに徴量の場合にはトレーサー (CO2) ガス法による．スプレーと同時に加庄をして水

密性を検討する．また，風庄1こ粗当する圧力をかけひづみおよび掠みを測定する．

26. 海岸工学実験用平面水そう

ー Installationof a vVave Basin for Studies in Coastal Engineeringー

千葉実験場内に設けたもので，幅約 40m, 長さ約 70m, 深さ約 20cmの長方形水そ

う．そこに周期 0.6秒以上，波高数 cm以下の波を発生させるような，幅 40mの造波

授および付属装置が俯えてある．波による海浜流に関する研究，港や川口の形状と波との

閲係iこ関する研究などがこの装置1こよって行なわれる．

B. 試作工場

所内各部の要求に応じて，研究：こ必要な檄被，器具などの設計，製作および改造を行な

う．試作工場の連営については＾教授総会で選出されたエ作委員長と各部逗出の委員とか

ら桐成されたエ作委員会があって重四事項を審議するまた工場長がおかれており，工作

委員長の監督の下に工場の業務を唸轄する．現在月平均 100件の作業を処理している．

a. 面積

役披工場

木工場および木材置場

ガラスエ作室

事務設計などの諸室

b. 設 備

521. 4m21 

303. 6m2 [ 

46. 2m2 I ,’計合 963.6m2 (千葉市の在来のエ巧）

92. 4m21 

機械加工，鍛造，溶接，板金，木工，ガラス細工，塗装などの作業設備を備え，主な機

枝類は約 60台で内訳（ま次の通り，

旋盤 10, フライス盤， 4, 平削盤 1, 立て削盤 1, 形削盤 3, 研削盤 5, ボーJレ盤 3,

歯切盤 3, シヤー 2, 析曲機 1, 3本ローJレ1,空気槌 1,電弧溶接機 1, 鋸盤 3, 超音

波加工 1, 概木工槻懐各種 7, 工具顕微鏡 1, 卓上槻控類 10.
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C. 図書室

本所開設以来千栞；こ：捻いては中央図古室および 5部の分室に別れていたが，麻布移転に

当たりこれを一個所にまとめることになった．すなわち本誼 2諮に下記のごとく総面積

618. 21m2における場所を古庫ならびに閲覧室にあてている．

本図書室の特長は本所の研究が理工学の広い分野に亘っていることを反映してこの広い

部門1こ亘る図蓄を有し，ことに外国雑誌とそのバックナンパー完備1こ力をそそいだ．また

研究者の希箪に応じてコピーを得るのに便利なようにしてある．図甚の分類は U.D.C.の

分類法などを参照した本所の研究に使宜な分類法によって浣ーされている．

1) 建物延面積（昭和 39年3月 31日現在）

:7JJ 月L 413. 25 m2 

教官閲立室 16. 53 rn2 

洋難誌閲覧室 72. 73 m2 

和雑誌閲虹室 56. 20 m2 

一般閲況 室 19. 83 m2 

事 務 室 39. 67 m2 

計 618. 21 m2 

2) 蔵悶数

洋 44,263 

和 杏 44,636 

計 88,899 

3) 外国学術雑誌

バックナンバーおよび現正予約痔読中のものは次のと認りである．

略 語 三丞之

I 第 1部購入雑誌 D 第 5部（土木）闊入雑誌

TI 第 2部
” ’’ K 第 5部（建築） II ／／ 

][ 第 3部 II 

" C 共通
” 

I/ 

IV 第 4部 II 

” 

備考 本目録は原則として 1963年までのものを登載する．

＊印は 1963年以降ひきつづき賭読のものを， 〔 〕は欠巻・号（イクリ

ック）・年を示す．
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A 
Acta Metallurgica 

*(IV) 4(1956)-11(1963) 

(C) 1(1953)-3(1955) 

Acustica 

*(I) 7(1957)-13(1963) 

*CK) 4(1954)-13(1963) 

(C) 4(1954)-6(1956) 

Advances in Physics 

*(C) 1(1952)-12(1963) 

AEG-Mitteilungen 

*(C) 1930-'38, 
41 (1951)-53(1963) 

A E G Progress 

(C) 1(1925)-14(1938) 

Aero Digest 

〔7,1-4〕

〔7,1-2, 6〕

〔5,1-4〕

(I) 69(1954)-72(1956) 〔69,1(1954)〕

Aeroplane and Commercial Aviation News 

(formerly : Aeroplane and aeronautics) 

*(I) 94(1958)-106(1963) 

Aero-space Engineering (now: Astronautics 

＆ aerospace engmeermg) 

(I) 18(1959)-21 (1962) 

A I A A Journal 
*(I) 1(1963) 

*(C) 1(1963) 

A. I. Ch. E. Journal 

see: Journal of A. I. Ch. E. 
Air Conditioning, Heating and Ventilating 

*(Iく） 55 (1958)-60 (1963) 

Aircraft Engineering 

*(I) 30(1958)-35(1963) 

*(C) 31(1959)-35(1963) 

All the Worlds Fighting Ships 

(C) 1901,'03-'08,'17, 
'19-'22,'26 

Allgemeine Vermessungs-Nachrichten 

*(C) 1950-1963 

Allgemeine W且rmetechnik

*(JI) 2(1951)-12(1963) 〔6,3(1955)〕

American City 

(C) 40(1929)-52(1937) 

American Dyestuff Reporter 

*(1¥7) 43(1954)-52(1963) 

American Gas Journal 
(IV) 119(1923)-133(1930) 〔121-122,126 

-131〕

American Institute of Chemical Engineers 

(IV) 7(1914)-33(1937) 〔12-32(1919-
1936)〕

American Journal of Physics 

(I) 22(1954) 
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American Journal of Science 

(C) 41(1916)-46(1918) 

American Machinist 

*(JI) 94(1950)-107(1963) 〔94,1-17(1950)〕

〔97,2(1953)〕

(C) 56(1922), 89(1945)-94(1950) 

Analyst 

*(IV) 79(1954)-88(1963) 

(C) 66(1941)-78(1953) 

analytical abstracts 

*(IV) 1(1954)-10(1963) 

Analytica Chimica Acta 

〔56apr. -dee. 
('22)〕

*(C) 11(1954 july)-29(1963) 

Analytical Chemistry 

* (N) 21 (1949)-34(1963) 

(C) 20(1948) 

Angewandte Chemie 

(N) 1(1888)-41(1931) 

*(C) 45(1932)-46(1933) 

62(1950)-75(1963) 

〔12,5 (1955)) 

Annalen der Chemie (see: Lie bigs annalen 
der chemie) 

(IV) 169(1873)-474(1929) 〔183,190ー267,

320, 327-420, 430-
435, 447-450〕

Annales de l'Institut d'Hydrologie et de 

Climatologie 

(D) 21 (1950) 

Annales de Physique 

(I) 9(1954)-10(1955) 

(C) 11(1956) 

Annual Review of Nuclear Science 

(I) 2(1952)-6(1956) 

Annual Review of Physical Chemistry 

(IV) 4(1953)-7(1956) 

Annual Survey of American Chemistry 

(IV) 3(1927)-10(1935) 〔6-9(1931-1934)〕

Applications and Industry 

*(IT) 13(1954)-69(1963) 〔29(1957)〕

*(ll[) 4(1953)-69(1963) 

Applied Chemistry Reports 

(1¥う 1(1916)-24(1939) 〔5-22(1920-

Applied Materials Research 
*(C) 

Applied Mechanics Reviews 

*(C) 5(1952)-16(1963) 

Applied Physics Letters 

(IIT) 1 (1962)-3(1963) 

1937)〕

〔5,1, 6(1952)) 
〔7,1〕



*(C) 1(1962)-4(1964) 〔2-3(1963)〕

Applied Scientific Research, section A 

*(C) 4(1954)-12(1963) 

Applied Scientific Research, section B 

*(C) 4(1955)-10(1963) 

Apotheker-Zeitung 

(C) 1(1886)-50(1935) 〔9,14, 32-44〕

Architects Journal 
*(K) 137(1963) 

Architectural Forum 

*(Iく） 92(1950)-119(1963) 〔93,2-6 (1950)〕
〔97,1, 6(1952)〕
〔98,1-2(1953)) 
〔100,6(1954)) 

(C) 76(1942)-89(1948) 

Architectural Record 
*(Iく） 106(1949) 

-133(1963) 

Architectural Review 

〔101,1-6(1954)〕

〔107,6 (1950)〕

〔109(1951)〕
〔112,1-3, 6 
(1952)〕
「113,1 (1953)〕
〔115,2-6 (1954)〕
〔118,1, 4-5 
(1955)〕
〔123,5, 6 (1958)〕
〔124,7, 8, 10-12 
('58)〕

*(K) 114(1952)-133(1963) 〔118,707 (1955)〕
Architecture d'Auiourd'lrni 

*(K) 1950-1963 

Archiv ftir das Eisenhtittenwesen 

*(C) 21(1950)-34(1963) 

Archiv der Elektrischen Dbertragung 

*(C) 1(1947)-17(1963) 

Archiv flir Elektrotechnik 

(JIT) 2(1914)-27 (1933) 

(C) 11(1922)-23(1930) 〔12-16,18, 20, 22〕

Archiv flir Experimentalle Pathologie und 
Pharmakologie 

(C) 1(1873)-34(1894) 

Archives Internat.ionales d'Histoire des 
Sciences 

*(K) 1(1947)-9(1956) 

11 (1958)-16(1963) 

Arms and Explosives 

(C) 2(1893)-26(1918) 

A R S Journal (formerly: Jet propulsion) 

(merged into A J A A journal) 

(I) 29(1959)-32(1962) 

(II) 31(1961)-32(1962) 

(C) 29(1959)-32(1962) 

Artilleristische Monatshefte 

(C) 1911-1913 

Artilleristische Rundschau 

(C) 1936-1939 

Arts and Architecture 

*(K) 69(1952), 72(1955) 

-80(1963) 

A S E A Journal 

(C) 6(1929)-16(1939) 

A S H R A E Journal (American Society of 
Heating, Refrigerating and 

Air-Conditioning Engineers) 
*(K) 1(1959)-5(1963) 

A S L E Transactions (American Society 

of Lubrication Engineers) 

*(II) 2(1960)-6(1963) 〔2,I (1960), 3, 

2(1960)〕
Astronautica Acta 

*(I) 5(1959)-9(1963) 

Astronautics (now: Astronautics & 
aerospace engineering) 

(I) 3(1958)-7(1962) 〔3,1-3(1958)〕

Astronautics & Aerospace Engineering 
*(I) 1(1963) 

A T M (Archiv flir Technisches Messen) 

*(C) 1945-1963 

Atomic Energy Newsletter 

(I) 1956-1958 

Atomics(see: Chemical and process 

engineering) 

(C) 7(1956)-10(1959 june) 

Atomics and Atomic Technology 

(I) 6(1955)-7(1956) 

A T Z (Automobiltechnische Zeitschrift) 
*(II) 57(1955)-65(1963) 

(C) 44(1941)-50(1948) 
Audio 

*(C) 35(1951)-47(1963) 

Automation and Remote Control 

-Avtomatika i Telemekhanika-USSR 

English Translation 
*(II) 

Automobile Engineer 

*(C) 42(1952)-53(1963) 〔45,1(1955)〕

Aviation Age (see: Space aeronautics) 
(I) 20(1953) 

22 (1954)-30 (1958) 〔22,1(1954)〕

〔23,6(1955)〕

〔26,1(1956)〕

〔27,3(1957)〕
Aviation Week 

*(I) 60(1954)-79(1963) 〔60,1-4(1954)〕
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＊（皿） 68(1958)-79(1963) 〔68,2-3, 9, 23〕

B 

Bauen+ vVohnen 
*(K) 15(1961)-17(1963) 

Bauingenieur 
(D) 17(1936)-32(1957) 〔18,20-25(1937-

1950)〕

*(K) 25(1950)-38(1963) 

(C) 11(1930)-25(1950) 〔11,43(1930)〕
〔13,49-50(1932)〕

〔14,15-16(1933)〕

〔19-23(1938-

1942)〕

Bauplannung und Bautechnik 

*(D) 8(1954)-17(1963) 

Bautechnik-Archiv 
(D) 19,17-1954 

Bautechnik 
*(D) 27(1940)-40(1963) 〔28(1951)〕

(K) 29(1952)-35(1958) 

(C) 1(1923)-9(1931) 

24(1947)-29(1952) uncomp. 

Bauwelt 
*(K) 1962-1963 

B B C Mitteilungen 
(C) 12(1925)-15(1928) 

Bell Laboratories Record 
*(ill) 19(1940)-41(1963) 〔20-21(1942-

1943)〕

〔23(1%1)〕
〔26-28(1948-

1950)〕

Bell System Technical Journal 
（皿） 10(1931)-36(1957) 〔21-27(1942-

1948)〕

(C) 20(1941)-25(1946) 〔21(1942)〕

Berg-und Hiittenm且nnischeZeitung 
(C) 39(1880)-60(1901) 〔40-41(1881-

1882)〕
〔57(1898)〕

Berichte der Deutschen Keramischen 

Gesellschaft 
(I¥り 29(1896),48(1915), 

50(1917), 54(1921)-

59(1926), 13(1932) 

Beton und Eisen 
(D) 21(1922)-38(1939) 

(C) 39(1940)-41(1942) 

Beton-und Stahlbetonbau 
*(D) 46(1951)-58(1963) 〔47(1952)〕
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*CK) 46(1951)-58(1963) 

Betonstein Zeitung 
*(D) 

Biochemische Zeitschrift 

(IV) 130(1922)-275(1935) 
(131, 142-143, 

150-151, 157, 166-

167, 169, 185, 202, 

239, 257-266) 

Blast Furnace and Steel Plant 
(IV) 7(1919)-24(1939) 〔13-20(1925-

1932)〕

*(C) 38(1950)-51(1963) 〔38,3(1950) J 
Brassey's Naval and Shipping Annual 

(C) 1923, 1926-1939 

Brennstoff-Chemie 
*(IV) 6(1925)-12(1931) 〔11(1930)〕

37(1956)-44(1963) 

(C) 23(1942)-24(1943) not p血〔25-29)

30(1949)-35(1954) 

B WIく (Brennstoff娼 me-Kraft)

(TI) 4(1952) 

*(C) 1(1949) 

3(1951)-15(1963) (1, 10-12(1949)〕

British Chemical Abstracts 
(IV) 1927-1938 

British Journal of Applied Physics 
*(C) 1(1950)-14(1963) 

British Journal of Photographic Almanac 
(TV) 1915-1937 

British Journal of Photography 
(IV) 73(1926)-84(1937) 〔76-77(1929-

1930)〕

British Welding Journal 
*(C) 1(1954)-10(1963) 

Brown Boveri Review 
*(C) 12(1925)-50(1963) 〔15(1928)〕

〔21(1934)〕

〔24-34(1937-

1947)〕

〔37,7〕

Bulletin of the American Institute of Mining 

and Metallurgical Engineers 
(IV) 1914-1919 (1917-1918〕

Bulletin of the American Railway 

Engineering Association 
(D) 13(1912)-33(1932) 

Bulletin de !'Association des Gaziers Be!ges 
(C) 61(1939) 

Bulletin de I'Association Internationale 

d'Hydro!ogie Scientifique 



*(D) 7(1962)-8(1963) ChEmical Al:stracts 
Bulletin de !'Association Suisse des *(IV) 1(1907)-59(1963) 〔10-11(1916-

Electriciens 1917)〕

*(DI) 45(1954)-54(1963) (C) 20(1926)-27(1933) 

Bulletin de I'Association Technique Maritime 32(1938)-35(1941) 

et Aeronautique 

*(C) 3(1892)-42(1938) 

1964 

〔13(1902)〕

〔30(1926)〕

〔33-34(1929-

1930)〕

〔38(1934)〕

〔40(1936)〕

Bulletin of A S T M (see: Materials 
research & standards) 

(I) 1953-1961 

(D) 1949-1961 

Bulletin of the Atomic Scientists 

(I) 10(1954)-11(1955) 

*(C) 12(1956)-19(1963) 

Bulletin of the International Institute of 
Refrigeration 

(IIり 1934-1936

Bulletin of the Seismological Society of 
America 
*(I) 46(1956)-53(1963) 

*(K) 50(1960)-53(1963) 

(C) 31(1941)-40(1950) 〔31,1-2(1941)〕

〔36,4(1946)〕

〔37,2(1947)〕

〔38,1-2(1948)〕

Bulletin de la Societe Chimique de Belgique 

(IIり 44(1935)-44(1939) 〔44,7〕

Bulletin de la Societe Chimique de Farance 

(IIう 1929-1939

Bus Transportation 
(D) 29(1950) 

C 

Canadian Journal of Chemical Engineering 
*(IV) 

Carnalls Berg-, Hiitten-und Salinenwesen 
(C) 1 (1854)-12(1864) 

Casabella 

*(K) 1961ー1963

Cement and Cement Manufacture 
(C) 5(1932)-11 (1938) 

Cereal Chemistry 
*(C) 29(1952)-40(1963) 

Chartered Mechanical Engineers (see : Proc. 

IM E) 
*(C) 1(1954)-10(1963) 

Chemical Engineering 
*(C) 57 (1950)-70(1963) 

Chemical Engineering News 

*(C) 29(1951)-41(1963) 

Chemical Engineering Progress 

*(II) 47(1951) 

49(1953)-59(1963) 〔47,2, lJ,-12 

(1951)〕

〔51,5(1955)〕

〔52(1956)〕

(IV) 44(1948)-51(1955) 〔47-48(1951-

1952)〕

〔51,6(1955)〕

* (C) 43(1947)-48(1952) 〔47(1951)〕

52(1956)-59(1963) 

Chemical Engineering Science 
*(C) 7(1957)-18(1963) 

Chemical Markets 
(IV) 1929-1932 

Chemical and Metallurgical Engineering 

(IV) 19(1918)-39(1932) 〔37〕

(C) 19(1918)-27(1922) 〔19pt. I〕

30(1924)臼 I 〔27pi. II〕

Chemical News 
(IV) 1(1860)-88(1904) 〔6-7,35, 65-75, 

80-8-1〕
(C) 29(1874), 34(1876) 

38(1878)-43(1881) 

85(1902), 87(1903) 

Chemical and Process Engineering 
*(II') 36(1955)-44(1963) 

Chemical Reviews 
*(C) 28(1941)-45(1949) 〔44(1949)〕

48(1951)-63(1963) 

Chemical Society Annual Reports 

(I¥う 1904-1937 ('05-'13,'23-'25, 

'27,'31-'32,'34-

'36〕

Chemical Titles 

*(I¥り 1961-1963

Chemical Trade Journal and Chemical 
Engineers 
(IV) 76(1925)-87(1930) 

98(1936)-106(1940) 

Chemie et Industrie 
(I¥う 12(1924)-14(1925) 〔12,1〕
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17-18(1927) 〔13,6〕

20(1928)-30(1933) 〔1'1,6〕

-Chemie-Ingenieur-Technik 

*(C) 14(1941)-35(1963) 

Chemiker-Zeitung 

(N) 2(1878)-65(1941) 

(C) 22(1898)-38(1914) 

・Chemische Berichte 
(N) 8(1875)-73(1940) 〔29,._w, 48-59, 65〕

*(C) 40(1907) Pt. N, 

46(1913) Pt. I -TII, 

47 (1914) Pt. I -II, 

61 (1928) Pt. I -II, 

62(1929) Pt. I -II, 
63(1930) Pt. I -II, 

68(1935) Pt. I, 

83(1950)-96(1963) 

Chemische Industrie 

(I¥り 1880-1939 〔1883-1920,

'26-'38〕

Chemisch-Technisches Repertorium 

(lV) 1911-1914 

Chemisches Zentralblatt 
*(lV) 1830-19且〔1897-1898〕

127(1956)-

134(1963) 

(C) 1907 Pt. II (2)-

1914 Pt. I (2) 

123(1952)- 〔126,51-52 

126(1955) (1955)〕

Chemistry and Industry 

(II「) 1952 〔認〕

*(C) 1950, 1952-1963 

Chimica e l'Industria 

(I¥り 17(1935),21(1939) 

C I B Bulletin (see: Way ahead) 

*(D) 

'.::ivil Engineering 
*(D) 1(1931)-11(19,11) 

19(1949)-33(1963) 

(C) 1(1931)-4(1934) 

11 (1941)-19(1949) 

Pt. 1 

Civil Engineering and Public Works Review 
*(D) 4,1(1949)-58(1963) 〔45,526-7('50)〕

・Coal Age 

〔45,529-30 ('50)〕

〔46,543,546('51)〕

(lV) 1(1911)-43(1928) 〔2-4,11-16, 

23-37〕

・Coal Merchant and Shipper 
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(C) 46(1923) 

48(1924)-77(1938) 

Colliery Engineering 

(C) 36(1915) 

Colliery Guardian 

(IV) 1930-1941 

〔46,jan. -apr. 

('23)〕

(C) 115(1918)-118(1919), 

143(1931), 1'18(1934)-155(1937), 

156(1938) Pt. I, 157(1938)Pt. JI, 

158(1939) Pt. I 

Communication and Electronics 

(JI) 1959-1960 

*(I[) 1954-1963 

Communication News (see: Philips 

telecommunication review) 

(fil) 15(1955)-16(1956) no. 4 

Comptes Rend us Hebdomadaires des Sもances

de l'Acadもmiedes Sciences 
*(C) 234(1952)-

257(1963) 

Computer Design 
*(I[) 

Computer Journal 
*(I[) 1(1958)-6(1963) 

Computers and Automation 
*(C) 4(1955)-12(1963) 

Concrete 
(Ii') 1918-19冷〔1919-1928)

(C) 38(1931)-46(1938) 

Concrete and Constructional Engineering 

(C) 26(1931)-33(1938), 

35(1940) 

Construction l¥lethods and Equipment 
*(D) 43(1951)-45(1963) 

Contractor 
*(C) 1962-1963 

Control Engineering 

*(JI) 1(1954)-10(1963) 

*(I[) 3(1956)-10(1963) 

Corrosion with Materials Protection 

*(IV) 10(1954)-19(1963) 

D 

D辻amation
*(I[) 5(1959)-9(1963) 

Dautsche Bauzeitschrift 
*(K) 10(1962)-11(1963) 

Deutscher Ferein von Gas-und 

Wasserfachm且nnern

(IV) 1907-1910 



Dingler's Politechnisches Journal 
(C) 119-293(1894) 〔174,235-245, 

247, 267, 269, 280, 
282,284,286,288, 

290,292〕

Direct Current 
*(IIT) 2(1955)-8(1963) 〔2,1-3(1955)〕

Dock and Harbour Authority 
*(D) 4(]924)-20(1940) 

30(1949)-43(1963) 

Draht-T¥Telt 

(II) 47 (1961) 

Dyer 

(IV) 1932-1934 

Electric Journal 

E 

(C) 3(1906)-35(1938) 

Electric Light and Power 
*(IIT) 33(1955)-42(1963) 

Electrical Communication 
*(IIT) 4(1925)-38(1963) 〔12-19(1933-

19-!1)〕
Electrical Engineering 

*(IIT) 50(1931)-82(1963) 〔60-68(19.Jl-

1948)〕
*(C) 50(1931)-82(1963) 〔56(1937)〕

〔68Pt. II (1949)〕
(69-70(1950-

1951)〕

〔79,7(1960)〕

Electrical Engineering Abstracts 
(see: Science abstracts; section B) 

Electrical Review 

(C) 62 Pt. I (1908) 

Electrical World 

*Cm) 132(1949)-

160(1963) 

(C) 51 (1908)-101 (1933) 〔51Pt. II (1908)-

58(1912)〕

〔70(1917)〕

〔85(1925)〕

〔101Pt. II (1933)〕
Electrician 

(C) 67(1911)-99(1927) 〔75(1915)〕

Electrochemical Society Preprint 

(IV) 1922-1939 

Electronic Engineering 
*(C) 23(1951)-35(1963) 

Electronic and Radio Engineer 

(see: Electronic technology) 

（皿） 36(193 9) 

Electronic Technology 

(formerly: Electronic & radio engineer 
incorporating Wireless engineer) 
(see: Industrial electronics) 

（皿） 37 (1960)-39(1962) 

Electronics 
*(皿） 1(1930)-36(1963) 〔10-11(1937-

1938)〕

〔14-21(1941-

1948)〕

*(C) 13(1940)-36(1963) 〔23(1950)〕

Electonics Reliability & Microminiaturization 
*(皿） 1(1962)-2(1963) 

*(C) 

Electroplating and Metal Finishing 

*(C) 16(1963) 

Elektrische Balmen 
*(C) 34(1963) 

Elektronische Rechenanlagen 
*(TII) 3(1961)-5(1963) 

E!ektro-Technische Zeitschrift 
(C) 34(1913)-65(1944) 〔36-43(1915-

1922)〕

ausg. A 

〔46(1925)〕

〔60-62(1939-

1941)〕

＊（皿） 3,1(1913)-84(1963) 〔36-41(1915-

1920)〕

ausg. B 
＊（皿） 6(1954)-15(1963) 

Engineer 

〔63-68(19-12-

1947)〕

*(C) 56(1883)-216(1963) 〔57-62(188-1

-1886)〕

〔64-66(1887-

1888)〕

〔68(1889)〕

[73-75(1892—
1893)〕

〔79-80(1895)〕

〔87(1899)〕

〔103(1903))

〔119-121(1914-

1916)〕

〔131(1921)〕

〔139(1925)〕

〔142(1926)〕

〔148(1929)〕
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Engineering 

(IV) 109(1920)-154(1937) 

(D) 79(1905)-81(1906) 

85(1908)-98(1914) 

(159-160(1936)〕

〔165-192(1938-

1951)〕

*(C) 34(1882)-196(1963) 〔35-37(1883-

1884)〕
〔39-41(1885-

1886)) 

〔43-44(1887)〕

(47(1889)〕

〔52(1891))

〔56(1893)〕

〔71(1901)) 

〔147(1939)〕

〔152-170(1941-

1950)) 

〔185,4799〕

Engineering Magazine 

(IV) 1910-1917 

Engineering and Mining Journal 

(C) 50(1890)-134(1933) 〔129-132(1930-

1931)〕

Engineering and Mining vVorld 

(IV) 1930-1931 

Engineering News 

(D) 41(1899)-77(1917) 〔66(1911)〕

Engineering-News Record 

*(D) 78(1617)-127(1941) 〔128-142(1941-

1948)〕
143(1949)-

171(1963) 

(K) 148(1952)-

157(1956) 

(C) 45(1901)-143(1949) 〔49-50(1903)〕

〔57(1907)〕

Engineering Practice 
(C) 1-4 

Engineering Progress 
(C) 2(1921)-4(1923) 

Engineering World 

(C) 13(1918)-18(1921) 

Escher-wyss News 

(C) 3(1930)-5(1932) 
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〔111-126(1933-

1941)〕

〔128(1942)〕

(132(1944)〕

E T M (Elektrotechnik und Maschinenbau) 

(C) 38(1920)-42(1924) 

Experimental Mechanks 
*(JI) 3(1963) 

F 

Factory: the magazine of management 

(C) 37(1926)-39(1927) 

Factory and Industrial Management 

(C) 75(1928)-83(1932) 

Factory Management and Maintenance 

(lV) 1936-1939 

Felsmechanik und Ingenieurgeologie 

* (I) 1 (1963) 

Fette und Seifen 
*(IV) 54(1952)-65(1963) 

Flight 

*(I) 65(1954)-66(1954) 

73(1958)-84(1963) 

Fonderie 
(II) 1954-1955 

Food Engineering 

(IV) 30(1958) 

Food Industries 

CW) 1936-1940 
Food Technology 

(IV) 13(1959)-17(1963) 

Forschung 
*(C) 11(1940)-29(1963) 〔15(1944)〕

-forsclrnngsheft 
*(C) 11(1940)-29(1963) 〔15(1944)〕

Foundry 

*(C) 78(1950)-91(1963) 〔78,1 (1950)) 

Foundry Trade Journal 
*(C) 40(1929)-115(1963) (42-91(1930-

1951)〕

Frequenz 

*(C) 1(1947)-17(1963) 〔4,2-3(1950)) 

〔5,1(1951)〕

F T Z (see: N T Z) 

Fuel: journal of fuel science with 

combusion & flame 
*(IV) 35(1956)-42(1963) 

G 

Gas Age 

(IV) 81(1939)-84(1939) 

(C) 85(1940) 

Gas Industry 

(lV) 9(1928)-18(1937) 〔14-17(1933-



Gas Journal 

(IV) 1930-1931 

Gas and Oil Power 

(IV) 1937-1938 

Gas Salesman 

(I¥り 13(1934)-18(1939)

Gas-Teknikeren 

(IV) 1936-1940 

Gas Times 

(IV) 1938-1939 

Gas Turbine 

*(JI) 4(1963) 

Gas-und Wasserfach 

1936)〕

* (IV) 1924-1941 (1929-1930〕

97 (1956)-104(1963) 

(C) 80(1937)-81(1938) 

Gas World 

(I¥') 1915-1919 

Gaz 

(IV) 1935-1938 

General Electric Review 

(ill) 44(1941)-60(1957) 〔56may, july, 

(C) 13(1910)-41 (1938) 

Genie Civil 

*(D) 76(1920)-97(1930) 

sept.,nov. (1953)〕

〔57may(1954)J 

〔58may(1955)〕

〔60may(1957)〕

127(1950)- 〔137,11〕

140(1963) 

(C) 1 (1880)-128(1951) 〔62(1912-1913)〕
[76—91 (1920-
1927)) 
〔96-97〕
〔99-111(1931-
1937)〕
〔115-117〕
〔122,123, 125〕

Geologie und Bauwesen 

(now : Felsmechanik und 

ingenieurgeologie) 

(I) 25(1960)-28(1962) 〔25,1〕

Geophysical Magazine 

(C) 1 (1926)-12(1939) 〔11(1937)〕

Geotechnique 

*(I) 11(1961)-13(1963) 

*(D) 3(1953)-13(1963) 

(C) 1 (1948)-3(1953) 

Gesundheits-Ingenieur 

(JI) 73(1952)-76(1955) 

*(C) 77(1956)-84(1963) 

Get Gas 

(IV) 1937-1939 

Giesserei 
(JI) 37(1950)-42(1955) 

(C) 25(1938)-36(1949) 〔29,25(1942))

Glass Technology (formerly :Journal of 

society of glass technology) 

*(IV) 1(1960)-4(1963) 

Gliickauf 
(IV) 1905-1941 (1915-1923〕

Gliickauf. Berg-und Hiittenmannische 

Zeitschrift 

(C) 41(1905)-46(1910) 〔43(1907)〕

Grinding and Finishing 

*(JI) 4(1959)-9(1963) 

Gummizeitung 
(C) 19(1904)-27(1913) 〔23-26(1908-

1912)〕

H 

Heating, Piping and Airconditioning 

*(K) 24(1952)-35(1963) 

(C) 3(1931)-25(1953) 〔14-16(1942-

1944) l 

〔7,1, 4(1935) J 

〔23,2(1951) J 

Heating and Ventilating (see: Air-

conditioning and heating and ventilating 

engineer) 

(K) 47(1950)-54(1957) 〔47jan.-june 

('51)〕

〔51mar. (1954)〕

(C) 22(1925)-27(1930) 〔46,1-6(1949)) 

46(1949)-47(1950) 〔47,7-12(1950)〕

Heating and Ventilating Eコgineer
(C) 23(1949)-24(1950) 〔23jan. -july 

('49)〕

〔24aug.-dec. 

('50)〕

Heizung, L廿ftung,Haustechnik 

*(C) 1 (1950)-14(1963) 

Helvetica Chimica Acta 

(IV) 1928-1938 (1935-19361 

*(C) 25(1942)-46(1963) 〔38.8(1955)〕

Highways and Bridges and Engineering 

Works 

*(D) 1956-31(1963) 

Horological Journal 

*(JI) 95(1953)-105(1963) 

Houille Blanche 
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*(D) 7(1952)-18(1963) 

House and Home 

(K) 3(1953)-8(1957) 

n゚.3 〔4(1953)〕
H. T. E. A. (Hochfrequenztechnik und 
elektroakustik) 
*(C) 72(1963) 

Hydraulic Pneumatic Power & Control 
*(JI) 9(1963) 

Hydraulics and Pneumatics 

*(JI) 15(1962)-16(1963) 

I 

I E E E International Convention Record 
*(TII) 1955-1957 

6(1958)-11 (1963) 

(C) Pt.1-6, 9, 10(1953) 
IEEE T ransact10ns 

(see: Transactions I E E E) 

I E E E Wescon Convention Record 
*(C) 3(1959)-7(1963) 

Illuminating Engineering 

(K) 45(1950)-57(1962) 〔45,1-7(1950)〕

(46, 7-10(1951)〕
*(C) 47(1952)-58(1963) 

India-Rubber Journal 

(IV) 1929-1936 (1930-1933〕
Indian Rubber World 

(IV) 1922-1926 

Industrial Chemist 

(IV) 1937-1940 
Industrial Electronics 

(incorporating Electronic technology) 
*(C) 1(1962, oct.-1963) 

Industrial and Engineering Chemistry 
*(II) 45(1953)-55(1963) 

*(IV) 9(1917)-55(1963) 〔29(1937))

〔32-39(1940-

1947)〕
47, 11 (1955)〕

(C) 8(1916)-44(1952) 〔16(1924))

analytical edition 
(N) 1(1929) 

10(1938)-11 (1939) 

〔22-32(1930-
1940)〕

(39 Pt.1 (1947)〕
(41-43(1949-

1951)〕

(C) 1(1929)-19(1947) 〔5-11(1933-

1939)〕
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news edition 

(C) 1(1923)-7(1929) 〔2-3(1924-1925)〕
Industrial Finishing 
*(C) 15(1963) 

Industrial Heating Engineer 

(C) 11(1949)-12(1950) 〔11jan.-june 

(1949)〕

〔12feb. mar. 
aug.-dec. 

(1950)〕
Industrial Laboratories 

(C) 6(1955)-7(1956) 

Industrial Management 
cc) 58(1919)-61(1921) 

Ingenieur-Archiv 
(D) 18(1950)-19(1951) 

*(K) 27(1959)-32(1963) 
*(C) 12(1941)-32(1963) 

Institution of Engineers and Ship Builders 

in Scotland 

(C) 64(1920)-83(1940) 〔67-68(1923-

1924)〕

[73-74(1930—
1931)〕

Instruments and Automation (see: 

Instruments and control systems) 

(C) 6(1933)-22(1949) 

27(1954)no.7-11 
28(1955)-32(1959) no. l 

Instruments and Control Systems 
*(C) 32(1959) no. 2-36 

(1963) 

Instrument Practice 
*(C) 6(1952)-17(1963) 〔7(1953)〕

Interavia 
*(I) 15(1960)-18(1963) 

*(C) 1(1946)-18(1963) 

Interavia Air Letter 
*(I) 1960-1963 

International Aerospace Abstracts 

*(I) 1(1961)-3(1963) 

International Association for Testing 
Materials 
(C) 1912 

International Civil Engineer and Contractor 
(now: Contractor) 
(D) 13(1961)-14(1962) mar. 

International Journal of Applied Radiation 

and Isotops 
*(IV) 2(1957)'-14(1963) 

International Journal of Mechanical Scfence 



*(I) 1(1960)-5(1963) 

International Journal of Production Research 

*(lI) 

International Shipbuilding Progress 

(lI) 1(1954)-6(1959) 

International Solid State Circuit Conference 

*(C) 2(1959)-6(1963) 

Iron Age 

(IV) 93(1914)-140(1938) 〔109-131,133-

138〕

*(C) 165(1950)-

192(1963) 

Iron and Coal Trade Review 

(C) 84(1912)-130(1935) 〔122pt. 1I 
(1931)〕

Iron and Steel 

〔104-121(1922-

1930)) 

〔123-127pt. I 

(1931-1933)〕

(IV) 25(1952)-36(1963) 〔28,7(1955)〕

Iron and Steel Engineer 

*(JI) 37(1960)-40(1963) 

*(IV) 

Iron and Steel Industry 

(IV) 1931-1933 

Iron Trade Review 
(C) 54(1914)-69(1921) 

I S A Journal (Instrument Society of 

America) 
*(I) 6(1959)-10(1963) 

I S I S: An international review devoted to 

the history of science and its cultural 

influence 
*CK) 48(1957)-54(1963) 

J 

Jahr-Berichte der Chemishen Technologie 

(IV) 1870-19印〔1874-1877〕

Jahrbuch der Schiffbautechnischen 

Gesellschaft 
(JI) 6(1905)-50(1956) 〔22-28(1921-

1927)〕

〔31-36(1930-

1935)) 

〔38(1937)〕

*(C) 1(1900)-42(1941) 〔22-26(1921-

1925)〕

51 (1957)-56(1962) 〔36(1935)〕

〔38(1937)〕

Jet Propulsion(see: A R S journal) 

(I) 25(1955)-28(1958) 
(][) 28(1958) 

(C) 1(1930)-22(1952) 

Joint Computer Conference 

*(C) 20(1961)-24(1963) 〔22(1962)〕

Journal of the Acoustical Society of America 

*(I) 22(1950)-35(1963) 〔22,1-3(1950)〕

*(][) 22(1950)-35(1963) 

(K) 24(1952)-34(1962) 
(C) 11(1940)-21(1949) 

Journal of the Aero-space Science 

(formerly : Journal of the aeronatical 

science) (merged into A I A A journal) 

(I) 12(1945)-29(1962) 〔12,5-12(1945)〕
(C) 7(1940)-24(1957) 

25(1958)-29(1962) 

Journal of Agricultural and Food Chemistry 

(N) 4(1956)-11(1963) 

Journal of American Ceramic Society 

*(N) 17(1934)-23(1940), 

24(1941) no. 2与，

37(1954)-46(1963) 

bulletin 

*(N) 12(1933)-20(1941) 〔12-20many 

lacks〕

33(1954)-42(1963) 〔34,10-11 (1955)〕

Journal of the American Chemical Society 

*(N) 1 (1879)-85(1963) 〔14(1892)〕

(C) 33 Pt.I(1911), 

48(1926)-52(1930) 

61 Pt. JI (1939), 
63(1941)-71 (1949) 

〔62,3(1940)〕
〔64-71(1942-
1949)〕

Journal of the American Concrete Institute 

*(D) 1949-1963 
*CK) 1954-1963 

Journal of American Institute of Chemical 

Engineers (now : A. I. Ch. E. journal) 

*(JI) 5(1959)-9(1963) 〔5,2〕

*(N) 2(1956)-9(1963) 

Journal of American Institute of Electrical 

Engineers 

(C) 39(1920)-49(1930) 

Journal of American Oil Chemists Society 

*(N) 31(1954)-40(1963) 

Journal of the American Rocket Society 

(I) 1943 feb. -1952 日946,68-69〕

〔1947,75-76〕

Journal of the American Society of 

Mechanical Engineers 
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(C) 38(1931) 

Journal of the American Society of Naval 
Engineers 

(C) 26(1914)-67(1955) 〔33(1921)〕

〔36-38(1924-

1926)〕
〔40-41(1928-

1929)〕

〔45-48(1933-
1936)〕
〔51-61(1939-
1949)〕

Journal of American Water・works 
Association 

*(N) 46(1954)-55(1963) 

Journal of the American Welding Society 
(see: Welding journal) 

(N) 10(1931)-11 (1932) 

(C) 3(1924)-10(1931) 

Journal of Applied Chemistry 
(N) 1(1951)-2(1952) 

* (C) 2(1952)-13(1963) 

Journal of Applied Mathematics and 
Mechanics 

*(C) 22(1958)-27(1963) 

Journal of Applied Mechanics (now: Trans. 
A S M E, series E) 
*(I) 17(1950)-30(1963) 

*(II) 17(1950)-22(1955) 

25(1958)-30(1963) 

(D) 16(1949)-24(1957) 〔16,1-2(1949)〕

(K) 21(1954)-29(1962) 〔27,1-2〕

*(C) 1(1933)-24(1957) 〔15-17(1948-
1952)〕
〔18,2〕
〔19(1952)〕

26(1959)-30(1963) 
Journal of Applied Physics 

(I) 21(1950)-33(1962) 
(II) 25(1954)-26(1955) 

*(llI) 20(1949)-34(1963) 〔20pt. I (1949)〕

〔21pt. II (1950)〕
(I¥り） 1939-1941 

*(C) 13(1942)-34(1963) 〔21-22(1950-

1951)〕

〔20pt. II (1949)〕
Journal of Applied Polymer Science 

*(N) 1(1959)-7(1963) 〔3,1-6〕

Journal of Astronautical Science 
*(I) 7(1960)-10(1963) 

Journal of Basic Engineering 

(see: Transactions of A 3 M E; ser. D) 
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Journal of Biological Chemistry 

(N) 35(1918)-95(1932) 〔36-49,55-84, 

89-94〕
218(1956)-

229(1957) 

Journal of the British Institution of Radio 
Engineers 

*(C) 3(1942)-26(1963) 〔10(1950)〕

Journal of British Interplanetary Society 
*(I) 1(1934)-14(1955) 

17 (1959)-19(1963) 〔17,5〕

Journal of British Nuclear Energy 
Conference 
(II) 3(1958)-6(1961) 

Journal of British Nuclear Energy Society 
*(II) 1(1962)-2(1963) 

Journal of Chemical Education 
*(IIり 1930-1938

1964 

Journal of Chemical and Engineering Data 
*(N) 7(1962)-8(1963) 

Journal of Chemical Physics 
*(C) 8(1940) 

18(1950)-39(1963) 〔8pt. I (1940)〕

〔27,1(1957)〕
Journal of Chemical Society 

(N) 1914-1925 『15-'21,'23-'24)

*(C) 1932-1963 日936-1945〕

Journal of Electroanalytical Chemistry 
*(N) 1(1959/60)-6(1963) 

Journal of the Electrochemical Society 
*(C) 93(1948)-110(1963) 〔98(1951)〕

Journal of Electronics and Control 
*(JlI) 1(1955) july-

2(1955) 

4(1958)-15(1963) 

Journal of Engineering for Industry 
(see: Transactions of A S M E; ser. B) 

Journal of Engineering for Power 

(see : Transactions of A S M E; ser. A) 
Journal of Fluid Mechanics 

*(II) 1(1956)-17(1963) 

Journal de Four Electrique et des 
Industries Electrochimiques 
*(N) 1956-1963 

Journal of the Franklin Institute 
(N) 1938 

*(C) 233(1942)-

276(1963) 

Journal of General Chemistry of the USSR 
*(N) 32(1963) 



Journal of Geophysical Research 
*(D) 64(1959)-68(1963) 

Journal of Heat Transfer 

(see : Transactions of A S M E; ser. C) 

Jornal of Inorganic and Nuclear Chemistry 
*(N) 13(1960)-25(1963) 

Journal of the Institute of Metals 

*(N) 14(1915)-92(1963) 〔44,48, 51-53, 

56-61, 66-70, 

72-75〕

(C) 38(1927)-76(1950) 〔38pt. I (1927)〕

〔39pt. IT (1928)〕
〔40-65(1929-

1939)〕

〔75(1949)〕

Journal of Institute of Navigation 
(IT) 14(1961) 

Journal of the Institute of Petroleum 
*(N) 41(1955)-49(1963) 

(C) 32(1946)-40(1954) 

Journal of the Institution of Civil Engineers 

(C) 13(1939)-36(1951) 〔15,3(1941)〕

〔18,18(1942)〕

〔19,4(1943)〕

〔20,7(1943)〕

〔23,1(1944)〕

〔24,6-8(1945)〕
〔25,2(1945)〕
〔26,5-7(1946)〕
〔27,3(1947)〕
〔28,7-8(1947)〕
〔31,2-3(1948-9)〕
〔32,7(1949)〕
〔34,7(1950)〕
〔36,6(1950)〕

Journal of Institution of Electrical Engineers 
(C) 1 (1913)-4(1958) 

Journal of the Institution of Heating and 
Ventilating Engineers 

*(C) 1955-1957 

25(1958)-31(1963) 

Journal of the Iron and Steel Institute 
*(IT) 197(1961)-201(1963) 

*(N) 63(1903)-201(1963) 〔64-75,77-78, 94-

96, 98-101, 103-

124, 126-127, 129-

135, 137-169〕

(C) 141(1940)-

169(1951) 

Journal of入fathematicsand Physics 

*(C) 38(1959)-42(1963) 

Journal of the Mechanics and Physics of 

Solids 
*(I) 1(1952)-11(1963) 

*(11) 1(1952)-2(1954), 11(1963) 

*(K) 7(1958)-11(1963) 

Journal of Metals 
*(IV) 3(1952)-15(1963) 

Journal of Nuclear Energy, Pt. "A & B". 

Reactor Science and Technology 
*(C) 1(1954)-17(1953) 

Journal of Nuclear Materials 

*(IV) 2(1960)-10(1963) 

Journal of the Optical Society of America 
*(I) 14(1927)-53(1963) 〔25,4(1938)〕

〔26,4(1939)〕

〔31,8-12(1944)〕

(IV) 20(1930)-24(1934) 

(C) 11(1925)-39(1949) 〔17-19(1928-

1929)〕

〔26-30(1936-

1940)〕

Journal of Organic Chemistry 
*CC) 13(1948)-28(1963) 〔15(1950)〕

Journal of Photographic Science 
*(IV) 1 (1953)-11 (1963) 

Journal of Physical Chemistry 
*(C) 45(1941)-67(1963) 〔53-54,1-2 

(1949-1950)〕

Journal de Physique 
(C) 1(1911)-4(1914) 〔3(1913)〕

Journal de Physique et le Radium 

(I) 15(1954)-16(1955) 

Journal of Polymer Science 
*(IV) 8(1952)-56(1962) 〔8,3(1952)〕

Pt. A; General Paper 
1(1963) 

Pt. B; Polymer Letter, 
1(1963) 

Pt. C; Polymer Symposia 

1963 

(C) 1(1946)-7(1951) 

Journal fur Praktische Chemie 
(IV) 31(1885)-123(1929) 〔35-36,97-120〕

Journal of Prestressed Concrete Institute 

*(D) 8(1963) 

Journal of Research of the National 
Bureau of Standards 

Section A; Physics and Chemistry 

11 B; Mathematics and Mathematical 

Physics 

11 C; Engineering and Instrumenta-
tion 
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D; Radio Propagation 

*(C) 28(1942)-67(1963) 

Journal of the Royal Aeronautical Society 

*(I) 58(1954)-59(1955) 

63(1959)-67 (1963) 

*(C) 45(1941)-54(1950) 

60(1956)-67(1963) 

Journal of the Royal Institute of British 

Architects 
*(K) 58(1951)-70(1963) 

Journal of Royal Society of Arts 

(C) 74(1926)-81(1933) 

Journal of Scientific Instruments 
*(C) 18(1941)-40(1963) 

Journal of Ship Research 

* (I1) 4(1960)-7 (1963) 

Journal of the Society of Architectural 
Historians 
*(K) 18(1959)-22(1963) 

Journal of the Society of Dyers and 

Colourists 

*(IV) 39(1923)-79(1963) 〔40(1924)〕
〔49-68(1933-
1952)〕
〔69pt. I (1953)〕

Journal of Seciety of Glass Technology 

(see: Physics and chemistry of glasses; 

Glass technology) 
(IV) 38(1954)-43(1959) 

Journal of the Society of Motion Picture 

(C) 37(1941)-53(1949) 〔37ian. -oct.〕

〔43july-dec. 
(1944)〕

Journal of the Society of Motion Picture 

and Television Engineer 
*(IT) 58(1952)-72(1963) 

Journal of Society for Non-Destrucive 

Testing (see: Non-destructive testing) 

Journal of Sound and Vibration 
*(C) 

Journal of the United States Artillery 
(I1) 50(1919)-56(1922) 

(C) 38(1912)-4り(1913)

K 

Kolloid Zeitschrift mit Kolloid chem. Beiheft 

*(l¥う 145(1956)-

193(1963) 

(C) 96(1941)-124(1951) 

L 

Laboratory Practice 
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*(I¥り 11(1962)-12(1963) 

Liebigs Annalen der Chemie (Justus) 

*(N) 

Light Metals 

*(C) 13(1950)-26(1963) 〔20,1-3, 6 

(1957)〕

Lublication Engineering 

*(C) 13(1957)-19(1963) 

Liiftfahrt-forschung 

(C) 11(1934)-18(1941) 

Lliftfahrttechnik 
*(I) 5(1959)-9(1963) 

M 

Machinery (A) 

(IT) 56(1949) no. 3-1゚ 〔58,9(1952)) 

58(1952) no. 6-10 

*(C) 65(1959)-69(1963) 

Machinery (E) 

*C rr) 79(1952)-103(1963) 

Magazine of Concrete Research 

*(K) 6(1954)-15(1963) 

Makromolekulare Chemie 
*(I¥「) 1(1945)-69(1963) 

Marconi Review 

*(C) 8(1945)-26(1963) 〔12(1949)〕

Marine Engineer 

(C) 12(1907)-13(1908), 

36(1913-1914) 

aug.-ju!y 『27june-dec.) 

41 (1917)-49(1927) 

Marine Engineering 

(C) 8(1903)-27(1922) 〔11-13(1906-

1908)〕

Marine Engineering and Shipping Age 

(C) 27(1922)-38(1933) 

Marine Engineering and Shipping Review 

(C) 56(1951)-57(1952) 

Materialprlifung 

*(C) 3(1961)-5(1963) 

Materials Evalution 

(formerly: Non-Destructive Testing) 

*(I) 22(1964) 

*(ill) 22(1964) 

Materials Research & Standards 

(superseded Bulletin of A S T M) 

*(I) 1(1961)-3(1963) 
*(D) 1(1961)-3(1963) 

Mathematical Tables and other Aids to 

Computation(see: Mathematics of 

computation) 



(C) 1(1943)-13(1959) 

Mathematics of Computation 

*(C) 14(1960)-17(1963) 

Mathematische Zeitschrift 

(C) 35(1932)-41 (1936) 

McGraw-Hill Digest 

(C) 8(1953) 

Measures et Control Industriel 

(JI) 17(1952)-21(1956) 〔19,211 (1954)〕

Mechanical Engineer 

(C) 30(1912)-37 (1916) 〔39-I (1912)〕

〔37-JI (1916)〕

Mechanical Engineering 

*(C) 44(1922) no. 1-11 

mar.-nov. 

45 no. 3-4 mar. -

apr. (1922) 

46(1923)-47(1924) 

49(1927)-51(1929) 

53(1931)-59(1937) 

63(1941)-66(1944) 

71(1949) no. 7-72 

(1950) no. 5 

74 no. 14(1952)-

85(1963) 

Mechanical World 

(JI) 77(1925)-84(1928) 

June 
(C) 61(1917)-84(1928) 

Mechanization 

(C) 1949-1950 many lacks 

Melliand Textileberichte 

*(IV) 37 (1956)-44(1963) 

Memoires Scientfiques de la Ravue de 

Metallurgie 

*(ll') 56(1959)-60(1963) 

Messtechnik 

(C) 6(1930)-9(1933) 

Metal Finishing 

*(C) 49(1951)-61(1963) 〔49feb. (1951)〕

〔58,1-3, 5-6 

Metal Finishing Abstracts 

*(JI) 

Metal Finishir.g Journal 

*(C) 9(1963) 

Metal Industry 

*(C) 76(1950)-103(1963) 

Metal Progress 

(1960)〕

*(C) 57 (1950)-84(1963) 〔77,5〕

Metal Technology 

(IV) 6(1939) 

Metall 

*(IV) 10(1956)-17(1963) 

Metall und Erz. 

(IV) 24(1927)-34(1937) 〔26(1929),

33(1936)〕
Metalloberfl且che

*(II) 8(1954), 12(1958)-

17(1963) 

(I¥り 6(1952)-11(1957) 〔9,8(1955)〕
Metallurgia 

(IV) 4(1907)-8(1911) 

*(C) 41(1949)-66(1963) 〔41jan.-nov. 

(1949)〕

〔42july・dec. 

(1950)〕

〔53apr. (1956)〕；

Metallurgical and Chemical Engineering 

(IV) 9(1911)-18(1918) 〔1914〕

(C) 13(1915)-18(1918) 

pt. I 
Metallurgical Reviews 

(II) 3(1958) 〔1-8〕

Metropolitan Vickers Gazette 

(C) 9(1925)-11(1929) 

14(1933)-17 (1938) 
Microtechnic 

*(II) 12(1958)-17(1963) 

Mining Engineering 

(II) 5(1953) 〔1-3(1953)〕
Mining and Metallurgy 

(IV) 1 (1920)-15(1934) 〔6(1925)〕

(C) 1920-1921 

Mining Press 

(C) 110(1915) 

Mining and Scientific Press 

(C) 100(1910)-

123(1921) 〔104(1912)〕

Minutes of Proceedings of the Institution of 
Civil Engineers 

(D) 47(1876)-223(1927) 〔75(1883-4)〕

〔126(1895-6)〕

〔147(1901-2)〕

〔153(1902-3)〕

〔158(1903-4)〕

〔170(1906-7)〕
〔177(1908-9)〕

〔181(1909-10)〕

〔182(1909-10)〕

〔187(1911-2)〕
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(C) 119(1894)-

170(1907) (subject 

index) 

153(1902)-

198(1914)154 

supplement 

〔197(1913-4)〕

〔218(1923-4)〕

Missile Engineering(see: Space technology) 

(I) 1 (1957) no. 3-2 

(1958) no. 2 

Missile and Rocket 
*(I) 4(1958)-13(1963) 

Modern Plastics 
*(C) 31(1954)-41(1963) 

Modular Quarterly 

*(Iく） 1960-1963 

入，lotor Ship 
(IT) 1 (1921)-18(1938) 

32(1951) no. 378, 

380-383 

33(1952) no. 385, 

387-389 

〔2-4(1922-24)〕

〔6(1926)〕

(8-17(1928-

1937)〕

〔32,379(1951)〕

〔33,384(1952)〕

(C) 1(1920)-21(1941) 〔'50jan.-june〕

35(1950)-35(1951) 

M T Z (Motortechnische Zeitschrift) 

* (C) 14(1953)-24(1963) 

Nachrichtentechnik 

*(C) . 

N 

NASA Annual Report (formerly: NACA 

annual report) 
(C) 1930-1934, 1936-

1937, 1939-1951 日944〕

1953-1962 且959—'62〕

NASA Technical Report 

(I) 1958-1962 

(C) 1952, 1954-1962 
NASA's Scientific and Technical Aerospace 

Reports 

*(I) 1 (1963) 

*(C) 1(1963) 

National Geographic Magazine 
(C) 41(1922)-73(1938) 〔62july-dec. 

Nations Busmess 
(C) 16(1928)-17 (1929) 
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('32)〕

〔73july-dec. 

('38)〕

Nature (F) 

(IV) 1922-1929 

Nature (E) 

(IV) 31(1885)-164(1949) 〔41,57-60, 76-
124, 129-134, 

*(C) 147(1941)-

200(1963) 

Naturwissenschaften 

137-162〕

〔151-154(1943-

1945)〕

〔163(1949)〕

*(C) 19(1931)-50(1963) 〔21-32(1933-

1945)〕

Naval Annual by Lord Brassey's 

(C) 1886ー1902,1904, 

1909-1916, 1919 

Naval and Military Record 
(JI) 16(1901)-54(1936) 〔18-35(1902-

1918)〕

N E L A Bulletin 

(C) 13(1931) 

〔38-4-1(1920-

1926)〕

〔50(1932)〕

(53'.1935)〕

Noise Control (see: Sound-its uses and 

control) 

(K) 1957 July-7(1962) 
(C) 1(1955)-2(1956) 

Non-Destructive Testing 

(now: Materials Evalution) 

(I) 15(1957)-21(1963) 

(ill) 20(1962)-21(1963) 

N T Z (Nachrichtentechnische Zeitschrift) 

*(C) 1(1948)-16(1963) 

Nuclear Data Sheet 

*(I) 1958-1963 

Nuclear Engineering 

*(II) 4(1959)-8(1963) 

Nuclear Instruments and Methods 

(IV) 4(1959) 

*(C) 4(1959)-24(1963) 

Nuclear Physics 
*(I) 1(1956)-48(1963) 

Nuclear Science Abstracts 
(I) 1(1948)-8(1954) 

12(1958)-16(1962) 

*(C) 1(1948)-8(1954) 〔19-19uncomp.〕

12(1958)-17(1963) 〔12,1-12〕

Nuclear Science and Engineering 

(I) 1(1956)-2(1957) 



*(TI) 3(1958)-15(1963) 

(IV) 15(1963) 

:Nucleonics 
(I) 1 (1947)-9(1951) 

*(TI) 17(1959)-21(1963) 

*(C) 10(1952)-21(1963) 〔13,9(1955)〕

(IV) 21 (1963) 

:Numerische Mathematik 

(I) 1 (1959)-3(1961) 

*(JII) 4(1962)-5(1963) 

:Nuovo Cimento 
*(I) 3(1956)-30(1963) 

(C) 1 (1955)-2(1955) 〔1,1(1955)〕

゜Oelhydraulik und Pneumatik 

*(TI) 6(1962)-7(1963) 

Oesterreichische Wasserwirtschaft 

*(D) 11(1959)-15(1963) 

Oesterreichiscc1e Zeitschrift fiir Berg・und 

Hiittenwessen 
(C) 4(1856)-62(1914) 〔9-26(1861-

1878)〕
〔46-52(1898-

1904)〕
〔60-61(1912-

1913)〕

Oesterreichisches Berg-und Hi.ittenm証

nisches Jahrbuch 
(C) 16(1867)-59(1911) 〔17(1868)〕

〔20-27(1871-

1879)〕
〔45-52(1897-

190-1)〕

〔5S(l907)〕

Oil and Colour Trade Journal 
(IV) 75(1929)-91(1937) 〔79-90(1931-

1936)〕

Oil Engine and Gas Turbine 

*(TI) 17(1949) no. 196-

19(1950) no. 207 

21 (1954)-31 (1963) 

Oil and Gas Journal 
*(IV) 53(1955)-61(1963) 〔55,10(1957)〕

Onde Electrique 
*(JII) 34(1954)-43(1963) 〔35,337 (1955)〕

Operations Research 
*(K) 7(1959)-11(1963) 

Optica Acta 

*(I) 1(1954) 
3(1956)-10(1963) 〔3,4(1956)〕

(C) 1-2(1955) 

Optics and Spectroscopy 

*(I) 6(1959)-15(1963) 

p 

Paper Trade Journal 

(C) 103(1936)-

105(1937) 

Papier-Fabrikant 
(IV) 25(1927)-38(1940) 〔26-35(1928-

1937)〕

Petroleum 
(IV) 1(1905)-35(1939) 

Petroleum Refiner 
*(IV) 35(1956)-42(1963) 

Philips Research Reports 

* (Jll) 8(1953)-18(1963) 

(C) 2(1937)-7(1925) 

Philips Technical Review 

*(C) 13(1952)-24(1963) 

Philips Telecommunication Review 

(formerly :Communication news) 

*(Jll) 17(1956) no. 1-24 

(1963) 

Philosophical Magazine 
(C) 31(1941)-46(1955) 〔42(1951)〕

eighth series 
*(C) 1(1956)-8(1963) 〔324,325, 327, 

330-1, 333〕

Photograrnmetria 
*(D) 14(1957)-19(1963) 

Photogrammetric Engineering 

*(D) 12(1946) 

14-19(1948-1953) 〔15,1〕

20(1954)-29(1963) 〔16,2〕

〔18,2〕

Photogrammetric Record 

*(D) 1961 apr.-1963 

Photographic Engineering 

(C) 1(1950)-7(1956) 

Photographic Journal 
*(IV) 92(1952)-103(1963) 

(C) 81 (1941)-90(1950) 

Photographic Science and Engineering 

*(IV) 1(1957)-7(1963) 

Phototechnik und Wirtschaft 

*SY ASHIN 5(1954)-

14(1963) 

Physica 
*(C) 10(1943)-14(1949) 

27(1961)-29(1963) 
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Physical Review 

*(I) 22(1923)-60(1941) 〔75jan.-june 

76(1949)-132(1963) (1948)〕

(IV) 13(1919)-59(1941) 〔17(1921)〕

〔21-22(1923)〕

〔51(1937),

58(1940)〕

(C) 17(1921)-75(1949) 〔18-21(1921-

1923)〕

〔27(1926)〕

〔28pt. I (1926)〕
Physical Review Letter 

*(I) 1(1958)-11(1963) 

Physics Abstracts 

(see: Science abstracts; section A) 

Physics and Chemistry of Glasses (formerly: 

Journal of society of glass techn.) 
*(IV) 1(1960)-4(1963) 

Physics of Fluids 

*(I) 3(1960)-6(1963) 

Physics of Metals and Metallography 

*(IV) 6(1958)-14(1963) 

Physikalische Zeitschrift 

(C) 25(1924)-31(1930) 

Physiological Abstracts 

(IV) 7 (1922)-12(1927) 

Planseelberichte f廿rPulvermetallurgie 

*(IV) 7(1959)-11(1963) 

POE E Journal 

*(ill) 34(1941)-56(1963) 〔42(1949)〕

〔44(1951)〕
Popular Mechanics Magazine 

(C) 26(1916)-72(1939) 〔28-30(1917-

1918)〕

Popular Science Monthly 

〔32(1919)〕

〔65(1936)〕

(IV) 1925-1938 (1931,'36—'37]
Power 

(C) 51(1920)-85(1941) 〔51jan. (1920)〕

〔55-56apr. ・dec. 
(1922)〕

Power Apparatus and Systems 

*(J[) 1954-1963 

Power Plant Engineering 

(C) 39(1935)-40(1936) 

Power and Work Engineer 

(C) 32(1937)-33(1938) 

Principia Mathematics 

(C) 1-3 

Proceedings of the American Concrete 
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Institute 

(C) 19(1923)-45(1949) 〔20-22(1924-

1926)〕
〔24-35(1928-

1939)〕
Proceedings of the American Railway 

Engineering Association 

(D) 14(1913)-37(1936) 〔31(1930)〕

〔36(1935)〕
Proceedings of the American Railway 

Engineering and Maintenance of vVay 

Association 

(C) 1(1900)-12(1911) 

Pt. I 
Proceedings of the American Society of 

Civil Engineers 

*(I) 78(1952)-81(1955) 

87(1961)-89(1963) 

*(K) 77(1951)-89(1963) 〔78(1952)〕

(D) 36(1910)-66(1940) 〔64(1938)〕

75(1949)-83(1957) 

(C) 65(1941)-75(1949) 〔65,1-6(1941)〕

81(1955) 〔75,6-12(1949)〕

Proceedings of the American Society for 
Testing Materials 

(I¥り 16(1916)-26(1926)

*(C) 10(1910)-18(1918) 〔15(1915)pt. I〕

20(1920)-63(1963) 〔18(1918)pt. II〕

〔19(1919)〕

〔33-36(1933-

1936)〕

〔37(1937) pt. II〕

〔38-39(1938-

1939)〕
Proceedings of the Association of Asphalt 

Paving Technologists 

* (C) 16(1947)-32(1963) 〔26(1959)〕

Proceedings of Blast Furnace and Coke 
Oven 

*(I¥「) 13(1954) 

16(1957)-22(1963) 

Proceedings of the Cambridge Philosophical 
Society 

*(C) 48(1952)-59(1963) 

Proceedings of the Chemical Society 
*(C) 1959-1963 

Proceedings of Electric Furnace 

*(I¥') 15(1957)-21(1963) 

Proceedings of the Highway Research Board 

*(C) 24(1944)-41 (1962) 〔25-26〕

Proceedings of the Imperial Academy 



(C) 2(1926)-46(1940) 

Proceedings of the Institute of Electrical 

and Electronics Engineers 

(formerly: Proceedings of the I R E) 

*(IIT) 18(1930)-23(1935) 〔23(1935)pt. I〕

26(1938)-51 (1963) 〔37,7-12(1949)〕

〔27-36(1939-

1948)〕

(C) 27 (1939)-38(1949) 〔38(1949)pt. II〕

Proceedings of the Institute of Municipal 

and County Engineers 
(C) 37(1910)-54(1928) 〔47-50(1920-

1924)〕

〔53(1926-1927)〕

Proceedings of the Institution of Civil 

Engineers 
(D) 2(1953)-6(1957) 

*(K) 5(1956)-26(1963) 

(C) 1(1952) 〔1pt. II, 1('52)〕

〔1pt.IIT,2('52)〕

Proceedings of the Institution of Electrical 

Engineers 
(IIT) 98(1951)-109(1962) 

*(C) 88(1941)-110(1963) 

supplement 

*(C) Pt. A no.1,2,3 

(1956, 1959, 1962) 

Pt. B no. 1-18 

(1956-1959) 

Pt. C no. 1 (1958) 

Proceedings of the Institution of 

Mechanical Engineers (see: Chartered 

mechanical engineer) 

(C) 145(1941)-168(1954) 

WEP'S 
153(1945) 2, 4-8, 12 

155(1946) 14, 18ー24

157(1947) 28-34, 36 

159(1948) 37, 40 
43-45 

161 (1949) 51, 52, 54 

163(1950) 59-61 

165(1951) 63-69 

Proceedings of Open Hearth 

*(I¥') 40(1957)-46(1963) 

Proceedings of the Physical Society 

*(C) sect. A 
49(1937)-64(1951) 

sect. A & B 
65(1952)-82(1963) 

Proceedings of the Royal Society of 

London, series A 

*(I) 114(1927)-

177(1941) 

205(1951)-

274(1963) 

(C) 177(1940)-

192(1948) 

〔208-210(1951))

Proceedings of the Society for Experimental 

Stress Analysis 

(I) 7(1949)-

19(1962) 

*(II) 13(1956)-20(1963) 

(C) 1 (1943)-6(1948) 

Product Engineering 

*(I) 14(1953)-35(1963) 

(II) 22(1951)-23(1952) 〔22(1951)1-6〕

〔23(1952)7〕

*(C) 24(1953)-35(1963) 〔24mar. (1953)〕

Product Finishing (A) 

*(II) 

Product Finishing (E) 

*(II) 12(1959)-16(1963) 

Progressive Architecture 

*(K) 1955 sept.-1956 
aug. 1957ー1958

1961-1963 

Public Roads 

*(D) 1952-32(1963) 

Public Works 
(D) 80(1949)-83(1952) 

Pulp and Paper Magazine of Canada 

(IV) 29(1930), 31(1931) 〔20(1930)many 

lack〕

〔30(1930)〕

Q 
QST  

(C) 21(1937), 35(1951) 

Quarterly of Applied Mathematics 

(K) 13(1955)-20(1962) 

*(C) 1(1943)-21(1963) 

Quarterly Journal of Mechanics and Applied 

Mathematics 

*(C) 1(1948)-16(1963) 

R 
Radio Export 

(C) 3(1926)-5(1928) 

Radio Television News 

(ill) 43(1950)-52(1954) 

-Radio Electronic Engineering ed. 
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(llI) 23(1954)-24(1955) 

n゚.5 〔23,1-2(1954)〕

Railway Age 

(D) 70(1921)-136(1954) 〔74, 75, 80, 86-

129〕

Railway Engineering and Maintenance 

(D) 47(1951) 

(C) 21 (1925)-23(1929) 

Railway Engineering Review 

(D) 43(1903)-45(1905) 

Railway Gazette 

(C) 1915-1916 

41(1924)-46(1927) 

49(1928) 

〔40-I (1924)〕

〔47-JI (1927)〕

〔48-I (1928)〕

Railway Mechanical and Electrical Engineer 

(D) 125(1951) 

Railway Track and Structures 

(D) 48(1952)-50(1954) 

Rayon 
(IV) 8(1929)-14(1933) 〔11-13(1931-

1932)〕

Rayon and Melliand Textile lllonthly 

(IV) 17(1936)-19(1938) 

Rayon Textile Monthly 

(C) 18(1937) 

RC  A Review 

* (C) 1 (1936)-24(1963) 

Reactor Science and Technology 

(see: Journal of nuclear energy) 

Refrigerating Engineering 

(JI) 61(1953)-66(1958) 

(C) 57(1949)-60(1952) 〔59,1-3, 6-7 

(1951)〕

Regelungstechnik 

*(JI) 1(1953)-11(1963) 

(C) 1(1953) 

Review of Scientific Instruments 

*(I) 1(1930)-34(1963) 〔13-20(1942-

1949)〕

(IIT) 3(1932)-33(1962) 〔8-9(1937-1938)〕

〔11-20(1940-

1949)〕

*(C) 1(1930)-34(1963) 〔8-12(1937-

1941)〕

Reviews of Modern Physics 

*(I) 22(1950)-35(1963) 

(C) 1 (1929)-21 (1949) 〔11-12(1939-

1940)〕

Revue de Artillerie 

(C) 117(1936)-

120(1937) 
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Revue Generale des Chemins de Fer 

(D) 69(1950) 

73(1954)-79(1960) 

Ravue Genもralede l'Electricitも

*(llI) 63(1954)-72(1963) 

Revue Gもneralede l'Hydraulique 

(D) 73(1956)-78(1957) 

Revue Maritime 

(C) 1928,'33—'35, 
'38-'39 

Revue de Metallurgie 

*(N) 27(1930)-60(1963) 〔29-48(1932-

1951)〕

Revue Nautique 

(C) 1951 

Revue d'Optique 

*(C) 32(1953)-42(1963) 

Road and Road Construction 

*CD) 28(1949)-41(1963) 

Roads and Streets 

*(D) 92(1949)-106(1963) 〔98,8(1966)〕

Rock Products 
(I¥「) 29(1926)-32(1929) 〔32,1 (1929)) 

(D) 55(1952)-57(1954) 

(C) 30(1927)-25(1932) 

Rockets 

*(I) 6(1957)-12(1963) 

Rocket Jet Flying 

*(I) 130(1954)-

159(1963) 〔134(1955)〕

Rudder 

(JI) 11(1900)-57(1941) 〔13(1902)〕

〔18(1907)〕

〔24(1910)〕

s 

〔33-51(1918-

1935)〕

Sachsisches Jahrbuch fiir das Berg-und 

Hiittenwessen 

(C) 1879-1880, 1882, 

1911 

SA  E Journal 

*(IT) 69(1961)-71(1963) 

*(C) 60(1952)-71(1963) 

S A E Transactions 

*(C) 1(1947)-6(1952) 

61 (1953)-71 (1963) 

Schiff und Hafen 

(IT) 2(1950)-7 (1955) 〔3(1951)〕

*(C) 8(1956)-15(1963) 



Schiffbau 

(C) 5(1903)-32(1931) 〔7-9,12-15, 17 

21〕

Schiffstechnik 

*(JI) 2(1955)-10(1963) 

Schrifttumkartei Bauwesen 

*(K) 4(1957)-10(1963) 

Schweizerische Bauzeitung 

*(C) 70(1952)-81(1963) 

Schweiz. Elektrotechnische Verein Bulletin 

(C) 16(1925)-27(1936) 

Schweizerische Zeitshrift fl¥r Vermessung, 

Kulturtechnik und Photogrammetrie 

*(C) 60(1962)-61(1963) 

Science 

*(C) 111(1950)-

142(1963) 

Science Abstracts, sect. A; Physics 

Abstracts 

(I) 1(1898)-41(1939) 

(ill) 56(1953)-65(1962) 〔60,710(1957)〕

(IV) 24(1921)-38(1935) 

*(C) 26(1923)-66(1963) 〔27-28(1924-

1925)〕

〔41-43(1938-

1940)〕

〔56(1953)〕

Science Abstracts, sect. B; Electrical 

Engineering Abstracts 

*(ill) 54(1951)-66(1963) 〔60,710(1957)〕

(IV) 27(1924)-40(1937) 〔30(1927)〕

〔38(1935)〕
(C) 23(1920)-53(1950) 〔24,29, 34-43〕

Science Progress 

(C) 2(1907)-27(1932) 

Scientific American 

*(IIう

(C) 137(1927)-

157(1937) 

Scientific Lubrication 

*(II) 13(1961)-15(1963) 

〔142(1930)〕

〔147-155(1932-

1936)〕

Scientific Papers of the Institute of Physical 

& Chemical Research 
(N) 1 (1922)-38(1941) 

Seifensieder-Zeitung 

(N) 56(1929) 

Semiconductor Products 
*(ill) 6(1963) june-

*(C) 2(1959)-6(1963) 〔2,2-4〕

Sheet Metal Industries 
*(TI) 26(1949)-40(1963) 〔26jan. -july 

(1949)〕

*(C) 32(1955)-40(1963) 

Shipbuilder 

(JI) 1905-1930 

〔27aug.-sept. 

('50)〕

(C) 4(1911)-47(1940) 〔14-19(1916-

1918)〕

〔24(1921)〕

Shipbuilder and Marine Engine Builder 

(JI) 3(1907)-47 (1940) 〔5-9(1911-1913)〕

〔15-17(1916-
1917)〕
〔19(1918)〕
〔21(1919)〕
〔28(1923)〕
〔31-32(1925)〕
〔36(1929)〕

(C) 59(1952)-62(1955) 

Shipbuilding and Shipping Record 

(JI) 1(1913)-63(1944) 〔jan.-feb. (1913)〕

〔63may-dee. 

(1944)〕

(C) 3(1914)-55(1940) 〔43TI-45(1934-

1935)〕

〔51-52(1938)〕

Siemens Review 

(IV) 6(1930)-7(1931) 

(C) 7(1931)-15(1940) 

Siemens Zeitschrift 

(IV) 17(1937)-19(1938) 

*(C) 2(1924)-37(1963) 〔3(1924)〕

〔20-24(1940-
1950)〕

Soap and Chemical Specialties 

*(IV) 31(1955)-39(1963) 〔36,5)

Soil Conservation 

*(D) 16(1951)-29(1963) 

Soil Science 

*(D) 69(1950)-96(1963) 

Solid State Electronics 

＊（皿） 1(1960)-6(1963) 

Sound-Its Uses and Control (Superseded 

Noise Control) 

*(C) 1(1962)-2(1963) 

Soviet Physics -Acoustics 

*(I) 5(1959)-8(1962) 

*(C) 

Soviet Physics -JETP 

*(C) 1(1955)-17(1963) 〔2,5-6〕
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〔5,6〕

Space Aeronautics (see: Aviation age) 
*(I) 31(1959)-40(1963) 

Space Flight 

*(I) 1959-1963 

Space Journal 
*(I) 

Space Science Review 
*(lll) 1(1962)-2(1963) 

Space Technology (formerly: Missile 
engmeermg) 
*(I) 1(1958) no. 4-

6(1963) 

Stahlbau (see: Bautechnik) 
*(D) 22(1953)-32(1963) 

(Iく） 21(1952)-27(1958) 

(C) 21 (1952) 

Stal 

*(JI) 1959-1963 

*(I¥り 1962-1963

Stahl und Eisen 

*(IV) 1898-83(1963) 

(C) 24(1904)-69(1949) 

St且rke
* (lV) 9(1958)-15(1963) 

Steam Engineer 
(C) 1(1931)-10(1940) 

Steel 
(II) 146(1960) 

(lV) 1951 

Street Railway Journal 
(C) 23(1904)-25(1905) 

Structural Concrete 
*(D) 

Structural Engineers 
(II) 36(1958)-40(1962) 

*(D) 37(1959)-41(1963) 

Surface Science 
*(I) 
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〔35-40(1915-

1920)〕

〔47(1927)〕

〔53(1933)〕
(55-58(1936-

1938)〕

〔60-69(1940-

1949)〕

〔32IT(1912)〕

〔33(1913)〕

〔34IT (1914)〕

〔35-60(1915-

1940)) 

〔65(1945)〕

〔9,1-9〕

*(N) 

Surveyor 

(C) 69(1926)-76(1929) 

T 

Talanta 
*(N) 1(1958)-10(1963) 

Technical Bulletin 
(N) 3(1923)-18(1938) 

Telefunken-Zeitung 

*(C) 24(1941)-36(1963) 

Tele-Tech 
(C) 1(1942)-15(1956) 〔1feb. (1942)) 

(13, 5, 8, 12 

(1954)〕

Textile Colorist 
(N) 1907-1934 (1910,'11,'15-

'31〕

Textile Manufacture 
(N) 1932-1938 

Textile Mercury 
(IV) 1937-1940 

Textile Research Journal 
*(C) 20(1950)-33(1963) 

Taxtile World 
(IV) 66(1924)-90(1940) 〔80-83(1932-

1934)〕

(C) 84(1934)-88(1938) 

Textileberichte 
(IV) 1921-1925 日923)

Tiefbau 
*(D) 3(1961)-5(1963) 

Tool Engineer 
*(C) 8(1940)-51(1963) 〔24(1950)〕

Traffic Engineering 
(C) 22(1952)-30(1960) 

*(D) 33(1963) 〔33,1-3) 

Transactions of the American 
Electrochemical Society 
(IV) 8(1905)-79(1941) 〔10-28(1907-

1915)〕

(C) 25(1914)-74(1938) 〔29(1914)〕
〔34(1918)〕

〔40(1921)〕

〔43-44(1923)〕

〔47(1925)〕
〔61-71(1932-

1937)〕

Transactions of the American Geophysical 

Union 

(D) 31(1950)-39(1960) 



(C) 21(1940)-30(1949) 〔1942-1943〕

Transactions of the American Institute of 
Chemical Engineers 
(C) 37 (1941)-42(1946) 

Transactions of the American Institute of 

Electrical Engineers 

(IIT) 10(1893)-72(1953) 〔60-70(1941-

1951)〕

(C) 10(1893)-72(1953) 〔17-18(1900-

'01)〕

〔20-21(1902)〕

〔41pt. I[-42 

(1922-'23)〕

〔47-59(1924-

1940)〕

〔61-63(1942-

'44)〕

〔65-67(1946-

'48)〕

〔69(1950)〕

Transactions of the American Institute of 
Mining Engineer 

(C) 1(1871)-59(1918) 〔31(1901-2)〕

〔58(1917-8)〕

Transactions of the American Institute of 
Mining and Metallurgical Engineers 
(IV) 58(1918)-76(1928) 〔59(1918)〕

1929-1950 肛03(1933)〕

〔105(1933)〕

〔107-109(1933-

'34)〕

〔111-120(1934-

'35)〕

〔122-123(1936)〕

〔126-128(1937)〕

〔130-133(1938

'39)〕

〔135(1939)〕

〔137(1940)〕

〔139-187(1941-

'49)〕

(C) 60(1919)-138(1940) 〔61-63(1919)〕

〔65(1921)〕

〔77-95(1929-

'30)〕

〔98-101(1931-

'33)〕

〔103-137(1933-

'39)〕

Transactions of the American Society of 

Civil Engineers 

(D) 51(1903)-118(1953) 〔101-103(1936-

'48)〕

*CK) 120(1955)-

128(1963) 

〔106-114(1941-

'49)〕

〔116(1951)〕

〔117(1952)〕

(C) 66(1910)-99(1934) 〔95-96(1931-

'32)〕
106(1941)-

114(1949) 

116(1951)-

117(1952) 

Transactions of American Society of 

Heating and Air-Conditioning Engineer 
*(K) 39(1933) 

訳 1938)-45(1939)

47(1941) 

61 (1955)-69 (1963) 

(C) 48(1942)-60(1954) 〔59(1953)〕

Transactions of the American Society of 

Mechanical Engineers 
Series A; Journal of Engineering for 

Power 
,, B; Journal of Engineering for 

Industry 

,, C; Journal of Heat Transfer 
,, D; Journal of Basic Engineering 
,, E; Journal of Applied Mechanics 

*(JI) 80(1958)-85(1963) 

*(C) 62(1940)-85(1963) 〔70june-sept. 

(1948)〕

Transactions of American Society for Metals 

*(N) 48(1956)-56(1963) 

(C) 32(1944)-47(1955) 

Transactions of the Faraday Society 
*(C) 16(1921)-59(1963) 〔38-42(1942-

1946)〕

discussion 
*(C) 9(1950)-35(1963) 

Transactions I E E E 
(formerly: Transactions I R E) 
*(C) 1953-1963 (1954 uncomp.〕

Transactions of the Institute of Metal 

Finishing 
*(C) 40(1963) 

Transactions of the Institution of Chemical 

Engineers 

(JI) 31(1953)-32(1954) 

*CC) 31(1953)-41(1963) 

109 



Transactions of the Institution of Mining 

Engineers 

(C) 1(1892)-39(1910) 

Transactions of the Institution of Welding 

(C) 16(1953) 〔5〕

Transactions of Metallurgical Society of 

A IM  E 

*(IV) 212(1958)-

227(1963) 

Transactions of the North-East Coast 

Institution of Engineers and Shipbuilders 

*(C) 35(1918)-56(1940) 〔36(1919-'20)〕

1964 (40-41(1923-'25)〕

〔46-47(1928-'31))

Transactions of the Royal Institution of 

Naval Architects 

(II) 1(1860)-97(1955) 〔10(1869)〕

〔15(1874)〕

〔30(1889)〕

*(C) 1(1860)-91(1949) 〔15(1874)〕

97(1956)-105(1963) 

Transactions of the Society of Instruments 

Technology 

(II) 5(1953)-8(1956) 

Transactions of the Society of Naval 

Architects and Marine Engineer 

(II) 26(1918)-65(1957) 〔30(1922)〕

〔32-33(1924-

'25)〕

〔36-57(1928-

'49)〕

*(C) 1(1893)-71(1963) 〔3-7(1896-1900)〕

〔24(1916)〕

Travaux 

*(D) 45(1961)-47(1963) 

u 
Ultrasonic News 

〔43(1935)〕

〔45-46(1937-

'38)〕

*(I) 5(1961) no.4-7(1963) 

m trasonics 
*(JlI) 

Urbanisme 

*(K) 31(1962)-32(1963) 

U S Naval Institute 

(C) 45(1919)-67(1941) 〔51(1925)〕

〔55(1929)〕

〔58(1932)〕

〔61(1935))

llO 

V 

Vacuum 

*(I) 3(1953) no. 3叫—

13(1963) 

Vakuum-Technik 

*(I) 4(1955)-12(1963) 

V D E-fachberichte 

(C) 31(1926) 

〔66jan・nov 

('40)〕

V D I-Zeitschrift (see: Zeitschrift des 

verein deutscher ingenieur) 

Veri:iffentlichungen aus dem Gebiete der 

Nachrichtentechnik 

(C) 1(1931)-6(1936) 

Vide 
*(I) 15(1961)-18(1963) 

w 
W且rme

(C) 58(1935)-61 (1938) 〔58I(1935)) 

〔61II (1938)〕

vVasser-und Energiewirtschaft 

*(I) 52(1960) nr.4-55(1963) 

vVasserwirtschaf t 

(D) 40(1950)-52(1962) 〔40jan. (1950)) 

vVater Power 

(I) 1955 may-dee. 

*(C) 1956-15(1963) 

Water and Water Engineering 

(C) 24(1922)-38(1936) 

Way Ahead with CIB bulletin 
*(D) 7(1957)-9(1961) 

1962-1963 

Wear 
*(II) 1(1957)-6(1963) 

Welding Engineers 

*(C) 15(1930)-48(1963) 〔19-21(1934-

'36)〕

〔27-35(1942-

'50)〕

Welding Journal (formerly: Journal of 

american welding society) 

(II) 13(1934)-34(1955) 〔17(1938)〕

〔19(1940)〕

〔21-28(1942-

'49)〕

*(C) 13(1934)-42(1963) 〔14-16(1935-

1937)〕

〔18(1939)〕



〔20(1941))

〔25,10〕

Welding and Metal Fabrication 

*(I) 30(1962)-31(1963) 〔30,1〕

Weltraumfahrt Zeitschrift f廿rAstronautik 

und Raketentechnik 

*(I) 11(1960)-14(1963) 

Werk 

*CK) 49(1962)-50(1963) 

Werkstattstechnik 
*(C) 44(1954)-53(1963) 

'¥Verkstoffe und Korrosion 
*(IV) 3(1952)-14(1963) 

'¥Vestinghouse Engineer 
*(ill) 1(1941)-23(1963) (11-12(1951-

'52) 

(C) 12(1952)-14(1954) 〔manylacks〕
Wire Industry 

*(JI) 22(1955)-30(1963) 

Wire Production 
(see: Wire-world international) 
(JI) 5(1956)-7(1959) 

Wire and Wire Products 

*(JI) 27(1952)-38(1963) 〔'52jan. -may〕

cc) 20(1943)-26(1951) 〔'54jan.) 

Wire-world International 
*(JI) 1(1959)-5(1963) 〔1,1〕

'¥Vireless Engineer 

(see: Electronic and radio engineer) 

(ill) 28(1951)-35(1958) 

World Petroleum 
(n') 1933-1941 

(C) 8(1937)-10(1939) 〔9)

World Power 
(C) 7 (1927)-27 (1937) 〔8)

y 

Yacht 
(II) 1897-1914, 

1927-1928, 

1930-1932, 

1937-II, 1938 

z 

Zeitschrift flir Analytische Chemie 

*(IV) 19(1880)-29(1890) (30-129(1891-

130(1949)-'48)〕

198(1963) 

Zeitschrift f廿rAngewandte Chemie 
(see: Angewandte chemie) 

Zeitschrift fiir Angewandte Mathematik 

und Mechanik 

(I) 1(1921)-17(1937) 〔14-15(1934-

1935)〕

*(C) 10(1930)-43(1963) 〔11(1931) J 
〔13-17(1933-

1937)) 

Zeitschrift f廿rAngewandte Mathematik 

und Physik 

*(C) 1(1950)-6(1955) 

8(1956)ー14(1963)

Zeitschrift f廿rAngewandte Physik 

*(C) 1(1949)-16(1963) 

Zeitschrift fiir Anorganische und 
Allgemeine Chemie 

(I¥り 121(1922)-
222(1935) 

Zeitschrift fiir Bauwesen 
(D) 57(1907) 

〔128-172(1924-

'27)〕

〔176(1928))

〔181(1929)) 

[183(1929) J 
〔186-216('30-

'31)) 

[218-221 ('32-

'34)) 

Zeitschrift fiir das Berg-Hlitten und 

Salinenwesen im Preussischen Staate 
(C) 13(1865)-59(1911) (15(1867)1 

〔45-52(1897-

1904)〕
Zeitschrift fiir Electrochemie 

(IV) 1 (1894)-47 (1941) 

*(C) 5(1898)-67(1963) (6(1899-1900)〕

〔14-25(1908-

'29)) 

〔38-55(1932-

1951)] 
Zeitschrift fiir Flugwissenchaften 
* (I) 7 (1959)-11 (1963) 

Zeitschrift fiir Kristallographie 
*(C) 110(1958)-

119(1963) 

Zeitschrift f且rMetallkunde 

* (IV) 17 (1925)-54(1963) (20-21 (1928-

1929)〕

(C) 34(1942) 

39(1948)-40(1949) 

〔34-40(1942-

1949)〕

Zeitschrift fiir Naturforschung, ausg. A 
* (C) 16(1961)-18(1963) 
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Zeitschrift f廿rPhysik 

(I) 47 (1928)-143(1955) 〔116-123(1941-

1946)〕

*(C) 144(1956)-

176(1963) 

Zeitschrift f廿rPhysikalische Chemie 

(IV) 33(1900)-65(1909) 〔51(1905)-

64(1909)〕

Zeitschrift fur Physikalische Chemie, 

Neue Folge 

*(IV) 31(1962)-39(1963) 

'27)〕

〔178-263('29-

'39)〕

Zeitschrift filr Technische Physik 

(I) 1 (1920)-14(1933) 〔5(1924)〕

(C) 11(1930) 

Zeitschrift des Verein Deutscher Ingenieur 

*(C) 44(1900)-105(1963) 〔45(1901)〕

〔49-50(1905-6)〕

〔77(1933)〕

〔68I (1924)〕

Zeitschrift f廿rPhysiologische Chemie I Zement 
(IV) 1 (1877)-264(1940) 〔29(1900)〕 (IV) 14(1925)-26(1937) 〔22-25(1933-'36)〕

〔107-172('20- (C) 11(1922)-28(1939) 〔19II (1930)〕

—U.S. S. R. — 
Akust渾heskiiZhurnal 

*(I) 7(1961)-9(1963) 〔7,1(1961)〕

〔8,3(1962)〕

Avtomatika i Telemekhanika (exch. pub.) 

*(C) 17(1957)-24(1963) 

Beton i Zhelezobeton 

*(K) 1958-1963 

Byulleten'Stroitel'noi Tekhniki 

*(K) 1958-1963 

Doklady Akademij nauk SSSR 

*(C) 94(1954)-153(1963) 

Izvestija Akademij nauk SSSR serija 

Fizicheskaja 

(I) 18(1954)-20(1956) 

*(C) 21(1957)-27(1963) 

Izvestija Akademij nauk SSSR, Otedelenie 

Tekhnicheskikh nauk (exch. pub.) 

*(C) 1954-1963 

Metallovedenie i Termicheskaja Obrabotka 

Metallov 

*(IV) 1961-1963 

Montazhnje Raboty v Stroitel'stve 

*CK) 20(1958)-25(1963) 〔1962〕

Prikladnaja Matematika i Mekhanika 

(exch. pub.) 

(K) 17(1953)-20(1956) 〔19,3(1955)〕

* (C) 18(1954)-27 (1963) 〔19,3(1955)〕

〔20,3(1956)〕

Promyshlennoe Stroitel'stovo 

*(K) 1958 july-1963 

Radiotekhnika i Elektronika 

*(C) 3(1958)-8(1963) 〔3,1-7〕疼

〔5,3〕

〔7,9-11〕

〔8,3〕

Stroitel'naja Mekhanika i Raschet 

Sooruzhenii 

*(K) 1958-1963 

Stroitel'stvo i Architektura 

*(K) 1961-1963 

D. 写真室

写真室は普通写真室 72m2高速度写真室 92m2から成り， 普通写真室は文献複写およ

びゼロックスによる複写，白焼，撮影，現像，焼付，引伸などの一般写真作業を行ない，

高速度写真室は 16mm  Fastax 高速度カメラ，閃光放電管式瞬間写真撮影装置 16mm 

Cine Kodakカメラ， Bell & Hawell 16 mm映写機（磁気録音付き）， 35mm幻灯機な

どを設備し，高速度写真関係の作業を行なっている．運営は本所写真委員会の管理のもと

に行なわれ，月平均百数十件の作業を行なっている．
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皿機構・職員・予算

1. 機構

A. 機構の 概要

生産技術研究所は日常の業務送行の面から，研究部と事務部とに大別される．

研究部は，連営の便宜上， 5部門；こ分かれ，部ごとに互選1こよる 2名の常＇務委員がいて

部の日常の業務処理に当たる．常務委員のうち 1名は，部主任として部を代表する．常務

委員は，常務委員会を組織し，所長の諮問機関として毎月 2回，会議を開催している．研

究部は研究室から成り立っており，また，その部の屯門を適当に分類した専門分野表は 1

ページ「沿革」の項に掲げた通りである．

中間試験部は，基礎部の韮礎研究として完成したもので，これを工業化へ移すための中

間規模の試験研究を行なうところで，毎年各部から 2名ずつ逗出した委員の組織する特別

研究審議委員会で研究課題を審議決定し，特別の予舎店をつぎこんで実匝している．また受

託研究の一部には中間試験研究になるものがある．

千葉実検場，試作工場および図害室ぱ，それぞれ各部から選出する敦授・助敦授が委貝

となって祖織する委員会によって運営される．それらの詳細は，前記試作工場，図力室の

項を参照されたい．

本所の重要事項は教授袷会で議決する．教授怜会は教授• 助敦授によって祖緑され苺月

1回定期に開催している．他に教官同志の知敲向上をはかる輪請会が毎月 1回行なわれて

し、る．

協力檬関には，航研・生研連絡会説がある．

その外に，所員が，それぞれの専門の立場から，事務連営を指導し，助言する楓閃とし

て，各運営委員会がある．その種類ぱ次ページのB.t幾構図にある通りで， 内容は巻末の

委員会諸規程を参照されたい．

大学院

本所で現在教育を受けている大学院学生は新制 93名である．新聞大学院は昭和 28年

4月から開始され，本所の関係する大学院のコースは，数物系研究科中の土木・建築・槻

械・梢密• 船舶・電気・応用物理・航空および化学系研究科中の応用化学・ 冶金である．

外に会社・官公庁，その他一般からの申出により，一定期間，ある事項について研究を

指導する研究生の制度がある．その規定は巻末 149ページにある．
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B. 機構図

教授総会 I一部主任ー事務室ー事務主任

—常務委員会 1―第 1部ー（基礎）―|―|専門分野（各研究室） 1 

ー研究班ー主任研究員

ー第 2 部ー（機械• 船舶）一同 上

ー研究部—|—第 3 部ー（電カ・通信）一同 上

ー第4部ー（化学・ 冶金）一同 上

ー第 5部ー（土木・建築）一同 上

ー中間試験部 ... …総合研究班ー主任研究員

一庶務掛

一庶務主任ー一人 事 掛

ー 厚 生 掛

ー司計掛

ー用度掛
ー会計主任一

ー事務部ー事務長―I ー出 納 掛

ー 管 理 掛

ー出版掛

ー 研 究 掛

lー業務主任――霰測ロケット掛

所長―|―I ー写真掛
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一千葉実験場 事務室 ー図 書掛

ー事 務 室

一試作工場一ー工場長一ー設 計 室

ー エ 作 室

ー秋田実験場
ー特別研究審誤委員会

ーエ作委員会

一能代実験場 1ー出 版 委 員 会
ー図書委員会

ー写真委員会

一営繕委員会
常置運営関係委員会—|—厚 生 委 員 会

一千葉実験場管理運営委員会

ー講習会委員 会

ー放射性同位元素委員会

一試験溶欽炉委員会

ー計算機委員会

ー予算委員会
—臨時委員会一ー記念行事委員会
—鹿児島宇宙空間観測所 一発明特許制度審議委員会

一ロケット観測協議会

協力機関＿航研•生研連絡会議



2. 職

A. 現員表 (39.3. 31現在）

a. 職種別職員数

＿区分 l教授 1助教授1講師 1助手 1技官 1事務官1技術員事務員 1技能員 1用 務 員 合 計

39 36 4 68 68 71 85 43 38 27 497 

職員数 *12 I i *12 

＊印併任

b. 諸系統別職員数

区分I 研究系統 I事務系統 I技術系統 l技能労務系統 Iその他 I合

□ ~ ~,~:~,:,~:I::, :r:(81;,1~,}。：。I;;:
'『竺く教助謡研研助技 事事 1技技 技技用 日

＊ 印併任

B. 職員名簿

第 1 部

官薮 氏 名 If果字冒I卒菜年月日1塁冒噂I悶I教±一舜三門，土斎昭 7.3.31昭23.2.19エ＇

" I久保田広理，物理 II 9. 3. 31 II 18. 2. 261 II 

II I糸川英夫工，航空 II10. 3. 31 II 24. 1. 51 II 

II I一色貞文 II 冶金 II11. 3. 31 II 24. 2. 141 II 

II I玉木 章夫 理，物理 II14. 3. 31 II 26. 4. 111 II 

” 大井光四郎 ” 数学 II14. 3. 31 II 37. 3. 311 II 

併 仔
教 授

平田森三 ”物理昭 3. 3. 31 II 16. 6. 151 II 

” 熊谷宣夫 II II II 9. 3. 31 II 14. 7. 311 II 

II 池田 健工， 航空 II 6. 3. 31 II 18. 6. 151工

助教授富永五郎理， 物 理 II17. 9. 30 

＊苛制による学位：
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I 東大
II 18. 9. 25 5 I I II 30. 4. 45 1理助教授 烏飼安生理，物理

II I森大吉郎ニエ航機 II 19. 9. II 36. 9. エ

" I山田嘉昭 II 機械 II 20. 9. 251 II 37. 1. 221 II 

,, I小瀬輝次 II 精密 // 22. 9. 30 "36. 7. 27 ” 

" I秋葉錬二郎 工，応物 II 29, 3. 27 "34. 10. 5 ＊エ

II 北川英夫 II 物理 II 21, 9. 30 ,, 37. 2. 3 工

講師伯野元彦 ‘’ 土木 II 31. 3. 28 II 36. 3. 31 ＊エ

第 2 部

1 東 大
教授小川正義エ，垣‘土丘ノ‘

！ 昭13. 3.31昭25.10. 251工

" I鈴木 弘 II 機械 II 15, 3, 31 II 26. 4. 111 II 

,, I平尾 収 ” ” II 14. 3. 31 // 29. 3. 171 // 

II I亘理 厚 II 航空 II 11. 3. 31 // 27. 4. 41 // 

,, I水町長生 II 機械 11 15. 3. 31 1133. 8. 61 II 

" I田宮 真 ‘’ 船舶 II 16. 12, 25, II 33. 5. 21 II 

" I松永正久 /I 造兵 1116. 12. 251 11 32. 8. 11 11 

" I大島康次郎 /I 機械 1117. 9. 25 11 32. 7. 81 11 

/I 石原智男ニエ機械 1121. 9. 30 11 30. 5. 271 11 

誓旦竹中規雄工，機械 1111. 3. 31 2ヽ6. 5. 261 11 

// ti裔 屈腐t阻 11 11 11 11. 3. 31 11 28. 1. 291 11 

" I千々岩健児 /I 機械 1119. 9. 25 11 32. 1. 131 11 

” 安藤良夫ニエ船舶 1120. 9. 25 11 35. 8. 131 " 

助教授植村恒義 /I 機械 1119. 9. 25 11 36. 12. 22 11 

” 高橋幸伯 ” 船舶 1121. 9. 3. 11 37. 1. 22 *エ

" I柴田 碧工，機 械 1128. 3. 28 11 33. 3. 29エ

名大" I森 政弘 11 25. 3. 17 11 34. 4. 271 11 
工，電気
東大11 1 JI[井忠彦 1127. 3.281137. 3311 // 
工，船舶

" I佐藤寿芳 /I 機械 1133. 3. 28 11 38. 3. 29 *エ

" I棚沢一郎 11 11 11 33. 3. 28 11 38. 3. 29 * 11 
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教授藤高周平

II 高木 昇

II I森脇義雄

第 3 部

， 
果ナ 1 

工，電気
‘昭 5.3.31昭17.12.24丁！I -I 

II II II 6. 3. 311 // 17. 5. 15-// 

I II II II 8. 3. 31 II 22. 6. 231 II 

I 
II I沢井善三郎 II II II 10. 3. 31 II 25. 5. 311 II 

II I斎藤成文 II II II 16. 12. 25 II 26. 8. :C::LJ, II 

II I野村民也二丁: II II 20. 9. 251 II 34. 11. :C::LJ, II 

II I渡辺 勝

II I尾上守夫 Iニエ電気立2. 9. 30 II 30. 6. 301エ

II 安達芳夫 II II II 19. 9. 25 II 39. 3. 16 *エ
併仔i 後藤以紀エ II II 2. 3. 31 II 9. 4. 5エ
教叙

助教 授 浜 崎 襄 ニ II II II 28. 3. 28J II 33. 9. 15生工

” 河村達雄 I11 11 [ 11 29. 3. 28I 11 34. 3. 30; エ

II I山口楠雄 ” ” 

II I高羽禎雄 II II II 33. 3. 281 II 38. 3. 291 II 

II 安田靖彦 II II II 33. 3. 28 II 38. 3. 29 II 

諮 師後/II 昭雄 II II II 27. 3. 28111 37. 1. 22エ

第 4 部

I 教授1 高橋武雄爪，応r~ りこ15. 3.31昭16. 3. 24! エ
I I I 

II 福田義民 II II 昭 3.3. 31 II 20. 11. 71 II 

I // I永井芳男 11 11 11 5. 3. 3 li 11 21. 11. 71 11 

" I菊池真― II II II 8. 3. 291 II 23. 6. 31 II 

I 
" I江上一郎 II 冶金 II10. 3. 31: II 24. 2. 141 II 

I 
II I浅原照三 II 応化 II14. 3. 31, II 29. 8. 191 II 

I 
II I加藤正夫 II 冶金 II15. 3. 311 II 27. 7. 71 II 

I 野崎 弘 II 応化 II14. 3. 31¥ II 32. 11. 151 II 

I ,, I雀部高雄 II 冶金 II11. 3. 31: II 36. 5. 18 II 

山辺武郎 I11 応化 1115. 3. 31: 11 31. 12. 20¥ 11 [ 
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助教授1中村亦夫

II 武藤毅一

,, I今岡 稔

" l西川緒一

II I原善四郎

,, I後慕信行

塁，応裔 1昭 4.3. 311昭16.8. 4理

II II II 13. 3. 31 II 27. 4. 4エ

” 冶金 II17. 9. 25 II 32. 3. 22 II 

II 応化 II16. 12. 251 II 39. 1. 13 II 

I I II II II 16. 12. 25 II 37. 3. 5, II 

II II II 16. 12. 25 II 36. 6. 30 II 

ニエ冶金 II19. 9. 25111 36. 7. 31 II 

II II II 19. 9. 25111 37. 3. 19 II 

I 
9. 9. 25 II 36. 10. 26/ 

II I河添邦太朗 11 11 11 19. 9. 25 I 
" I鮪 充 II 冶金 II20. 9. 25 II 36. 11. 11 II 

＇， 早野茂夫 ” 応化，， 23. 3. 31 II 39. 1. 131 II 

購 師明石和夫 ” 冶 金 1126. 3. 31 I 

寛

寛

雄

幸

江父

本

下

祖

山

松

任
授

”
I
I
 

併
教

教授I星野昌一

第 5 部

璽，建富 1昭 6. s・s1! 昭20. 9. 241工

II I坪井善勝 III II I 11 7. 3. 31111 16. 11. 291 II 

II I星埜 和 II 土木 II 9. 3. 31 // 22. 8. 211 II 

II I丸安隆和 II II II 14. 3. 31 II 26. 11. 261 II 

II I勝田高司 II 建築 II15. 3. 31 II 27. 1. 251 II 

II 久保慶三郎 ニエ土木 II20. 9. 25 II 37. 2. 201 II 

併`
教訟

関野 克工，建築，I 8. 3. 31 II 20. 9. 241 II 

" I高山英華 I" " I " 9. 3. 31111 24. 7. 301 " 

助教授井ロ

II 池辺

昌平 II 土木I"16.12. 25 
I 

陽 ” 建築 II17. 9. 251 II 37. 3. 271 II 

,, I三木五三郎 ニエ土木//19. 9. 25 

,, I田中 尚／／建築,,21. 9. sol ,, 31. 2. 201 ,, 

,, I石井聖光 ” 

,, I村松貞次郎 I,, 

" I小林一輔 Iエ，土木 I11 29. 3. 31 

”
”
 

ヽ

9

5

 

4iQ~ 
組

蹄”
”
 

3
0
3
1
 

Q~& 

．
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3

 

2

2
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”
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118 



事務長白方

工場長
（併任）

事務部・試作工場

日大之次 昭 6.3.31 
法文法律
東大
工，機械

II 14. 3. 31 

年 間 異
J

リ酋一

I氏 名 発令年月日

攣理府技官 i川井忠彦 1

棚沢一郎

佐藤寿芳

高羽禎雄

安田靖彦

黒川兼行

福田武雄

山本 冥

富成 襄

久保受三郎

山辺武郎

小林一輔

竹中規雄

届 藤雄

明石 和夫

早野茂夫

浜崎襄二

黒川兼行

大島康次郎

石原智男

北川英夫

高橋武雄

祖父江窟

官 出哉、
で
F
r

38. 4. 1 

助

元

教

諮

教

教

”
教

授

授

授

師

授

師

、授

” 
工学部助手

諮師

助教授

" 

助

購

教

講師

技授

併任教教

" 
38. 5. 7 

38. 5.21 

38. 6. 1 

38. 6.30 

38. 7. 1 

38. 8. 1 

” 
38.10. 1 

” 
” 

38.10.10 

38.10.24 

38. 11. 5 

38.12. 1 

1

1

 
3
 

．． 

1

3

 

II 

．． 

9

9

 

3

3

 

！ 
本所助教授に転任

助教授（こ採用

” 

1''' 阻J
ユf.
/'-J 

” 
袖iタトにおける研究に従事の為，休職

東京大学名巻教授の称号を授与

本学工学部に配匠換，本所併任

辞職

教授1こ昇任

‘’ 
助敦授に昇任

本学工学部に記翌戻，

” 
本所講師に昇任

助教授に昇任

復較

辞 敦

教授1こ昇任

” 
助教授（こ昇任

停年退殺

” （工学部）

本所iJi'任

’’ 

C. 旧 職 員

名誉教授

元教：授

故井口常雄， 瀬藤

岡宗次郎， 渡辺

故森田三郎，故茂木

松本良 一，故釘宮

浅岡勝彦， 石川

年一
云ぷ一9

要，

武雄，

磐，

政吉，

故友田

福田

故吉川

岩崎

山県

宜孝，

武雄

晴十，

富久，

日→
芦ブ，

谷 安正，

菱川万三郎，

故竹中二郎，

福田節雄，

星合 正治

吉 原 英 夫

清水菊平

南波松太郎
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故増野 実， 谷 一郎， 河村正弥， 沼田政矩，故小野 蒸

高橋安人，故宮津 純， 兼重党九郎， 金森九郎，故末岡清市

高橋武雄

元助教授芝原 正人， 吉村慶丸， 堀 武男， 渡辺 彗ヽ＼； 9ヽ 佐 藤 正 彦

故内田祥文， 渡辺正雄， 高木 豊， 沢田正二， 高 月 竜 男

盟田利幸：故青木 洋，故高尾一郎， 田中一彦， 元 良 誠 三

中西邦雄，故桑井源禎， 小川岩雄， 江口雅彦， 石井義郎

久松敬弘， 仁木栄次， 浜口隆一， 丹羽 登， 黒 川 兼 行

元元技購官師 佐藤敬夫， 中村康治， 藤森栄二， 橋爪 伸， 富成 襄

元事務長 鈴木弥孝

3. 決算と予算

A. 昭和 37年度歳出決算額

金 額 百分率 ％ 

総 額 820,128,193 100.00 

人 件 費 244,249,039 29. 78 

物 件 費 575,879,154 70.22 100.00 

各研究部研究費 91,443,860 11. 15 15.88 

特別研究費 22,367,700 2. 73 3.88 

受託研究費 23,200,000 2.83 4.03 

受託研究員費 1,100,000 0. 13 0. 19 

大学院学生経費 1,120,800 0.14 0.19 

溶 鉱炉運転費 4. 596,300 0.56 0.80 

吾,vZ庄 備 費 10,367,700 1. 26 1. 80 

図書購入費 3,950,000 0.48 0.69 

出 版 費 3, 771. 644 0.46 0.65 

試作工場経費 3,450,000 0.42 0.60 

職員厚生経費 441,900 0.05 0.08 

観測ロケット経費 389,419,000 47.48 67.62 

移転 経 費 9,949,550 1. 21 1. 73 

その他の経費 10,700,700 1. 30 1. 86 

B. 昭和 38年度歳出予算額

金 合恒1 百分率 ％ 

総予冥額 950,881,100 100.00 

人 件 費 250,000,000 26.29 
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物件費

各研究部研究跨

特別研究費

受託研究費

受託研究員費

大学院学生経費

溶鉱炉連転費

設備費

図書限入費

出版費

試作工場経費

観測ロケット経費

職員厚生経費

その他の経費

700,881,100 

64,918,000 

18,000,000 

12,550,000 

3,100,000 

2,154,900 

4,596,300 

196,600 

5,280,000 

4,500,000 

4,397,000 

519,565,000 

493,700 

61,129,600 

73. 71 

6.83 

1. 89 

1. 32 

0.33 

0.23 

0.48 

0.02 

0.56 

0.47 

0.46 

54.64 

0.05 

6.43 

100.00 

9.26 

2.57 

1. 79 

0.44 

0.31 

0.66 

0.03 

0.75 

0.64 

0.63 

74.13 

0.07 

8. 72 

c
 

文部省科学研究費関係（昭和 38年度）

も公
不、心

検

各

総

試

額

関

個

合

験

研

研

研

研

究

究

究

究

33,340,000円

12,520,000 

2,270,000 

9,190,000 

9,360,000 

D. その他の研究費（昭和 38年度）

委員会および諸団体より

総計 (B+C+D)

8,352,000円

992,573,100円

（千万月） 1, 喩芸 桐噸・究費 Dその他翌究費

゜
I 

1~11,~,111111; !1 
、~ゞ~—ニコ一ー . ,. --- , " , , 

庄JJ3J年(1959) '3う年(1960) , 36年(1961) , 37年(1962) , JS年 (196))

最近5ケ年間の諸経費増減比餃表
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罰昭和 38年度の研究成果発表の状況

出 版 物

次の 3種がある．

東京大学生産技術研究所報告（略称：生研報告）

所貝のまとまった研究成果を発表する．本文は和文または欧文とし，不定期発行で年間

10種前後を刊行している．

生産研究

研究の解説的紹介と追報的紹介とをかね，月刊で発行している．

以上は，本所の発行の分で，その他随時に学会誌，協会誌その他の学誌に研究を発表し

ている．

生研リーフレット

生研の研究成果で，実用化への手引とするため，写真中心に箇略に編集したもので，現

在まで 91種を発行している．

A. 東京大学生産技術研究所報告（不定期刊・研究発表誌）

昭和 38年度 (38年 4月-39年 3月）に発表した分を次1こ列挙する．

廷 目

13• 1 電益滴定法の研究（英文） 高橋武雄•桜井 裕 38. 6 

13・2 スボットダイアグラムによる映像の研究（英文） 久保田広•宮本健郎 38. 8 

13・3 指の機能の工学的研究（英文） 山下 忠• 森 政弘 38.11 

13・4 写真現像の機構（仏文） 菊池真一 38.12 
13・5 徴小白金極1こよるボルタメトリーの研究（仏文） 菊池真一• 本多健一 39. 2 
13• 6 直交異方性板の影筈面（英文） 川井忠彦 39. 2 
13• 7 写真測鼠による文化財の梢密測定への応用（英文） 丸安隆和・大島太市 39. 3 
14• 1 偏平球殻坦論とその応用 坪井 善勝 39. 3 

B. 生産研究 （月刊・研究紹介誌）

巻号
（発行年月） 題 目

14巻 4号 宮津純先生（巻頭言）

(38年4月） 粒体メカノケミカ］レビストンの諸特性

ダイオード型パラメトリック増幅器

吸普法による放射性廃液の処理

貯水池の滞砂の問題の水理模型による研究について（速報）

粉体の表面積測定に関する研究（速報）
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著者

石原智男

森 政弘•松島正大
黒川兼行

河添邦太朗・竹内 癖

井口昌平

福田 義民•河添邦太朗



巻界
（発行年口月） 題 目 著 者

15巻5号 橋の進化のあらまし退官記念講演様要

(38年5月） 写真測盈の水車形状の桔密検査への利用

建築における生産管理の実態調査

光線追跡から一次元高次収差関数を求める方法（速報）

アキシャル・プランジャ形ボンプ，同モータの性能

（第2報）（速毅）

トランジスタ化したパルス式送電線

接地抵抗計（速報）

15巻 6号 写真現像と酸化還元電位

(38年6月） ラジェーション・コロージョン

イオン性界而活性剤へのビルダーの作用について

ガラス表而における油分子の吸許現象の分子線法による研究

（速報）

常時微動電解析装置の試作（速報）

斜板形アキシァルプランジャボンプの性能（速報）

15巻 7号 1963年における詞測ロケットの計画

(38年7月） 計装と観測

観 測 新実験楊設置について

ロケット IQSYとロケット観測

特集号 COSPARと日本のロケット観測

ーカッパ カッパSL型について

8L•8•9L カッバ9M型について

9M型ー カッパ 8型 8号機および 9号機について

カッパ 8型 10号機について

カッパ8型 11号機について

カッパSL型 1号機について

カッパ9L型 2号機について

カッパ9M型 1号機について

カッパSL,9M型の空力特性

カッパ 8L•8•9L·9M 型の性能計算

カッパ SL• 9M型の構造強度

小型ロケットについて

ラムダ735型エンジンの開発

溶接ロケットチャンパの開発

ラムダ地上試験用推力計

ディジタル計算機による性能計算

テンメータ送信機

高感度受信機（その 2)

復調記録系

テレメータ用ロケットアンテナ

カッパ8型8号機より 11号機にいたる間におけるテレメー

タ実験について

池田憲治•竹沢 進

福田武雄

丸安隆和・大島太市

津田昌明

岩下秀男

朝倉利光

石原研究室

油圧研究グループ

河村達雄• 田代文之助

筵波克明

菊池真一

本問禎一

松島正太

宮永五郎・辻 泰

岡本舜三• 横井 勇

井田富夫• 小島英一

糸川英夫

高木 昇

糸川英夫

前田憲一

畑中武夫

糸川英夫

糸川英夫

圭木章夫・斎藤成文

野村民也• 森大吉郎

斎慈成文・圭木章夫

森大吉郎• 野村民也

森大吉郎・野村民也

至木章夫・斎藤成文

至木章夫• 三石 智

秋葉錬二郎・広沢嘩夫

北坂秋秀

森大吉郎・中野 旭

玉木章夫•森大吉郎

吉山 厳

秋葉鍛二郎

安藤良夫

大井光四郎•吉山 厳

小倉公達・時末 征

渡辺 勝•岡本通子

大井克彦• 福井真一

梶谷光男

高橋健一

大井克彦•鳥井知聰
山下不二雄・稲嶺洋右

テレメータ研究班

高木 昇•野村民也
横山幸阿•横山茂士
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巻号
（発行年月） ， 題 目 著者

井上浩三郎・村田由紀夫

大井克彦•高橋健一
片山伸生

4m¢ レーダ装匝 野村民也・樫本俊弥

渡部 優

レーダ用機上アンテナと飛しょう運動によるレベル変勁につ レーダ研究班

いて 高木昇•黒川兼行

長谷部望•市川 満

関口 豊

レーダによるロケット航跡標標定結果 レーダ研究班

窃木 昇・斎藤成文

長谷部望• 電尾要道

市川 満•関口 豊

倉茂周芳

so計画と S0-150型ロケットについて 野村民也• 吉山 厳

中村日色

加速度計および計測結果 吉山厳• 中村円生

林 紀幸

温度計・歪計•横加速度計 今沢茂夫• 和波衛身

タイマ 吉山厳•坂井広
熊取谷博偉

発音弾発光検出器 吉山厳•今沢茂夫
和波衛身

比色計について 吉山厳• 広沢嘩夫

松島 亨

開頭装匝について 板橋宗雄• 中 村 厳

吉山 厳

ラムダ型エンジン (735がん， 735炉/,, 735 炉ん）の地上試植村恒義• 田中勝也

験について 金沢和夫・喜久里豊

一高速飛しょう体の光学的追跡に関する研究（第 37報）一岡宮 誠一

カッパ8型ロケット (7,8, 9, 11 号機）の光学的追跡について植村恒義• 田中勝也

ー同上（第 38報）一 金沢和夫•黒河喜昭

カッパ9L型2号機， SL型 1号機， 9M型 1号機の光学的植村恒義・ 伊藤寛治

追跡について 田中勝也• 山本芳孝

ー同上（第 39報）一 金沢和夫

小型モデルロケットの光学的追跡について 植村恒義• 田中勝也

ー同上（第 40報）一 金沢和夫・北原時雄

18m¢ トラッキングテレメータアンテナ支塔の設計 丸安隆和• 中村英夫

電離層直接観測器とそれによる観測結果 平尾邦雄

カッパ8型 11号機の宇宙線測定 （宇宙線観測班）

宮崎友喜雄• 竹内

今井 喬・吉沢忠良

大塚好造・大矢幸司

カッパ8型 11号機によるロケットの姿勢測定 加蒜愛雄• 青山 厳

清水義雄・飲塚 正

ロケットによる大気光間の高さの測定 古畑正秋• 中村花年

中村 強• 中村純二

上屈における気温・ 風の観測結（第2報） 前田 憲一• 竹屋芳夫

松本治弥•奥本隆昭
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（発巻行年号月） 足 目 著 者

大家 寃・建部 渉

カッパ8型 11号機による電離屈中の低周波電波伝播ならび前田 憲ー・木村磐恨

に雑音の観測 高倉逹雄

電離層フ゜ロープの風洞実験 土手敏彦・一宮虎雄

ドリフトプラズマの探極測定一 玉木翠夫

鹿児島宇宙空間競測所の起工式と鹿児島県・内之浦町両協力 下村潤二朗

会の成立

KT計画について 玉木章夫•渡理竜彦
建築施設の設計 (KSC) 池辺 陽

鹿児島宇宙空間観測所建設工事概要 丸安隆和・中村英夫

津田昌明

新実験坦地上設備について 斎藤成文• 吉山 厳

窃中菰澄

ロケットの輸送について (KSC) 吉山 厳

LMテストスタンド 秋葉絞二郎• 吉山 厳

欧米の宇宙科学技術の現状高木昇（その 2) 窃木 昇

総務班の記録 渡理竜彦

ー1961年 7月実験から 1962年 12月実験まで一

SEデータ・センクー報告 広沢嘩夫• 山脇菊夫

佐伯信吾

15巻8号 東京オリンビック国立屋内総合競技場とその模型実験におけ 坪井善勝・丸安 降和

(38年8月） る写真測砿の応用について 大島太市・川口 衛

新設された床版試険機とその性能 福田武雄・星埜 和

久保疫三郎

大型プラスチック気球の放球法 岡本 智

2次元問題における調和曲線座標の応用について 佐武正雄

グラントムソンプリズムを用いた光の可変減衰器（速報） 斎茂成文• 息川兼行

横山幸嗣

メタクロレインの重合について（速報） 中島利誠• 永井芳男

新しい化合物の合成（速報） 松尾昌季•永井芳男

15巻9号 トリクレン，塩化アリルの活性炭に対する吸酋平衡 福田義民•河添邦太朗
)38年9月） 竹内 那

界面動電ボテンシャル 妹尾 学

客車暖房のカスケード制御装皿 沢井善三郎・横田 和丸

川瀬太郎

メタクロレインの選択的オレフィン重合（速報） 中島利誠• 永井芳男

過ラウリン酸のポーラログラフィーとその応用（速報） 早野茂夫・下村一賎

丹波弘子

15巻10号 鉄鉱石流動透元の機構 原蒋四郎

(38年10月） 圧力計工業界の現況 小川正義

光の可干渉性 (Coherency)とその応用 久保田広

東京の道路交通 星埜 和

ーオリンビック開催に寄せて一

近距離音場の近似計算（速報） 烏飼安生

地震計自動感度切換装置（速報） 岡本舜三・模井 勇

15巻11号 溶融塩屯解法による単体ボロンの製造 明石和夫•江上一郎
(38年11月） バックラッシュのある制御系の数学的取扱いと補償対策 藤堂勇雄

土の“液性限界’’試験法の変遥と問題点 三木五三郎

合成樹脂のコンクリートヘの応用 丸安隆和• 小林一輔
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（発巻行年号月） 題 目 著 者

糊料の流勁における揺変破懐形式（速報） 黒岩城雄・中村亦夫

15巻12号 試験台による自動車の研究 平尾 収・中島 隆

(38年12月） ー特に運動性能について一

パナジウム現像法の研究 菊池真一• 吉永忠司

本多健一

自動車車体線図作成への写真測蛍の応用（その 1) 丸安隆和・大島太市

イオン交換膜電解透析における濃度分極現象 妹尾 学•本田和子

山辺武郎

16巻1号 工学研究巻頭言 藤高周平

(39年1月） 生研庁舎付近の歴史 村松貞次郎・ 音川 惇子

満載吃水終規程について 田宮 真

薄肉開断而材の弾性力学 (I) 川井忠彦

“近距離音場の近似計算”について（速報） 鳥飼安生

インコヒーレントに近い光源の空間的コヒーレンスの測定法小瀬 輝次

(I) (速報）

自動車の低時速における操舵トルク（第2報）（速報） 小口泰平

自動車の低速時における操舵トルク（第3報）（速報） 小口泰平

新しい化合物の合成 永井芳男•松尾昌季

綾部好雄•松田達史

16巻2号 日生刺場の音管について 石井聖光•平野興彦
(39年2月） 船室用誘引型吹出ロユニットについて 勝田高司・後麻 '（* エ

寺沢達二

薄肉開断而材の弾性力学 (II) 川井忠彦

Cu-Cr合金の研究（第 1報） 西川梢ー•長田和雄

ー初期時効段階におけるニ・三の研究結果ー（速毅） 小林繁美

而格子付吹出口の発生騒音について（速報） 勝田高司•寺沢逹ニ

板本守正

16巻3号 金限の水素脆性 西川糖―

(39年3月） イオン交換膜による製塩について 山辺武郎

活性炭吸舒法による塩化水素の精製 河添邦太朗•竹内 舞

Runge-Kutta-Mersonによる常徴分方程式の数値的解法 蔚田長子

新しい道路材を求めて（海外事情） 野崎 弘・斎藤 茂

田中啓介

第 1回生研講習会の概況（記録） 下村潤二朗

C. 生研リーフレット

No. 筵！ 目 研究者名

85 ディジタル記録型レンズ性能測定機 小瀬輝次•高島松雄
86 可変雰囲気内熱型ろう付装匠 安蕊良夫

87 黒鉛用抵抗ろう付装置 安藤良夫•沢井善三郎

88 ルビー・レーザ装置と検波装置 斎藤成文

89 電子ビーム雑音測定装慨 斎藤成文

90 高性能アナログ電子計算機 野村民也

91 化学反応による自励発捩装置 山本啓太
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D. 著書および所外の学術雑誌などに発表したもの

ー各項目末尾の数字は，順に巻（太字），号，ページ，発行所
名，年，月（西暦）を示す．巻のないものは，文字でその

呼称を示す一

第 1 部

教授 岡本 舜三

地中構造物に働く地震力に関する研究（加藤勝行，伯野元彦と共著）：土木学会論文集，

92号， 37-53, 1963. 4. 

アーチダムの振動，特にその従振動に関する研究（加藤勝行，伯野元彦と共著）：土木

学会論文集. 100号， 24-34, 1963. 12. 

教授 久保田 広

光の Coherencyについて：応用物理学会光学懇話会主催 3第回サマー・セミナー論文

集， 1963. 8. 

レーザ光の性質：日本工業経済連盟主催第 70回講座テキスト， 1963. 9. 

レスボンス関数について「序論・ はじめに」：写真工業， 22,2, 41, 1964. 2. 

光の唸り（小倉磐夫，朝倉利光と共著）：応用物理， 33, 2, 67-81, 1964. 2. 

教授 一色 貞文

銅の上の酸化銅針状晶の Squeeze型成長の可能性（本間禎ーと共著）：応用物理， 32,

12, 933-936, 1963. 12. 

被写体散乱線と欠陥像について（片岡邦郎，高正

12, 3, 121-127, 1963. 5. 

檻，山沢富雄と共著）：非破壊検査，

教授 玉木 章夫

Some Experiments on Probe Characteristics in Drifting Plasme (土手敏彦，

と共著）： J. Phys. Soc. Japan, 18, 2, 260-265, 1963. 2. 

希薄気体力学の実験装置，航空学会誌， 11, 117, 324-329, 1963. 10. 

教授 大井光四郎

抵抗線ひずみ計の高周波追随性について：機械学会講演会前刷， 1963. 11. 

助教授 鳥飼 安生

一宮虎雄

超音波の平而板における透過• 境界面における反射の計算：音響学会研究発表会講演諭

文集， 105-106, 1963. 5. 

近距離音場と Lommel関数：音害学会研究発表会講演論文集， 107-108, 1963. 5. 
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助教授山田嘉昭

高速度の深絞り試験について（輪竹千三郎と共著）：塑性と加工， 3,28, 341-348, 

1963. 5. 

R値が深絞り性に及ぼす影響について：塑性と加工， 4,38, 183-194, 1964. 3. 

深絞りの理論ー加工の限界一：機械学会誌， 67, 542, 453-465, 1964. 3. 

深絞り加工の基礎知識：プレス技術， 1, 1, 10-19, 1963. 12. 

高速度の深絞り試験：マシナリー， 26,387, 389, 733-738, 939-943, 1963. 5およ

び 6.

深絞りの理論：日本機械学会，第 191回講習会教材， 1-30, 1963. 5. 

圧力容器の塑性変形：日本機械学会教材，第 193回講習会， 69-88, 1963. 5. 

金属の深絞りと潤滑について：日本油化学協会，油と表面第 1回講習会テキスト， 4-1 

-4-44, 1964. 2. 

試作した高速度試険機1I型について（輪竹千三郎と共著）：日本機械学会，第 14回塑性

加工連合購演会前刷， 127-130, 1963. 11. 

助教授小瀬輝次

光電的ヒ゜ント位置測定法：光学ニュース， No.69, 1-2, 1963. 10. 

光学時評：写真工業， 21, 11, 31, 1963. 11. 

助教授秋葉錬二郎

固体推薬ロケット燃焼器：月本檄械学会誌， 66, 532, 671-678. 1963. 5. 

ロケットの自勁制御：電気学会誌， 83-11, 902, 20-25, 1963. 11. 

助手朝倉利光

Spot diagram (物理学メモ）：日本物理学会誌， 18,4, 50, 1963. 4. 

Apodization (物理学メモ）：日本物理学会誌 18, 5, 68, 1963. 5. 

Photoraphic Optics: Bull. Soc. Sci. Photo. Japan, No. 12, 26-28, 1962. 12. 

Jレビーロッドの干渉縞と発光状態（花田博と共著）：応用物理， 32, 7, 454-461, 1963. 

7. 

光学（照明年報）：照明会誌 47, 7, 362-364, 1963. 7. 

不均ーな位相，摂幅分布をもつ開口による回折像 IV. 回折像強度分布：応用物理， 32,

9, 653-663, 1963. 9. 

有凩な大きさのコヒーレント光源の回折像一直交儒光子をもつ偏光顕徴鏡の場合ー：応

用物理， 32, 9, 677-685, 1963. 9. 

ガラスロッドの干渉縞と発光状態. (I)均質ロッドの場合（花田博と共著）：応用物理，

32, 12, 923-929, 1963. 12. 

周波数空間：こおけるコヒーレンス・マトリックス：応用物理， 33, 1, 41-48, 1964. 1. 
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ガラスロッドの光学的均質性と発光状態（藤原裕文と共著）：東北大学電気通信研究所

主催シンポジウム（光波およびマイクロ波紐子エレクトロニクス）論文集， 71-75,

1964. 2. 

光学懐授：日本物理学会誌， 19, 2, 75-76, 1964. 2. 

光の唸り（久保田広・小倉磐夫と共著）：応用物理， 33, 2, 67-81, 1964. 2. 

有衷な大きさのインコヒーレント光源の回折像一直交偏交子をもつ偏光頸欲鮫の場合一

（鈴木恒子と共著）：応用物理， 33, 2, 91-98, 1964. 2. 

ガラスロソドの干渉縞と発光状惹， (IT) 角柱ロッドの場合（蔚原裕文と共嗜）：応用物

理， 33,2, 98-107, 1964. 2. 

第 2 部

敦授竹中規雄

切削て具の展望：緒密搬控， 30, 1, 4, 精蛾学会， 1964. 1. 

教 授亘理 厚

摩擦による振勁（杉本滋尚と共箸）：日本薇械学会論文集， 29, 200, 1963. 4. 

限動i袖系の摂動：殴懐学会第 199回諮習会教材， 1963. 10. 

ばねの設計（椙集委員長）：丸善出販， 1963. 12. 

Vibration Caused by Dry Friction : Bulletin of JSME, 7, 25, 1964. 2. 

教授田宮

曳航ロープ張力について：造船招会疇文災， 113, 28-36, 造船協会， 1963, 6. 

敦授松永正久

芸勁式バレル研摩法（第 1報，マスの況合餃構と仕上区域について）， （校生田苫明・内

藤敏と共著）：緒殴学会春季講演会前刷， 89-90, 1963. 4. 

摂餃研摩慨説・棧検研摩の殴構・バレJレ仕上：全房表面技術便覧， 83-86,98-109, 

日刊工業薪聞社， 1963. 6. 

教 授 大 島 康 次 郎

A Hydraulic Torque Amplifier (Coauthor: K. Araki) : Preprint of 2nd IFAC Congress, 

1963, 8. 

ステップモータを使用した放電加工桟の自勁遣匝送り（江川巌と共管）：計測と制御，

2, s, 580-587, 1963. s. 
オンオフ制御用特殊サーボモータ（江川巌と共著）：第 6回自勁制釘迂合謁演会前且lj,

217-218, 1963. 10. 

差訳 自璽り制御計回法 上巻 (J.G. Truxal特）：迂代科学社， 1963. 5. 
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教授石原智男

流体継手の研究（第 1報）（古屋七郎と共著）：日本機械学会第 40期総会学術講演会前

刷， No.87, 1-4, 1963. 4. 

アキシャ Jレ・プランジャ形ポンプ，同モータの性能（山口 淳，外 3名と共著）：日本

機械学会第 40期総会学術講演会前刷， 1963. 4. 

油圧伝動装置の性能について：自動車技術会京都大会学術講演会前刷， 1963. 8. 

噴流について（槌田 昭と共著）：日本機械学会誌， 66, 537, 31-38, 1963. 10. 

助教授植村恒義

高速度写真による金属切削機構の解析研究（山本芳孝，三菱金属鉱業KK, 中村裕道，

鳥光久松と共著）：第 40期通常総会，同学術講演会， 日本機械学会前刷集， No.92, 

71-74, 1963. 4. 

Beckman & Whitley 192型超高速度カメラの性能試験結果（山本芳孝と共著）：第 10

回応用物理学関係連合諧演会予稿集， 96-97, 1963. 3. 

高速度写真用光メザーの研究（金沢和夫と共著）：第 10回応用物理学関係連合会諮演会

予稿集， 98-99. 1963. 3. 

回転反射鏡式とドラム式を組合せた新型高速度カメラの試作研究（第 5報）ー4面体反

射鐙駆動部について一（伊藤買治，黒川嘉昭，北原時雄と共著）：第 10回応用物理学関

係連合講演会予稿集， 100-101, 1963. 3. 

超高速度カメラの試作（第 6報）ー最高撮影速度毎秒 600万駒，連続 1,800駒の超高速

カメラの計画ー：第 10回応用物理学関係連合講演会予稿集， 102-103, 1963. 3. 

高速度写真による金属切削機構の解析研究（山本芳孝，三菱金属鉱業K.K.中村裕道，同

鳥光久松と共著）：緒機学会昭和 38年度春季大会学術講演会前刷， 133-134,1963. 4. 

回転反射鏡式とドラム式を組合せた新型超高速度カメラの試作研究（第4報）ー4面体

反射鏡駆動部について一（伊藤寛治，黒河嘉昭，北原時雄と共著）：梢機学会昭和 38

年度春季大会学術講演会前刷， 135-136. 1963. 4. 

回転反射鏡式とドラム式を組合せた新型超高速度カメラの試作研究（第 5報）ー毎秒

600万駒超高速度カメラの計画ー：精機学会昭和 38年度春季大会学術請演会前刷，

137-138, 1963. 4. 

高速度写真測定：精機学会主催光学的測定法講習会テキスト， 145-178, 1963. 5. 

高速度カメラ：学会業務協議会「工業と製品」 No.3, 102-114, 1963. 7. 

助教授高橋幸伯

Descriptions of Japanese Instruments for Stress and Strain Measurement in Ship 

Structural Research: Preprint of the 2nd Internal Ship Structure Congress, 1-57, 

1963. 8. 

構造物における疲労：生産と技術， 16, 2, 6-13, 1964. 2. 
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助 教授森 政弘

汎用シーケンス制御装置：第 6回自動制御連合講演会前刷， 203-204, 1963. 10. 

指の機能の工学的研究：日本人工朦器学会雑誌， 1, 1, 13-15, 1963. 12. 

自動化とシーケンス制御：自動制御， 3, 1, 5-8, 1964. 1 

経済性より見たシーケンス制御：自動制御， 3, 1, 9-11, 1964. l. 

助教授川井忠彦

平板粟の撓み（航空宇宙技術・塙 武敏その他と共著）：第 13回応用力学連合購演会前

屈リ， 1963. 8. 

平板の固有値問題について（続）航空宇宙技研• 多田保夫と共著）：第 41回日本段械学

会全国大会前刷， 1963. 10. 

平面骨組構造の最小重旦設計法における電子計卵楓を応用した計冥例：第 105回工経連

諮座テキスト＜塑性設計とその応用>, 1964. 2. 

助手梅谷陽二

生産• 在庫管理における OR技法（松田武彦らと共著）：培風誼， 386, 1963, 10. 

懸濁液の粒度測定：第 5回自動制御連合大会前刷， No.402, 1963. 

第 3 部

教授藤高周平

雷放電カウンタによる昭和 38年夏期測定結果（河村達雄と共著）：雷害事故調査委員会

資料， 5, 1963. 9. 

開閉サージ閃絡電圧の湿度特性（河村達雄，北条準ーと共著）：電気学会東京支部大会

謡演論文集， 246, 1963. 11. 

Consideration upon the Relation between the Isokeraunic Level and the Results 

obtained with the Lightning Flash Counter (Co-author T. Kawamura, S. Tsurumi, 

K. Kinoshita) : CIGRE Study Committee No. 8, Working Group, Lightning 

Counter, 1964. 2. 

教授森脇義雄

高計数率遅延線路記憶式多チャネル波高分析器用一時記憶装置（三原真吾•寺川俊昭と

共著）：電気4学会連合大会論文集， 630, 1963. 4. 

高計数率波高分析器用遅延線路式記憶装置（寺川俊昭•三原真吾と共著）：電気 4 学会

連合大会論文集， 631, 1963. 4. 

高計数率遅延線路記憶式多チャネル波高分析器用一時記憶装置（三原真吾•寺川俊昭・

三輪博秀•林治・西本敏之と共著）：第 5 回日本アイソトープ会議報文集第 3 分冊，
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139, A/d-25, 1963. 5. 

高計数率波高分析器用遅延線路記憶装置（寺川俊昭・三原真吾・三輪愕秀・林 治• 西

本敏之と共培）：第 5回アイソトープ会餞報文集第 3分冊， 139, A/d-25, 1963. 5. 

教授沢井善三郎

勁力を検出値とする巻取り張力制御装置の解析（稲葉t悲川澤太郎と共著）：電気 4学

会連合大会請演論文集， 1140, 1963. 4. 

クレバキンの InvariancePrincipleとその張力制御系への応用（稲葉得，川潔太郎と共

著）：計測と制御， 2, 12, 976-987, 1963. 12. 

自動制御用語 JIS案について（井口雅ーと共著）：計測と制御， 3, 1, 57-62, 1964. 

1. 

自動制御用電気部品の信頼性：オーム， 51, 1, 18-20, 1964. 1. 

教授斎藤成文

Dete ct ion and Amplification of the Microwave signal in Laser Light by a parametric 

Diode (黒川兼行，藤井陽一，木村達也と共著）： Proceedings of the Symposium on 

Optical Masers Polytechnic Institute of Brooklyn, 567-578, New York, 1963. 

教投野村民也

ディジタル割邸回路（横山茂士と共著）：電気学会東京支部大会， 1963, 10. 

Tracking Telemetering Antenna at Kagoshema Space Center (高木昇，他と共著）：

5th ISTS, Tokyo: 1963. 9. 

Circularly Polarized Connical Scanning System (長谷怒望， 他と共著）： 5th ISTS, 

Tokyo: 1963. 9. 

: F! 刊工業新聞社刊， 1963. 4. 

18111ゆトラソキングテレメータ空中線（高木昇，斎阿成文と共苔）：霞気 4学会辺合大

会，宇宙通信シンポジウム予稿， 1963. 5. 

わが国における親測ロケットとエレクトロニクス： と糾御， 2, 6, 1963. 

教 授尾上守夫

Relationships between Input Admittance and Transmission Characteristcs of an 

Ultrasonic Delay Line. : Trans. Inst. Radio. Eng., UE-9, 2, 42-46, 1962. 12. 

第 4回国院音摩厚学会 (LC.A.)報告，ー超音波：音召学会誌， 19, 74-78, 1963. 3. 

セラミック摂：り子の電気薇械結合係数測定法 (H.F.Tiersten, A.H. Meitelerと共茫）：

電気屈髯学会誌， 46, 330-335, 1963. 3. 

圧霞磁歪ジャイレータの終端回路：昭和 38年電気 4学会連合大会闊演謡文集， No.

1196, 1963, 4. No. 1187, 1963. 4. 

圧電セラミック円筒のすべり摂動：音翌学会春季請演臼文集， No.1-1-7, 1963. 5. 
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超音波による碍子汚損の検出 （藤高周平•藤田良平・山田悔章と共著）： No. 2-1-11, 

超音波還延回路における駆動アドミッタンスと伝送特性との関係：超音波研究会資料，

1963. 6. 

Mechanical Input Admittance of Ultrasonic Delay Lines Operating in Torsional and 

Shear Modes: J. Acoust. Soc. Am., 35, 7, 1003-1008, 1963. 7. 

Resonant Frequencies of Finite Piezoelectric Ceramic Vibrators with High Electro-

mechanical Coupling: Trans. Inst. Radio. Eng., UE-10, 1, 32-39, 1963. 7. 

圧電セラミック円筒の高次すべり摂勁：音響学会秋季購演論文集， No. 1-1-4, 1963. 

10. 

圧電セラミック円筒のひろがり摂動：同上， No.1-1-5, 1963, 10. 

水晶摂動子の副摂動のシュミレーション Ci-'文字弘道と共著）：昭和38

全国大会， No.420, 1963. 11. 

圧電捩動子と結合振動理論：同上， No.57, 1963, 11. 

板波探像法の基礎 (I),(TI):薄板，蒋肉管および線の新しい超音波茨侶法腿習会テキ

スト， 日本非破壊検査協会， 1963. 12. 

水晶発摂子の副摂動の解析と検出：電気通信学会誌， 47,38-47, 1964. 1. 

有限な形状をもつ高結合圧電セラミック摂動子の共摂周波数 (H.F.Tierstenと共著）：

電気通信学会誌， 47, 48-54, 1964, 1. および超音波研究会資料， 1963.7. 

板波用探触子としての Y カット（山田博章と共著）：昭和 38年電気4学会連合大会，

No. 1196, 1963. 4. 

助教授河村達雄

パ｝レス式接地抵抗計のトランジスタ化（田代文之助，難波克明と共著）：露気 4学会連

189, 1963. 4. 

コンデンサーブッシングの汚損閃絡特性（井上次男，末次輝雄，武井隆冶と共著）：霞

938, 1963. 4. 

外郎絶緑の開閉サージ閃絡試唸について，大気状態による補正：

門委員会，開閲サージ分科会資料， S -215, 1963. 8. 

ウンタによる昭和 38年夏期測定結果（芸高周平と共著）：四害事故闘査委員会

資料， 5,1963. 9. 

店放電カウンタによ （田代文之助と共著）：雷害事故闘査委員会野料，

19, 1963. 11. 

（田代文之助，羅波克明と共著）：霞気学会東京支部

246, 1963. 11. 

パルス式接地祗抗計の原理とその応后：電子技術， 5, 13, 77, 1963. 12. 
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雷放電カウンタによる !KLの推定（田代文之助と共著）：高電圧技術研究会資料， 15-

15, 1963. 12. 

Consideration upon the Relation between the lsokeraunic Level and the Results 

obtained with the Lightning Flash Counter (S. Fujitaka, S. Tsurumi, K.Kinoshita): 

CIGRE Study Committee No. 8, Working Group-Lightning Counter, 1964. 2. 

助教授 山口 楠雄

工程管理の自動化に関する二，三の手法：電気通信学会，オートマトンと自動制御研究

会資料， 1963. 9. 

工程管理の自動化：アナログ技術研究会資料， 3, 10, 1963. 12. 

Fourier解析方式文字読取機（亀田恒彦，元岡達，吉田金次郎，田中信行と共著）：電

気通信学会， トランズアクション・情報と制御の研究，昭和 38年度第 1号（パタン

認識特集号）， 1963. 12. 

工程管理の自動化について：計測と制御， 3,3, 163-170, 1964. 3 

助教授 高羽 禎雄

実険用並列 PCM電子交換機（尾佐竹御他 3名と共著）：電気通信学会雑誌， 46, 10, 

1402, 電気通信学会， 1963. 10. 

独立同期 PCM中継方式（尾佐竹向他 2名と共著）：電気通信学会雑誌， 47, 2, 210, 

1964. 2. 

講師 後川 昭雄

不均ーな半導体と注入空間電荷：半尊体ハンドプック，第 1網第 4章，オーム社， 1963.

助手 山田 博章

板波用探触子としてのYカット（尾上守夫と共著）：昭和 38年電気4学会連合大会講演

論文集， No.1196, 1963. 4. 

超音波による碍子汚損の検出 （藤高周平，尾上守夫，慕田良平と共著）：音響学会春季

講演論文集， No.2-1-11, 1963. 5. 

第 4部

教授 高橋 武雄

コルトフ教授を迎えて：分析化学， 12, 763-772, 1963. 8. 

分折機器の現状と問題点：工業と製品， No.5, 11-17, 1963. 9. 

On Polarographic Behaviour of Indium Ion in Potassium Thiocyanate (白井ひで子

と共著）： Review of Polarography (Japan) 11, 155-159, 1963. 9. 

金属がオンの混合溶液中のイオン交換反応におけるアルギン酸塩の選択的挙動（石渡義
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夫• 白井ひで子と共著）：エ化誌， 66, 1458-1461, 1963. 10. 

工化誌特集「化学工業への赤外吸収スペクトル法の応用」によせて：化学と工業， 16,

1291-1294, 1963. 11. 

自動分析：こついて：最新の分析化学，第 15集， 1-ll, 1963. 12. 

今日の分折化学：化学工業資料， 31,241, 1963. 12. 

機器分析法の現状と動向：化学工場， 1964, 2号， 1964. 2. 

Continuous Coulometric Titration of Various Oxidizing Substances by Electrogenerated 

Iron (IT), (桜井裕と共著）： TALANTA, 10, 971-979, 1963. 9. 

機器分折法の史的展望：分析化学， 13, 3, 1964. 3. 

有機工業分析（田中誠之と共著）：日刊工業新聞社， 1963.4. 

教授福田義民

カーボンプラックの水分の吸箭（水烏正路， 河添邦太朗と共著）：エ化誌， 66, 1271-

1275, 1963. 9. カーボンプラック表面のヒドロキシル基とカルボキシJレ基（水烏正路，

河添朗太朗と共著）：エ化誌， 66, 1275-1277, 1963. 9. 

カーボンプラックの真比重（水烏正路，河添邦太朗と共著）：エ化誌， 66, 1757-1759, 

1963. 12. 

熱天秤によるカーボンプラックの揮発分と滸火温度の測定（水烏正路，河添邦太朗と共

著）：エ化誌， 66, 1760-1764, 1963. 12. 

教授永井芳男

ポリスチレンとフタル酸ジクロリドの反応（中島利誠，後藤信行と共著）：学摂， 116,

芳香族化学委員会業績報告， 15,59, 1963. 

メタクロンインの重合（中島利誡と共著）同上， 69, 1963. 

6,13ージクロル・キナクリドンおよび誘芍体の合成（後藤信行，西久夫，長谷川日吉，

古新居熾関根堅次，三又久弥，石井修吉と共著）：同上， 139, 1963. 

マラカイト・グリーン・ロイコベースの放射線酸化（後藤信行，清水文代と共著）：同

上， 176, 1963. 

メタクロレインの重合（中島利誠と共著）：エ化誌， 66, 12, 1905, 1963. 

有機色素化学界の進展と今後の動向：エ化誌， 67, 1, 1, 1964. 

4ークロルベンゾアントロン（山本謙二，長沢孝太郎と共著）：エ化誌， 67, 1, 82, 1964. 

4—クロ Jレベンゾアントロンと aーリチウムナフタリンとの反応（山本謙二，後藤信行と

共著）：エ化誌 67, 1, 85, 1964. 

tープチル基を有する Pージスアゾベンゼン誘浮体に関する研究（松尾昌季と共著）：エ化

誌， 67,1, 88, 1964. 

4ークロルナフタル-NーアルキルならびにアリーJレイミド類とベンゾアントロンとのナト

リウムアルコラート 1こよる縮合（後藤信行と共著）：エ化誌， 67, 1, 152, 1964. 
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教授浅原照三

ポリグリコリドの生成反応（片山志富と共著）：エ化誌， 66, 485, 1963. 

エチレンと a,a, a, ートリクロルー①ーヨードアルカンとのテロメリゼーション：エ化

誌 66, 958, 1963. 

Telomerization of Ethylene with a, a, a-Trichloro-の-IodoAlkane: Bull. Japan Petroleum 

Institute, 5, 36, 1963. 

ポリグリコリドの合成と物性（片山志富と共著）：エ化誌， 67, 362, 1964. 

脂肪族過酸化物とハロゲンの反応iこ閃する研究（雑賀大弐と共著）：油化学， 13,126, 1964. 

Telomerization of Ethylene with Carbon Tetrachloride: Bull. Japan Petroleum Inst. 

6, 53, 1964. 

合成洗剤の化学について：用水と廃水， 6, 3, 7, 1964. 

教授加藤正夫

RIの水理学への利用，問題点と将来性：原子力工業. 9, 8, 24, 日刊工業新聞社，

1963, 8. 

水中放射能のガンマ線による直接検出（佐藤乙丸，松坂光雄と共著）：第 5回日本アイ

ソトープ会議論文集 A/d-2, 3-72, 1963. 5, 

Recent Development in Application of Tracer Techniques in Hydrological Engineering: 

第 5回日本アイソトープ会議論文集 C/E-3, 2-163, 1963. 5. 

アルミニウム合金鋳物〔3〕ーアルミニウム合金鋳物の諸性質（総合研究の報告書で，幹

事長として著述ならびにとりまとめを行なった，全 101ページ）：箆金属協会（発行），

1964. 1. 

新らしい鋳物用アルミニウム合金：アルミニウム鋳造工業のあり方についての闊習会テ

キスト，経金屈協会， 1964. 3. 

教授野崎 弘

Eine Darstellung iiber Elektrophotographischen Eigen-schaften des Titan-Dioxyd-Fax-

Papiers: Proceedings of the First International Congress on Reprography (Darm-

stadt), A, 3-9, 1964. 

教授山辺武郎

イオン交換樹脂およびイオン交揆樹朋膜：日本塩学会誌， 16, 5, 209-214, 1963. 1. 

イオン交採樹脂（清山哲郎と共著）： p. 214, 日刊工業莉聞社， 1963.2. 

助敦授武藤義一

板昇彩分析実験（柳田泰之と共著）：共立出阪社， 1963.6. 

化学工業沢験：実教出阪社， 1964. 2. 
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助教授今岡 稔

珪酸塩系のガラス化範囲について（山崎敏子と共著）：窯協， 71 〔認〕， 215-223, 1963. 

助教授中村亦夫

梢化酵索による逆重合（焦岩城雄と共著）：エ化誌， 66, 1466, 1963. 

デンプン（またはパルプ）一有歳溶媒ー水系における水芦化ナトリウムの分配と誘尊体

の製造（息岩城雄と共著）：エ化誌， 66. 1880, 1963. 

助教授河添邦太朗

アイソトープ応用測定（竹内癖と共著）：化学工学， 27, 308-316, 1963. 5. 

流鼠測定における放射性トレーサの化学的定鼠（加藤正夫，佐藤乙丸，竹内流と共著）：

第 5回日本アイソトープ会説報文集， 3-289-290, 1963. 5. 

カーボンプラックの水分の吸着（福田義民，水烏正路と共著）：エ化誌， 66, 1271-1275, 

1963. 9. 

カーボンプラック表面のヒドロキシル基とカルボキシル基（糀田羨民，水烏正路と共

著）：エ化誌， 66, 1275-1277, 1963. 9. 

溶解平衡：化学工学協会絹物性定数 I集， 167-190, 丸苦， 1963, 10. 

カーボンプラックの真比重（幅田義民，水烏正路と共著）：エ化誌， 66, 1757-1759, 

1963. 12. 

熱天秤によるカーボンプラックの抑発分と着火温度の測定（篇田義民，水烏正路と共

著）：エ化誌， 66, 1760-1764, 1963. 12. 

助教授早野茂夫

有楓過酸化物のポーラログラフィー，油化学， 12, 605-612, 1963. 

ボーラログラフ半波霞位と分子構造：分析檬摺， 2, 3, 17-20, 1964. 

研究員小林昌敏

Non-Destructive Testing of Thick Steel plate by means of a Betatron, X-ray Image 

Intensifier and Television System (Co-author K. Nishibori etc.) : 4th International 

Conference on Non-Destructive Testing Session 2, paper 15, 1963. 9. 

高エネルギX線およびr線による透過検査ーペータトロンによる択影：放射緑透過検宜

技術請習会，都立 RI研究所， 1963. 11. 

放射化法の河水への利用：原子カエ菜， 9, 12, 28, 日刊工菜箭間社， 1963. 12. 

Activation Analysis of Oxygen by means of Cr, n) Reaction (Co-author S. Maeda 

etc.) : Radioisotopes, 13, 1, 1, 1964. 1. 

Neutron Activation Analysis of Alloyed Uranium Component in Carbon Steel (Co-

author T-Sawai): Radioisotopes, 13, 1, 20, 1964, 1. 
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Determination of Trace Elements in Aluminum by Neutron Activation (Co-author S. 

Nagasaka etc.) : Radioisotopes, 13, 1, 26, 1964. 1. 

中性子ラジオグラフィ：原子力工業， 10, 2, 17, 日刊工業新聞社， 1964. 2. 

ベータトロンによるウランの非破壊検査（原らと共著）：日本非破壊検査協会昭和 39年

度春季大会， Iー 22, 1964. 3. 

助手 妹尾 学

Anomalous Conduction across Ion-Exchange Membranes (山辺武郎と共著）： Bull. 

Chem. Soc. Japan, 36, 7, 877-878, 1963. 7. 

イオン交換膜一溶液系の異常電導現象：表面， 1, 3, 45-52, 1963. 12. 

The Permeabilities of Hydrogen, Soduim and Calcuim Ions in Mixed Solvents across 

Ion-Exchange Membranes (山辺武郎と共著）： Bull. Chem. Soc. Japan, 37, 1, 1-3, 

1964. 1. 

助手 白井ひで子

On the Polarographic Behaviour of Indium Ion in Potassium Thiocyanate (高橋武堆

と共著）： Review of Polarography (Japan), 11, 155-159, 1963. 9. 

金属イオンの混合溶液中のイオン交換反応におけるアJレギン酸の選択的挙動（高橋武

雄，石渡義夫と共著）．エ化誌 66, 145-1461, 1963. 10. 

ポーログラフィにおける吊下げ水銀電極：分析機器， 1, 11, 56-59, 1963. 11. 

助手 佐藤 乙丸

水中放射能のガンマ線による直接検出（加藤正夫，松坂光雄と共著）：第 5回日本アイ

ソトープ会議論文集， A/d-2, 3-72, 1963. 5. 

河川における流鼠測定：原子力工業， 9, 8, 24, 日刊工業新聞社， 1963.8. 

助手 藤代 光雄

沃度とその工業（野崎弘と共著，三版）：電様大学出版部， 1963.3. 

元助手 桜井 裕

定電流電鼠分折について：分析機器， 1, 9, 37-43, 1963. 9. 

Continuous Coulometric Titration of Various Oxidizing Substances by Electrogenerated 

Iron (JI), (高橋武雄と共著）： Talanta, 10, 971-979, 1963. 9. 

第 5 部

教授 星野 日巨.-
高層建築物におけるカーテンウォールエ法の施工に関する研究：第 2分科会の報告，
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p. 300, 建築業協会， 1963.5. 

軽量パネルの工場生産化とその施工に関する研究：第二分科会の報告， 50-61, 強化プ

ラスチックス協会， 1963.4. 

カーテンウォールの耐火性について（カラム）： 8号， 70-72,鉄銅と金属， 1963.

建築材料としてのプラスチック：工業と製品， 2号， 13-19,学会業務研究会， 1963.

6. 

防食材料の現状と問題：点工業と製品， 4号， 7-10, 同上， 1963.8. 

教 授坪井善勝

球殻曲げ理論近似解の籾度（川股重也と共著）：日本建築学会論文報告集第 89号， 1963.

9. 

Suspension Structures for the Tokyo Olympics, (川口衛と共著）： Symposium on Stru-

ctures of High Rise and Large Span, Tokyo, 1963. 10. 

下関体育館の構造について：近代建築， 17号， 1963. 11. 

教授星埜 和

交通工学の現状と将来：機械学会誌， 66,528, 117-124, 1963. 1. 

交通流に関する研究：自動車技術， 17, 4, 227-232, 1963. 4. 

A Method of Analysing Lode-Time-settlement Records: Proc. of the Second Asian 

Regional Conference on Soil Mechanics and Foundation Engineering, 208-212, 

1963. 5. 

土のせん断強さ：土木学会誌， 49, 1, 48-55, 1964. 1. 

教授丸安隆和

写真測鼠法による車体線図作成：新三菱重工技報， 5, 1963. 4. 

教授勝田高司

送風時におけるダクト系統の発生騒音に関する研究（渡辺要，石井聖光，後藤滋，

寺沢達二，板本守正と共著）：空気調和・衛生工学， 37,5, 22-33, 1963. 5. 

送風時におけるダクト系の発生駿音について（渡辺要，石井聖光，後慕 滋，寺沢達

二，板本守正と共著）：日本建築学会論文報告集， 89,281, 1963. 9. 

誘引型吹出ロユニットの基本性能について（後藤 滋と共著）：日本建築学会論文報告

集， 89,281, 1963. 9. 

バンカーループルの抵抗係数および流菰係数について（寺沢達二と共著）：日本建築学

会論文報告集， 89,336, 1963. 9. 

誘引型吹出ロユニットによる室内気流について（後藤 滋，金国正太郎と共著）：日本

建築学会論文報告集， 89,336, 1963. 9. 

工場生産ダクトの抵抗係数について（寺沢逹二， 鈴木清彦と共著）：日本建築学会論文
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集， 89,336, 1963. 9. 

助教授井口昌平

吉野川の洪水流出の変遷について：科学技術庁頁源局資斜， 1963.

助 教 授池辺 陽

設備をユニット化する：建築文化， 1963.5. 

建築活動のシステム化とモデュール割り：建築文化， 1963.6. 

設計計画における基準面の分折：建築文化， 1963.8. 

助教授三木五三郎

低含水比でしかもトラフィカビリティーの悪い粘性土：こよる土工：こついて（今村芳徳と

共著）：第 7回日本道路会議論文集， 155-158, 1964. 3. 

助教授田中 尚

弾塑性構造物の解の唯一性と安定性に闊するノート：日本建築学会誼文報告集， 88,

1963. 10. 

プラスチックヒンジ：こおけるウェプ幅フランジ幅の制晨：こ関する研究（高梨兄ーと共

著）：日本建築学会論文報告集， 96, 1964. 3. 

助教授石井聖光

建築音怒核の模型実験：こ用いるスピーカとマイクロホンの試作（平野興彦と共著）：日本

音唇学会研究発表会講演論文集， 55, 1963. 5. 

神奈川県立青少年ホールの音密について：日本建築学会真文報告集， 89,295, 1963. 

9. 

東京芸術大学音楽部練習室の音きについて（村上処直と共著）： 日本建築学会論文報告

卦ミ， 89, 296, 1963. 9. 

送風時におけるダクト系統の発生藝音について（勝田高司，後藍滋，板本守正と共著）：

日本音喜学会研究発表会講演論文集， 55, 1963. 10. 

助敦授小林一輔

軽菫コンクリートの乾燥収惹と耐熱性について（丸安隆和， 伊慕利治と共著）：構造用

軽皇骨材に関するシンポジウム諮演概要， 1963. 10. 
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付 録

1. 国立学校設置法抜幸

国立学校設置法昭和 24年5月 31日公布法律第 150号

第2章国立大学

第4条国立大学に左表（下）の通り研究所を付置する．

大学の名称 i研究所の名称 1位 四 1 目

東京大学 1生産技術研究所 1東京都 I

的

注 国立学校設四法一部改正法案により昭和 37年3月 29日付の官領iこ4月 1日をもって位皿の瑣が千栞県

より克京都に変更が公布された．

2. 生産技術研究所内の諸規程
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A) 航空研究所•生産技術研究所連絡会議内規

第 1条 航究研究所•生産技術研究所は，その事業を行なうにあたり，互いに緊密な連絡をとり，事業

の円滑な運営を目的として協同的に処理すべき問題について，連絡協議するため航空研究所•生産技

術研究所連絡会議（以下会議と称する）を設ける．

第 2条会談は，委員および幹事で組織する．

委員は，議事を協議決定し，幹事は庶務・会計の事務を行なう．

第 3条委員は，次の通りとする．

1. 航空研究所長

2. 生産技術研究所長

3. 航究研究所所屈の教授• 助教授の中から選ばれた者5名以内

4. 生産技術研究所所屈の教授•助教授の中から選ばれた者 5 名以内

所長でない委員の任期は， 2年とする．

幹事は．航空研究所事務長および生産技術研究所事務長をこれに充てる．

第 4条会議は，毎月 1回常例的に開催する．ただし必要があるときは，双方協酸の上随時に会議を開

催することができる．

第 5条会議の議長は，交互にいずれかの所長がこれに当たる．

第 6条会議が必要と認めた場合は，委員以外のものを参加させ，その意見を聞くことができる．

付則

この内規は，昭和 24年 12月 15日から実施する．

B) 生産技術研究所運営関係委員会設置規程

第 1条 生産技術研究所長は，所内の運営上の諸問題について必要ある場合は，その目的別に委員会を

設けることができる．

第2条 前条の委員会は，所長の諮問に答え，所内の運営の向上，合理化，処理方針等の審議を行なう

ものとする．

第3条 所長が必要と認めたときは，委員会の長に運営事務の一部を分掌させることができる．

第 4条 各委員会の目的，構成，任務等については別に定める規程による．

1) 常務委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所に常務委員会（以下委員会とする）を置く．

第2条 委員会は所長の諮問に応じ所の運営に関する重要事項を審議企画し，かつ常務の打合せをなす

外，次の事項を行なう．

1. 教授総会から委託された事項を処理すること

2. 生研報告発行に関する審議をすること

3. 委託研究の受諾の可否に関する審議をすること

4. その他所長が必要と認めた事項

第 3条 常務委員は各研究部 2 名をもって組織し，その部の教授•助教授の互選による．

第4条 常務委員の任期は 1年とし補欠委員の任期は前任者の残任期間とする．引き続き 2期在任した

常務委員は任期満了後2年間は常務委員に選ばれることができない．ただし補欠委員として 1年に満

たない期間は在任期間と見倣さない．

第 5条所長は委員会を招集し，その議長となる．

第 6条 所長は委員会の議事を円滑にするため必要ある楊合は常務委員を指名して事前調査または事前

審議等を行なわせことができる．

第 7条第3条により選出された常務委員の中 1名を部主任としその部を代表する．
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第 8条 委員会における各部 2名の常務委員は全く同等の立楊に立つものとする．

第 9条 委員会には代理者の出常を認めない．ただしその部所嘉の常務委員が 2名ともに出席できない

場合は，その部の教授または助教授の中から 1名を出席させなければならない，

第 10条 常務委員が病気その他海外出張等で長期にわたり出窟できないときは臨痔代理を置くものと

する．

第 11条 所長が必要と認めたときは，常務委員以外のものを委員会に列常させ意見をきくことができ

る．

付則

この規程は昭和 33年6月 18日から実施する．

2) 特別研究審諾委員会規程抜幸

第2条委員会は，所長の諮問に答え，次の事項を審議する．

1. 特別研究疫の配分に関すること

2. 特別研究喪の予算要求資料の作成

3. 特別研究特による事業の遠成に関する事項

4. その他特別研究に関し，所長が必要と認めた事項

第 3条 前条にいう特別研究費とは，各部に経常的に配当される研究費以外で，研究所の使命逹成のた

め，特別に配付された研究費，または生研内で特別に考夏された研究買等をいい，科学研究費・受託

研究費および常務委員会において特に除外したものは含まない．

ただし，科学研究毀の内，機関研究費および恰入機械閉入費は，本委員会において取り扱うものと

する．

第 4条 委員会は，委員 10名で組檄し，内 1名を委員長とする，委員長は委員の互選とし，第 7条に

よる改逃の都度これを行なう．

第 5条 委員は，研究部の各部 2 名とし，その部の教授• 助教授の互送による．

（以下略す）

3) 工作委員会規程抜幸

第 2条 委員会は，試作工場の業務運営を円滑にするため，次の事項について審議する．

1. 試作工場の運営に関する璽要事項の企画ならびに立案

2. 作業能率向上に関する事項

3. 業務実施に関する連絡調整

4. その他必要な事項

第 3条 委員会は，委員長の他に委員若干名をもって組緑する．

第4条 委員長は，本所教授の中から教授総会で選出する．委員は次の通りとする．

1. 研究部の各部ごとに，その部の教授• 助教授またはこれに腐ずるものの互送によるもの各 1名

2. 所長が必要と認め，教授総会の承認を得た者若干名

（以下略す）

4) 図書委員会規程抜幸

第 2条 委員会は，所内図甚室の運営について次の事項を行なう．

1. 図書室運営に関する事務監瞥

2. 図書運営に関する企画ならびに立案

3. 図書運営に関する連絡調整

4. 購入図苫の選択

5. その他必要と認めた事項
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第 3条委員会は，委員長の外，委員 10名をもって組殺する．

第 4条 委員長は，本所教授中より教授総会において選出された者，また委員は，研究部ごとに 2名と

し，その部の教授・助教授またはこれに準ずる者の互選によった者がこれに当たる．

（以下略す）

5) 写真委員会規程抜華

第 2条 委員会は，写真室の業務運営を円滑にし，写真技術の向上を図るため下記の事項を行なう．

1. 写真室運営に関する企画ならびに立案

2. 写真業務の予定計両ならびに実施報告に対する検討

3. 写真業務実施に関する連絡調盤

4. 材料の入手使用ならびに業務技術に関する助言

5. 一般写真および高速度写真用設備・機械・器材の整備充実に関する企両

6. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は，委員 5名および専門委員若干名で組織し，委員の中 1名を委員長に他の 1名を副委

員長とする．

委員長および副委員長は委員の互選による．

第4条 委員は，各研究部ごとに 1 名とし，その部の教授• 助教授ならびにこれに準ずるものの互遥に

よる．

第 5条 専門委員は，委員長の委隅による．

第 6条 委員長，副委員長および委員の任期は 1年とする．

ただし，童任をさまたげない．

6) 出版委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所に出版委員会（以下委員会という）を罰<-

第2条 委員会は，下記出阪物の出版に関して必要な事項を処理する．

1. 生産研究

2. 東京大学生産技術研究所報告

3. 東大生研案内

4. 東京大学生産技術研究所年次要冠

5. 生研リーフレット

6. その他必要な出版物

第 3条委員会は，委員長 1名委員 12名，専門委員若干名で組織する．

第4条 委員長は，本所教授中から教授総会で選出する．任期は 1年とし毎年4月1日に改める．重任

をさまたげない．

委員は教授，助教授，またはこれに準ずるものの中から， 1,3, 5部から各2名， 2,4部から各

3名をそれぞれの部で選出する．任期は 1年とし，毎年 4月 1日と 10月1日にその半数を改める．

重任をさまたげない

専門委員は委員長の要諮に応じて所長が委嘱する．

第 5条 委員長は，委員会を招集してその議長となる．

第 6条 委員長が必要と認めたときは，特定の事項につき小委員会を設けること，また委員以外の者を

委員会に列席させて意見を聞くことができる．

付則

1. この規定は昭和 33年 10月1日から実施する．

2. 生産研究編集委員会は昭和 33年9月 30日限り廃止する．

3. 生産研究編集委員会の委員長または委員であって，昭和 33年 10月1日以降任期が残存するも
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のは，その残存任期中本委員会の委員長ま

7) 営繕委員会規程

となるものとする．

第 1条 東京大学生産技術研究所に営繕委員会（以下委員会という）を四＜．

第 2条 委員会は本所の施設の整俯改善，合理的連用および将来計画に関し次の事項を行なう．

1. 土地，建物，工作物等の新営，ならびに維持管理に関する企画および立案

2. 電気，通信，ガス，水道，暖房等の合理的使用方法の検討ならびに助言

3. 構内箇備に関する企画ならびに助言

4. その他必要と認めた事項

第3条 委員会は委員長 1名，幹事 1名，委員 5名および専門委員若干名で組緑する．

第 4条 委員長は本所教授中から教授総会で送出する．

幹事は委員長の要請に応じて教授•助数授中より所長が委購する

委員は各研究部ごとに 1 名とし，その部の教授• 助教授の互選による

専門委員は委員長の要諮に応じて所長が委嘱する

第5条 委員長および委員の任期は 2年とし翫任はさまたげない

第6条 委員長は委員会を招集しその議長となる．

第 7条 幹事は委員長を補佐し委旦会の業務に必要な企画，述絡，調整に当たる．

第 8条 委員長は必要と認めたときは特定の事項につき小委員会を設けることができる．

第 9条 委員長が必要と認めたとめは委旦以外の者を委旦会に列席させて意見をきくことができる．

付則

この規程は昭和 33年 6月 18日から実施する．

8) 厚生委員会規程抜幸

第2条委員会は本所の厚生に関する施設ならびに事業の円滑な連営を図るため次の事秒iを行なう．

1. 職員およびこれに準ずる者（以下域旦とよぷ）の保健，術生，福利ならびにレクリエーション等

に対する企画，運用に関する事項

2. 厚生事業部の運営に対する助言

3. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は委員長，副委員長および委員で組緑する．委旦長，副委員長は所長が委嘱する．

第4条委員は下記に従い所長が委嘱する．

1. 各研究部よりその部に屈する教授• 助教授ならびにこれに準ずる者より返出された者 1名，およ

び教授，助教授ならびにこれに準ずる者を除く職旦より選出された者 1名．

2. 事務部は事務長および事務部戟員より逸出された者 1名．

3. 試作工場および千葉実験場については，それぞれの所属職員より選出された者1名．

4. 所長が必要と認めた者 4名以内．

第 5条委員会は委員長の発議または委員総数の 1/3以上の要諮によって招集される．

（以下略す）

9) 講習会委員会規程

第 1条本所に東京大学生産技術研究所請習会委員会を四<.

第2条 この委員会は，財団法人生産技術研究奨励会から委託された睛習会の企画並びにその実施をつ

かさどる．

第 3条 この委員会の委員は 5名とし，各研究部から選出された教授または助教授で構成し，委員長

は，委員の互選によって定める．

委員長は，必要と認めた楊合専門委員を委寇することができる．
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第4条委員の任期は 1年とし，毎年 1月 1日に更新する．

ただし，賃任をさまたげない．

第5条 この委員会の事務は，庶務掛が担当し財団法人生産技術研究奨励会事務局が協力するものとす

る．

付則

この規程は，昭和 39年 1月 1日から施行する．

10) 東京大学生産技術研究所千葉実験場規程

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下「本所」という）に千葉実験場を千葉市弥生町 1番地におく．

第2条 千葉実検所は，本所勤務の教授• 助教授およびこれに準ずる者が主体となって行なう研究で，

本所麻布庁舎ではできないものを行なうために使用するものとする．

第 3条 千葉実験場の管迎•迎営を行なうために千葉実験楊管理運営委員会（以下「委員会」という）

を設ける．

2. 委員会は，委員長・副委員長および委員若干名で組織する．

3. 委員長は，所長が当り，副委員長は本所教授中から所長が委嘱する．

4. 委員は原則として各研究部ごとに 1 名とし，その部の教授• 助教授およびこれに準ずるものの互

選による．

5. 副委員長および委員の任期は 2年とする．ただし，成任をさまたげない．

6. 副委員長は，委員長を補佐し，必要な坦合には委員長の代理となる．

7. 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させて舷見をきくことができる．

第 4条千葉実験場に事務室をおく．

2. 寧務室に事務主任および戦員若干名をおく．

3. 事務主任は上司の命をうけ本所事務部との辿絡を図り，所管の職員および事務を総括，処理する，

第5条千葉実験楊を使用しようとするものは，原則として使用開始の 1カ月前までに， 1研究ごとに

書面によって部主任を通じて所長に申諮するものとする．

2. 前項の申請により承認をうけたものの使用期間は，長期使用の場合以外は当該年度の 3月末を越

えることができない．

3. 研究が承忍された期間を超過するときは，再び第1項による申請を行なわなければならない．

第 6条 千葉実験楊徒用者は，その使用が終ったときは，その旨を書面をもって部主任を通じて所長に

届け出なければならない．

第 7条千葉実験場の管理・運営に関する細則は別にこれを定める．

付 則

1. この規程は，昭和 36年 9月 20日より実施する・

2. 第 3条の最初の副委員長および委員の任期は，昭和 37年 12月 31日までとする．

3. 千葉実験楊敷地内所在の職員宿舎および職員寮の管理・運営は，本所の定める他の猿関で掌理する．

11) 東京大学生産技術研究所放射性元素委員会規程

第 1条 東京大学生産技術研究所に放射性同位元素委員会（以下「委員会」という）をおく．

第2条 委員会は，本所における放射性同位元素の管理および障害防止に関する事項を審議し，また所

内の連絡謁益にあたる．

第 3条 委員会は，委員長および委員若干名で組織する．

2. 委員長は，本所教授の中から所長が委嘱する．

3. 委員は，次のものに所長が委嘱する．

(1) 各研究部ごとに，その部の教授• 助教授またはこれに準ずるものの互選によるもの各 1名

(2) 所長が必巽と認めたもの
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第4条 委員長および委員の任期は 2年とする．ただし，重任をさまたげない、

第 5条委旦長は委員会を招集し，その議長となる．

2. 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長が指名する委旦がその戚務を代行する．

第 6条 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させて意見をきくことができる．

第 7条 委員会の庶務は，庶務掛が担当する．

付則

この規程は，昭和 36年6月7日より実施する．

12) 東京大学生産技術研究所試験溶鉱炉委員会規程

第 1条 東京大学生瓶技術研究所（以下「本所」という）に試験溶鉱炉委員会（以下「委員会」という）

をおく．

第 2条 委員会は，本所の試験溶鉱炉の研究と運営に関するつぎの事項を審議決定する．

(1) 試験溶鉱炉による研究の企画・立案に関する事項

(2) 試験溶鉱炉の経費に関する事項

(3) 試験溶鉱炉設備に関する事項

(4) その他必要と認めた事項

第 3条 委貝会は，委員長および委員若干名で組緑する．

2. 委員長は，本所教授の中から，所長が委嘱する．

3. 委員は，次のものに所長が妥嘱する．

(1) 本所勁務の教授• 助教授またはこれにil/iずるもの

(2) 所長が必要と認めたもの

第 4条 委員長および委旦の任期は 2年とする．ただし，重任をさまたげない．

第 5条 委員長は，委員会を招集し，その議長となる．

2. 委旦長に事故あるときは，あらかじめ委員長が指名する委員がその戦務を代jj-する．

第 6条 委旦会が必要と忍めた事項を審ふするために，専門委凪会を設けることができる．

2. 琳門委員会の委員長および委員は，委旦会のふを経て委員長が委購する．

第 7条 委員会に幹事をおくことができる．

2. 幹事は，委旦の中から委員長が委鵡する．

第 8条 委旦長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列席させて，意見をきくことができ

る．

付則

1. この規程は，昭和 37年 3月 14日より実施する．

2. 初期の委員長および委員の任期は，昭和 39年3月 31日までとする．

C) 生産技術研究所報告発行内規

第 1条 束京大学生産技術研究所報告（以下生研報告と称する）の発行はこの内規によって行なう．

第 2条生研報告は生産技術研究所（以下生研と称する）の研究業績を学外に発表するを目的とする．

第 3条生研報告の発行に関する審議は，この内規に従って常務委員会が行なう．

第4条生研報告に掲載する論文は生研職員の研究成果または生研職員が中心となって行なった共同研

究成果でその部の推戚を経たものとする．

第 5条生研報告に掲載する論文は新しく発表する研究報告とする．ただし，学会誌等に概要を発表し

た研究報告を詳細にまとめたもの，または分割掲叔した研究成果をまとめて発表する場合はこの限り

でない．

第 6条生研報告に掲叔する論文は 1篇，または 2篇以上を 1冊として発行する．

第 7条前条については著者の希望を勘案してこれを決定する．
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第8条 生研報告に用いる文は，欧文または和文とし，和文の場合は本文の 10%以内で2ページを越

えない範囲の欧文梗概を付するを原則とする．

第 9条 生研報告は不定期に発行し，およそ 300ページを単位として巻を改める．発行部数はその都度

定める．

備考

1) 第4条により論文を推閲する場合は原則としてその内容につき部を中心とする関係者の間で十

分の討議を経ることを要する．

2) 大学院学生および研究生の研究論文も第 4条に準じて取り扱うことができる．

D) 生産技術研究所図書規程（昭和 25.6. 1制定）

1. 生研図書室は，中央図書室と数個の分室から成り，主要な事務は中央図甚室で行なう．

2. 図書室運営のために図書委員会を設ける．

図苫委員会は，委員長および委員 10名で構成する．

委員長は，教授会で過半数の票数を以って選出された教授が当り，任期は 2年とし，重任を許さな

ぃ．
委員は，各部の教授• 助教授（またはこれに準ずる者）中から 2名ずつ各部から選出し，任期は 2

年とし，各部別に 1年ごとに 1名ずつ交代する．

3. 図占委員会は，次のような仕事を行なう．

1 図魯室の基本方針，予卵，その他の大綱に関する意見を所長に具申する

2 図翡掛の事務遂行を監査する

3 賠入図書の選定をする

4 寄贈図書等の処匠を決定する

5 その他図嘗に関する事項を行なう

4. 図苫掛は，次のような事務を行なう．

1 図書の購入，寄贈受理，およびその登記事務

2 図書目録の作成整備

3 図書の出納

4 図書の利用率の調査

5 図害の現品検査

6 甚庫および閲買室の整備と菅理

7 文献複写に関する事務

8 その他必要な事項

5. 図督の購入は，中央および各部予罪による．中央予卵で購入した図魯は中央図甚室におくことにす

る（一つの部のみに関係のある図甚でも，中央におくものは中央予算で賭入する）．

中央予罫中，専門書に充てる額の約 4分の 3については毎年部ごとのわくを設け，残りの 4分の 1

については数年間の平均が適当な分布をなすようにする．

6. 中央図苫室の事務践は別途に予卵を設ける．

E) 生産技術研究所研究担当，研究員取扱内規

第1条 生産技術研究所において一定期間特殊な事項の研究に対し，所外の者に研究の協力を委揺する

必要ある場合，研究担当または研究員を匝くことができる．

2. 前項による研究担当とは，本務が本学専任教官（教授，助授授，請師）であるものをいう．

第2条研究員は，大学卒業または同程度の学力を有し，研究事項について相当の経験を有するもので

なければならない．

第3条研究担当，研究員には予額の範囲で手当を支給することができる．
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第4条研究担当，研究員は本所職員に準じて取り扱う．

ただし，定められている事項についてはこの限りでない．

第5条研究担当，研究員は，本所において研究した成果を発表するとき，または特許権等を巾請する

場合は予め所長に協議するものとする．

第6条 各部において研究担当，研究員を骰こうとするときは，その部の主任は内巾苫を所長に提出し

なければならない．

第7条 所長は，内申書が提出されたときは，常務委員会に諮り総長に上申する．

第8条 所長は研究委咽の必要性が消減した楊合，またはその他の事由により委瞑の取消しを総長に上

申することができる．

付 則

この内規は昭和 26年 10月 1日より実施する．

この内規は昭和 37年 4月 1日より適用する．

F) 生産技術研究所留学研究員採用内規

第 1条 生産技術に関する事項につき一定期間研究に従事しようと希望する者があるときは，本所にお

いて支障のない楊合に限り，留学研究員として入所を許可する．

第2条 留学研究員として入所を許可する者は，大学卒業又は同程度以上の学力を有し，研究事項につ

いては相当の経験を有する者でなければならない

第 3条 留研究員を希望する者は願苫（様式 1)に屈歴苫及び研究業精調害を添え所長に提出するもの

とする．

第4条留学研究員は，本所が指定した教官の指醇のもとに研究に従事するものとする．

第5条留学研究員は，本所において研究した成果を発表するとき，または特許権等を申諮する場合

は，あらかじめ指郡教官に協議しなければならない．

第6条 留学研究員の研究期間は， 1年以内とし，第 1条の許可があった日の属する会叶年度の末日を

もって終了するものとする．

2. 前項の期間満了後研究を継続しようとする場合は，研究期間更新願（様式2)を所長に提出し，

許可を受けなければならない．

第 7条所長は，疾病その他の事由により，研究に従事することが不適当と認めたときは，その留学研

究員に対し，許可を取消すことがある．

第8条留学研究員が許可された期間の満了前に退所しようとするときは，退所顎（様式 3)を所長に

提出しなければならない

付則

この内規は昭和 31年 4月 1日より適用する．

G) 生産技術研究所研究生規程

第 1条 生産技術に関する事項につき研究を希望する者があるときは，本所において支障がない場合に

限り，研究生として入所を許可することがある．

第2条 研究生として入所を許可する者は，大学学部を卒業した者もしくはこれと同等り上の学力を有

する者，または相当の経験を有する者で，本所において適当と認めた者とする．

第3条 研究生を希望する者は，所定の願苫に屈歴書を添えて所長に差し出さなければならない．

第4条 研究生は，所長の指揮監督を受け，本所が指定した教官の指等の下に研究に従事しなければな

らない．

第5条 研究生がその研究業紹を発表しようとするときは，必ず指罪教官の承認を受けなければならな

ぃ．
第 6条 研究生は，入学料として金 750円を納入しなければならない．
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第 7条研究生は，研究料として月額金 800円を 3月または 6月分前納しなければならないただし，

特に多額の毀用を要する場合は，別に自弁させることがある．

2. 既納の研究料は，還付しない．

第 8条 研究生の研究期間は， 1年以内とする．

2. 当初決定された研究期問を経てさらに研究を継続しようとするときは，その理由を具して所長に

願い出で，許可を受けなければならない．

第9条 研究生は研究期間の終わりに，その研究状況および成果を記戟した報告書を指尊教官を経て所

長に提出しなければならない．

2. 研究生の研究期間が 1年以上にわたるときは， 1年の終わりにおいて，その研究状況の中間報告

書を前項に準じ提出しなければならない．

第 10条 所長は，疾病その他の事由により，研究を継続することが不適当と認めるときは，その研究

生に対し，退所を命ずることがある．

第 11条 研究生が期間満了前に退所しようとするときは，理由を具してその旨を所長に願い出なけれ

ばならない．

第 12条 官公署または会社等より，依託研究生を入所させようとする場合も，本規程により取り扱う．

付則

1. この規程は，昭和 38年7月 13日から施行し，同年4月 1日から適用する．

2. 昭和 38年4月1日前から引き続き在所している者で，研究期間（研究期間が延長された場合，

その期間の始期が昭和 38年4月 1日以後のものを除く）が満了しない者の授業料の額および徴収

方法については，その期間が満了する日までは，なお従前の例による．
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H) 生産技術研究所受託規程

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下本所という）に対し，生産技術に関係がある学理的問題または

物品等の研究・試作・試験・ 検定• 製作・調査等を委託しようとする者があるときは，本所で適当と

認めたときにこれを受託する．

第2条 前条の委託をしようとする者は，別紙様式 (1)に定める申込苫を提出しなければならない．

受託を承諾したものに対しては，別紙様式 (2)の受託承諾書を交付する．

第 3条 受託の承諾を得た者は，第5条に定めた料金を，指定の期間内に，本所に前納しなければなら
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様式 (1)

交託申 込 書

昭和年月日

京京大学生産技術研究所長 □ 口 lJ□

様式 (2)

交託承諾杏

昭和年月日

殿京京大学生産技術研究所受託規定により下記内容

をもって研究・ 試作・検定・ 製作・調査を委託し

たくお願いします
昭和年月 日付申込の委託事項は本所受託規

定に基き下記の条件によってこれを示諾します
現住所

氏名 回
京京大学生産技術研究所長ロロロロ

記（委託の内容） 記

1. 筵 目 1. 題 目

2. 目的および内容
2担当者氏名 1主任担当者分任担当者

3. 予算る範囲
3. 完了予定期日

4. 所 要経費

4 (饂嘉饂）I I I 5. 所要経費納期
入のこと

5完成希望期限 ! I I i 6 

6. 公表猶予期限
i 7. 発明特許の処匹

7. 

8その他希望事項 I I I s. そ の 他

ないただし，特別の事由があるときは，前項の料金の分納または後納を認めることがある．指定の

期間内に前項の料金を納付しないときは，委託を取り消したものとみなす．

第4条 一旦納付した料金は，これを返遠しないただし，天災，その他やむを得ない事由によって委

託事項を遂行し得ないときは，その全部または一部を委託者に還付することがある．

第5条 第3条第 1項の料金は，委託事項に要する経費を算定してその都度これを定める．

第6条 本所が，受託事項実施中特に多額の費用を要し，納付された料金に不足を生じると認めたとき

は，改めて受託者と協議することができる．

第 7条 下記の各号の場合においては，委託者の受ける拍害に対し本所は，その責を負わない．

1. 天災その他やむを得ない事由によって，受託事項を遂行し得ない場合

2. 委託を受けた物品の試験・検定等の間に損害を生じた場合

3. 受託者が，その責務を完全に屈行せずと本所が認めたときに執った処理に基づく場合

第 8条受託事項が完了したときは，その経過ならびに結果を委託者に報告する．ただし，受託実施中

において，委託者の希望によって中間報告をすることができる．

第9条 受託事項に関する成果を公表するときは，本所がこれを行なう．

前項の公表が委託者の利益を害するおそれがあると認められるときは， 2年以内，その公表を猶予

することができる．

第 10条 委託者は，本所が必要と認めたときは，補助者を一定の期間中派造することができる．

前項の補助者の勁務に関しては，木所職員に準じて取り扱うが，給料・手当•旅費等は，これを支

弁しない．

第 11条 受託事項で本所職員が発明したときにおける発明特許等に関する規程は別にこれを定める．

付則

本規程は昭和 25年 3月 11 日から施行する．
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I) 生産技術研究所勤務発明暫定規程

第 1条 東京大学生産技術研究所（以下本所という）に勁務する者（以下職員という）が，その効務に

関してなした発明（以下効務発明という）の取り扱いについては，当分の間，この規定の定めるとこ

るによる．

第2条 勁務発明のうち，その内容が本所の業務範囲に属し，またその発明をなすにいたった行為が，

その職員の任務に屈するもの（以下任務発明という）については，その発明者が特許を受けたとき，

東京大学はその実施権を受けるものとする．

第 3条 職員は，自己の勤務発明の特許を受ける権利，または特許権， もしくは任務発明以外の勁務発

明の実施権を，東京大学に移譲することを願い出ることができる．

第4条 本所所長は，東京大学学長の監督のもとに，前 2条に規程した特許を受ける権利，特許権また

は実施権に関する事務をつかさどる．

第 5条 本所受託規程に基づく受託事項について，本所職員が発明したときには，この規程に従う．

本所受託規程第 10条に規定する補助者が，受託事項について発明した場合には，その補助者を指

郡する本所職員と共同して発明したものとみなして，この規程を適用する．

第 6条 この規程は，実用新案および意匠登録にもこれを準用する．

付則

本規程は昭和 24年9月 22日から施行する．

付記：特許法が昭和 35年 4月1日に改正施行され，研究所等における戟務発明の取り扱いは第 35条に規定されて

いる．この時期にかんがみ本所の現行哲定規定はその後の研究所の状態にもそうよう目下委貝会を組織して検

討中である．

J) 東京大学受託研究員規程

第 1条 この規程は，文部省受託研究員実施要項に基づき，民間会社等（以下「委託者」という）より

の委託に応じ，その現職技術者を受託研究員（以下「研究員」という）として本学に受け入れる場合

における必要な事項について定める．

所
属
部
課
研
究
題
目
一
研
究
期
間
一
虐
謬
麟
一
瓢
麟
疇

戦
氏
名

心`九
5

_

-
日

所
在
地

会
社
名

そ
の
長

殿

京
京
大
学

年

京
京
大
学

月

受
託
研
究
貝
申
込
杏

年

月

日

所
在
地

会
社
名

そ
の
長

ej̀
 

E
比

受
託
研
究
貝
研
究
期
間
夏
新
頴

望
研
究
糾
＿
所
属
部
課
'
[
研
究
題
目
」
霞
新
研
三
〗
誓
呵
一

，
 

囲 詞

152 



第 2条研究員として許可する者は，大学を卒業した者または本学がこれと同等以上の学力を有すると

認めた者とする．

第 3条受託者の代表者または長は，所定の申込嘗lこ推囲書および本人の限歴苫を添えて当該学部また

は研究所の長に頴い出なければならない．

第 4条学部または研究所の長は，当該部局において適当と認め，かつ，支障のない場合に限り，給長

の認可を得て研究員の受入れを許可する．

第 5条研究員ふ指郡教官の指等のもとに研究に従事しなければならない．

第 6条 研究員の研究期間は， 1年以内とし，第4条の規定による許可があった日の属する年度の末日

をもって終了するものとする．

第 7条 前条の期間満了後，研究を継続する必要があるときは，委託者は，理由を付して当該学部また

は研究所の長に願い出なければならない．

第 8条学部または研究所の長は，前条による源出があったときは，総長の認可を得て， 1年以内に限

り研究期間の更新を許可することができる．

第 9条 第4条または第8条の規程による許可があったときは，委託者は，研究料として金 12万円を

ただちに納付しなければならない

2. 既納の研究は，遠付しない

第 10条 研究料は，研究期間が 1年未満の楊合にも研究員 1人につき 12万円とする．

第 11条受託者が，第4条または第8条の規定による許可があった後，ただちに研究料を納付しない

ときは，許可を取り消す．

付 則

この規程は，昭和 33年5月2日から遥用する．

この改正は，昭和 34年4月 1日から遥用する．

K) 生産技術研究所輪講会要項

1. 本会は生産技術研究所輪講会と称する．

2. 本会は生産技術研究所内における知識の交換を目的とする．

3. 本会の事務を運営するため世話人を四<. 世話人は各研究部より 1名ずつ選出し内 1名を世話人

代表に互逸する．

4. 本会は毎月第 3水曜日午後 1時 30分から 2時 20分まで開催するのを原則とする．ただし教授

総会その他の都合により日時を変更することがある．

5. 講演者は 1回1名とし，錆演時間は 1名 45分（外に質議討論5分）以内を原則とする．

6. 誼演の順序は原則として順次各部より遥当な謡演者を選出し諮演の 2週間以前までに庶務掛に申

出請演要旨を 1週間前までに送付するものとする．

7. 庶務掛は当番部に講演の日から 1カ月以前に通知するものとする．

8. 世話人会は講演者の決定その他本会に関する事項を処理するものとする．

9. 臨時聡鋪希望者は世話人に申し出て了解を得ることを要する．

10. 輪請会を司会するため当番幹事を担当部より選出する．

L) 財団法人生産技術研究奨励会育英奨学生取扱規程

第 1条 東京大学生産技術研究所における高級技術者養成を目的とする財団法人生産技術研究奨励会育

英奨学生第 1穂の取り扱いはこの規程により行なう．

第 2条 育英奨学生は財団法人生産技術研究奨励会の規程に従い東京大学生産技術研究所教授•助教授

の指器を受けるもので，当該指尊教官の所属する部の推戦により常務委員会の選考を~たものであっ

て，次に該当するものを財団法人生産技術研究奨励会に推賎する．

1. 東京大学修士または博士課程大学院学生
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2. 東京大学生産技術研究所研究生

第 3条 育英奨学生に対する育英奨学金は修士コース大学院に入学したものについては， 1カ月，

10,000円とし，毎年4月より月額 1,000円を増額する．

大学院在学中育英奨学生となったものの育英奨学金は前記基準により算定したものと同額とする．

研究生に対する育英奨学金は育英奨学生と決定された時より 1カ年間は 1カ月 10,000円とし， 1カ

年を超えるごとに月額 1,000円を増額する．ただし大学院より引き続き研究生となったものの育英奨

学金は通算した額とする．

育英奨学金は 1人月額 15,000円を超えないものとする．

特別の事情がある場合は育英奨学金の額を変更することができる．

第4条 育英奨学生に対し育英奨学金を交付する期間は，育英奨学生選考のときに定めるが， 5年砂内

とする．

第 5条 この規程に定められていない事柄の取り扱いは常務委員会において決定する．

付則

この取扱規程は昭和 33年3月 31 日より実施する．

昭和 38年4月 1日より一部改訂実施．
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